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客 家 文 化 考

衣 ・食 ・住 ・山 歌 を 中 心 に ・

周 達 生*

Hakka Culture, with Special Reference to the Material Culture in 

 Mei Prefectural District and Longyan District, People's 

                 Republic of China

 ZHou Dasheng [Chou Ta-sheng]

   This paper reports on a study of the culture of the Hakkas, 
based on the surveys made in  Mei Prefectural District (Guangdong 

[Kwangtung] Province) in 1979 and 1980, and in Longyan District 
(Fujian [Fukien] Province) in 1980. 

   The Hakka (lit. "the Guest Family") people began migrating 
southwards from the Central Plains (i.e., the middle and lower 
reaches of the Huanghe or Yellow River) at approximately the time 
of the disruptions and great migrations, starting in the Three King-
doms era (220-280 A.D.), continuing through the Jin [Chin] 
Dynasty (265-420 A.D.) and ending in the Northern and Southern 
Dynasties (420-589 A.D.). After several group migrations the 
Hakkas arrived in their present-day main areas of residence, in 
southern Jiangxi [Kiangsi] Province, northeastern Guangdong 
Province, and western Fujian Province. Smaller groups of Hakka 
reside in other districts of Guangdong Province, Guangxi [Kwangsi], 
Zhuang [Chuang] Autonomous Region, Sichuan [Szechwan] 
Province, and Taiwan Province, among other areas. 

   My fieldwork on Hakka culture, together with the research of 
other scholars, in addition to demonstrating that the forms of pro-
nunciation of the language spoken in the ancient Central Plains are 
still used in the present-day Hakka language, also revealed that, 
for example, some characteristics of the Northern culture are conti-
nued in the structure of the traditional Hakka house, and that besides 
their strong preference for rice, the "Mountain Songs" of the Hakkas
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have been influenced by the Southern culture of the districts into 
which they migrated. 

   The mixture of Northern and Southern Chinese cultural ele-
ments is a characteristic feature of Hakka culture. However, the 
cultural elements shared between the Hakkas and the Han exceed 
those peculiar to the Hakka alone, thus permitting the conclusion 
that Hakka culture is  just one of many local cultures which compose 
the Han culture. There are few cultural characteristics that can 
be used to distinguish the Hakkas as a nationality independent of 
the Han. 

 NOTES  : 
    1. Chinese proper nouns are Romanized according to the 

       Pinyin system. 
   2. Romanization in the Wade system is given in brackets.

は じめに

1.「 客家 とは何か」をめ ぐって

皿.客 家研究の概略

皿.客 家の文化

　1.衣

　2.食

　3.住

4.山 　 歌

む す び

は じ め に

　本稿は,1979年 の中華入民共和国広東省梅県地区,お よび,1980年 の同地区と福建

省竜岩地区における調査と,こ れまでに発表された諸資料 とに基づき,客 家の文化に

対 して,考 察を加えようとするものである。

　 「客家とは何か」ということについては,後 述することになるが,ひ とまず客家方

言を話 している人々の分布域だけを見るとすれば,い わゆる華僑(外 国に居住する中

国人)ま たは華人(居 住国に帰化 した中国系住民)と して,中 国か ら海外へ流出 した

人々を除 くと,そ の主要分布域は,広 東省東北部,福 建省西部,江 西省南部であり,

それと,広 西チワン族自治区,湖 南省,四 川省,台 湾省のそれぞれ一部などである。

　行政区でいえば,広 東省東北部は,梅 県地区であり,福 建省西部は,竜 岩地区であ

る。梅県地区には,梅 県,豊 順県,平 遠県,五 華県,蕉 嶺県,興 寧県,大 埴県の7県

があり,竜 岩地区には,竜 岩県,武 平県,上 杭県,連 城県,永 定県,譚 平県,長 汀県

の7県 がある。
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　 もとより調査は,客 家方言を話す人々の分布域の全域にわたるのが理想というもの

であろうが,今 回は,上 記2地 区の調査しか行なっていない。したがって,本 稿は,

発表された諸資料でもって補強されることはあっても,あ くまでも初歩的に考察を加

えただけで報告させていただくものとなる。今後,さ らに他地域を調査することにな

れば,お そらく修正せざるを得ない部分が少なからず出て くるであろう。

1.「 客 家 とは 何 か」 を め っ ぐて

　客家は,結 論を先にいえば,漢 族 なのであるが,少 数民族の1つ だと誤認されるこ

とがしばしばある。

　 日本在住の華僑のある機関紙に,「客家(中 国の少数民族)……」としてあるのがあ

ったが,こ れは,そ の編集者が,日 本に居住す る華僑であるから,本 国の事情にう乏

く,そ のため誤認 したかというと,そ れも理由になるか も知れないが,誤 認するのは,

華僑だけとは限 らない。

　解放後の中国でも,そ のような誤認があり,問 題にされたことがあった。

　1957年,中 国科学院歴史研究所 ・北京大学歴史系合編 『中国史学論文索引』が,科

学出版社か ら刊行されているが,こ の索引では,「粤西 北郁客方言」,「審査客家方言

報告書」,「述客方言之研究者」などの論文を,「少数民族語文」の項目に分類し,「客

地図1　 広　東　省　全　図

60



周　 客家文化考

族源流考」,「客家研究」などの客家研

究に関する論文14篇 を,「 各少数民族

史」の中の 「南方及東南沿海民族」の

小項 目に分類 し,批 判されている[因

夢　1958:裏 表紙]。

　なぜ この種の誤認が起こるかといえ

ば,後 述の侮蔑するために,わ ざわざ

客家を少数民族としたのを別にすれば,

その原因は2つ ある。1つ は,少 数民

族の名称には,「 家」 が付 くものがい

くつかあったから,そ れによる連想か

らである。 たとえば,　 トゥチャ族 の
地図2　 梅 県 地 区 全 図

「土 家 」 は,今 日で も 「家 」 が 付 いて い るが,昔 の少 数 民族 の 名称 に は,ま だ い くつ

か 「家 」 の 付 くの が あ った 。 ス ィ族(水 族)の 「水 家 」,プ ィ族(布 依 族)の 「仲 家 」,

ペ ー族(白 族)の 「民家 」 が そ の例 で あ る。 も う1つ は,漢 族 内部 の ち が いに つ い て

地図3　 福　建　省　全　図
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地図4　 竜 岩 地 区 全 図

の 呼 称 は,地 域 に よ って,た と え ば

「北 京 人 」,「上 海 人 」,「広 東 人 」,「福

建 人 」 な ど と命 名 され るの に,客 家 の

場 合 の 「客 家 人 」 は,こ の地 域 に よ る

命 名法 の原 則 に よ って い な い か らで あ

る。 「客 家 人 」 の場 合 の 「客 家 」 は,

地 域 を示 す の で な く,後 述 す るよ うに,

異 な る概 念 に よ って で きて い るの で あ

る。

　 解 放 以 前 は,こ の よ うな原 因 に よ る

誤 認 だ け で な く,客 家 を 侮 蔑 しよ うと

した人 々の書 いた もの な どに よ り,客

家 を少 数民 族 な の か と印 象 づ け られ た

場合もあっただろう。それは,同 じ漢族であっても,封 建思想の産物としての地方的

宗派主義があり,当 時蔑視されていた少数民族を もちだ し,そ れと客家を結び付ける

ことによって,客 家を侮蔑 しようとするところか ら起こっている。客家を少数民族と

の雑種であるとしたり,当 時多 くの少数民族にけもの偏を付けた字を作 っていたのと

同じように,客 家に対 しては 「徭家」とか 「犯家」と書いたりした。

　解放後は,中 国は,中 国を統一的な多民族国家であると規定 して,各 民族の平等と

団結を説 く民族政策を実施 した。そのため,旧 来の大民族主義である 「大漢族主義」

は否定されたのであるが,同 時に,狭 隆な民族主義である 「地方民族主義」 も否定さ

れた[周 　 1980a]。 その影響で,少 数民族を蔑視することは,江 青などのいわゆる

「四人組」の時代は別として,許 されなくなった。だか ら,客 家に対して,故 意に少

数民族との関係をもちだし,侮 蔑することも,そ の前提が意味をなさな くなったのだ。

　 しかし,そ のような,は じめから特殊な意図でもって客家を少数民族視するという

のでな く,少 数民族の名称に 「家」の付 くのがいくつかあるため,客 家は少数民族だ

と思いこんだり,他 の漢族の場合は,地 域名によって漢族内のちがいがいわれている

のに対して,客 家だけがそうでないのに基づき,客 家を少数民族だと思いこんだりす

ることは,す でに述べたように,解 放後 もあったわけである。

　その例は,『 中国史学論文索引』の場合に限らない。 たとえば,中 国共産党機関紙

である 『人民日報』においてすら,そ のような例があったという[因 夢　1958:裏 表

紙]。それは,朝 鮮戦争の頃で,『人民日報』は,天 安門における 「抗米援朝運動」の
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集会についての消息を,新 華社の報道に基づいて発表 したのであるが,そ の中に 「客

家族」の代表がか くかく話 したとあり,そ の数日後,『 人民日報』は,少 数民族中に

は客家族なるものはないとして,既 発表の記事の誤 りを訂正 したのである。

　ところで,李 有義によれば,お そらくこの 「抗米援朝運動」の集会のことだ と思わ

れるが,客家の人々自身が少数民族の隊列に加わ っていたという[李 有義　 1980:48-

59]。

　それは,"1950年 の北京におけるあるデモ行=進において,客 家の人々が,「客家人」

の旗を立てて,少 数民族の隊列に加わっていたけれども,そ の後,か れらは少数民族

でな く,漢 族の一部を構成するものだということが,す みやかに判明 した"と いうも

のであった。

　李有義は,さ らにこうつづけている。"東 南沿海一帯の水上居住民は,歴 史の上で

は早くから 「螢民」として記載されており,蔑 視され,賎 民あつかいされてもいたが,

かれらは確かに水上で生活を送り,漁 業に従事し,そ れ自身の社会組織と特殊な風俗

を もち,内 婚集団を作 ってはいるが,民 族識別を行なった結果判明 したのは,別 の単

一民族ではなく,や はり漢族の一部を構成するものであった。ただ,か れらは水上で

生活を送っていたので,「水上居民」という呼称もあるのである。 しかるに,客 家と,

この 「螢民」について,中 国以外では,し ば しばそれを 「民族集団」とすることがあ

り,民 族という概念が,国 によって,必 ず しも一致 していないようである"と してい

る。

　確かに,日 本でも客家を特別視 している人 々がいるようである。

　 中嶋嶺雄は,"去 る6月 中～下旬にかけての訪中は,公 的には,中 国の都市行政を

調査するという目的をもち,中 国研究者としての私個人としては,こ の機会に,私 自

身が中国に関 して,な お疑問を残 している問題点,た とえば回民(漢 人化 したイスラ

ム教徒)の 生活動態や客家という特殊なエスニック・グループの今日の中国社会での

位置づけ,冠 婚葬祭とくに葬儀や墓および祖先信仰の実態……をさらに詳 しく知 りた

いという目的をもって訪問 したのである"と 書いている[中 嶋　 1980:172-183]。

　 中嶋のいう 「エスニ ック・グループ」は,客 家を,単 一の民族として,漢 族以外の

民族だといっているのかどうか,こ れだけではよくわか らないが,こ の程度の表現で

も,中 国では,国 外の学者は客家を 「民族集団」視 している,と 思いがちである。

　 ところで,既 述のように,解 放当初ですらいささか混乱のあった客家観に対 して,

なぜ客家は漢族の一部を構成するものだということになったのかを,な んらかの形で

発表 したものがあるかといえば,そ れは寡聞にして知 らない。
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　それはさておき,客 家は,漢 族を構成する一部であるにちがいないとしても,漢 族

は,中 国人口のほとんどを占める民族であり,そ の居住範囲は広域にわたっており,

居住地方が異なると,異 なる文化もあるはずだから,そ の意味での客家研究というも

のが,成 立 しないはずはない。しかし,実 のところは,客 家の山歌などが,民 間歌曲

の研究の一部をなすこと,方 言研究に客家方言が,組 みこまれていること,そ の他ご

く限られた場合のものを除 くと,ト ータルとしての客家文化の研究というものは,ど

うも行なわれていないようである。

　たとえば,中 国社会科学院民族研究所の場合は,研 究対象は少数民族になっている。

「民族」を冠するなら,当 然漢族の研究も含まれてよさそうであるけれども,現 状は

そうなってはいない。これに対して,疑 問を提出したことがあるが,た とえば,中 央

民族学院民族研究所の林耀華の場合は,個 人的意見としては漢族を も対象にすべきだ

といってはいるが,大 勢はそう理解していない 。

　では,漢 族についてはどこで研究するかといえば,言 語的研究,建 築学的研究など,

分野別に異なる所で研究されており,民 族学的研究に近いものとして,し いていうな

らば,そ れは中国社会科学院歴史研究所であることになる。 しか し,歴 史研究所での

研究 というものは,当 然のことながら,民 族学的硬究そのものとはな らない。

　 この辺のところが,や はり,国 外研究者に対して,も うひとつす っきりしない印象

を与えることになっている。

　林耀華の場合は,目 下の緊急を要する民族学の仕事の1つ として,漢 族の研究を挙

げている。 かれによると,"漢 族は中国において主体をなす民族で,全 人口の94%

を占め,か なり豊富な歴史についての記載の蓄積があるけれども,漢 族を1民 族とし

て見た場合は,そ の民族起源の問題 民族形成と発展の問題など,ま だまだ今後の研

究を行なわねばならない分野がある。50年 代においては,漢 族の起源について,討 論

されたことがあったけれども,そ の後は継続されておらず,そ れだけでなく,民 族学

研究の対象と任務からいえば,漢 族に関する研究で,今 日まで展開されたことがない

が,必 要とする項目は,ま だまだ多 くある。たとえば,漢 族居住区における人民の生

活と文化の変化(特 に,解 放後に発生 した急激な変化),家 庭史,民 俗学,お よび,

海外に居住する数千万の華人の歴史と現状の研究などである。欧米の民族学の場合は,

少数民族についての研究だけに限定されていない。たとえば,ソ 連科学アカデ ミー民

族学研究所では,ロ シア人の研究に従事するメンバーの数が最も多く,研 究範囲もま

た広い。だから,わ れわれは,こ ういう面に注目すべきである"と いっている[林 耀

S…　 1981:48-55]0
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　したがって,客 家に限らないが,漢 族すべてに共通する文化以外にある,異 なる地

方文化を背負 うであろう漢族内の諸グループに対しても,い ずれ研究することになっ

て くると思われる。

　だが,そ れは,林 耀草のような問題の提起があったとしても,残 念ながらそう早急

に行なわれはしない,と も思われる。というのは,中 国は,表1に 示すごとく,現 在

公認されている民族だけでも,56の 多数を数えることが1つ の理由である。もうユつ

は,民 族識別の研究が,ま だ継続中であり,そ の対象となっている 「○○人」と呼称

されている集団が,表2に 示すごとく,や はり多数を数えることである。これらの集

団は,今 後の研究によって,あ るいは新たな単一民族として公認される可能性 もある

が,あ るいは現在公認されている民族のどれかに帰属される可能性もあるのである。

さらにもう1つ は,こ の公認されている少数民族と,民 族識別を行なわなければなら

ない集団を対象として,研 究を行なうメンバーなのであるが,「 四人組」による後遺

症は,消 滅させるにはまだかなり時間を要するようであり,質 の点でも,量 の点でも,

まだ不足しているか らである。この方面の研究を行なう上で,最 も中心的な存在とさ

れている中国社会科学院民族研究所の場合を見ると,「 四人組」粉砕後,中 央民族学

院のキャンパス内で,そ の建物の1つ を借用 した形で復活 したのであるが,現 在その

研究員のすべて(約200人)が 出てきたとすると,坐 わる余地がなく,ほ とんどは自

宅研修の形で研究させ られているのである。 したがって,そ の研究の範囲を広げるま

でには,ま だまだ時間がかかるように思われるのである。

　 さて,次 は,唐 突であるようだが,表2の 中に含まれている 「穿青人」をとり上げ

たい。というのは,こ の穿青人についての知見を,客 家のそれと対比させれば,客 家

の性格が,よ り鮮明になるかと思われるからである。

　穿青人については,費 孝通の論文[費 孝通　1980:147-162]に よるとする。

　穿青人は,1950年 の費孝通ほかの調査によれば,言 語や生活様式の点では,漢 族と

基本的には変わ らないのに,漢 族か ら蔑視されており,し たが って,漢 族と認定され

るのを欲せず,少 数民族としての待遇を要求 していた。そのため,こ の貴州省西北部

で,約20万 の人ロをもつ穿青人に対 して,1955年,実 地調査が行なわれることになっ

た。

　 調査によると,か れらは,過 去においては 「老輩子話」(古 いことば)と 称されて

いる当地の漢族と異なる言語を用いていた。また,自 らの集居する村々があり,他 の

漢族とは,信 仰,風 俗習慣の点で異なっていた。たとえば,婦 人の服飾,髪 型に特徴

があり,纒 足をせず,花 嫁は輪に乗らない。そのため,当 地の漢族は,か れらを 「穿
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漢　 語　 名

1.

2。

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11。

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

20.

21.

22.

23.

24.

25.

26.

27.

28.

29.

30.

31.

32.

33.

34.

35.

36.

37.

38.

39.

40.

41.

42.

蒙古

回

蔵

維吾爾

苗

舞

壮

布依

朝鮮

満

個

白

土家

恰尼

恰薩克

榛

黎

傑{粟

侃

雷

高山

拉砧

水

東郷

納西

景頗

桐爾克孜

土

達斡爾

仏老

布朗

撤拉

毛難

佗倦

錫伯

阿昌

普米

塔吉克

怒

烏孜別克
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表1　 中国の諸民族 とその主な分布地

ローマ字表記

Mongolia 
Hui 

Tibetan 

Uighur 

Miao 
Yi 

Chuang 

Pyui 

Korean 

Manchu 
Tung 

Yao 

Pai 

Tuchia 
Hani 

Kazakh 

Tai 

Li 
Lisu 

Wa 

She 

Kaoshan 
Lahu 

Shui 

Tunghsiang 

Nahsi 

Chingpo 
Khalkhas 

Tu 

Tahur 
Mulao 

Chiang 

Pulang 

Sala 
Maonan 

Kelao 

Sibo 

Achang 

Pumi 
Tajik 

Nu 

 Uzbek

日　本 語 名

モ ンコ ル

回

チ ベ ッ ト

ウ イグ ル

ミャ オ

イ

チ ワ ン

ブ イ

朝 鮮

満 州

トン

ヤ オ

ペ ー

トゥチ ャ

ノ、ニ

カ ザ フ

タイ(ダ イ)

リー

リス

ワ

シ ョオ

高 砂

ラ フ

スイ

トン シ ャ ン

ナ シ

チ ンポ ー

キル ギ ス

トゥー

ダ フー ル

ム ー ラオ

チ ャ ン
む　　　　　

フ ー フ ン

サ ラー ル

マ オナ ン

コ ー ラオ

シボ

ア チ ャ ン

プ ミ

タ ジ ク

ヌ ー

ウズ ベ ク

主　な　分 布　地

内蒙古

寧夏 ・全国

西蔵 ・青海

新彊

貴州・湖南

四川 ・雲南

広西 ・雲南

貴州

東北

東北・北京

貴州・湖南・広西の境

広西・広東

雲南

湖南・湖北

雲南

新彊

雲南

海南島

雲南

雲南

福建 ・漸江

台湾

雲南

貴州

甘粛

雲南

雲南

新彊

青海

内蒙古

広西

四川

雲南

青海

広西

貴州

新彊 ・東北

雲南

雲南

新彊

雲南

新彊
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漢　 語　 名 ローマ字表記 日　本 語　名 主　な　分 布　地

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

俄羅斯

蔀温克

崩竜

保安

裕固

京

塔 爾々

独竜

都倫春

赫哲

門巴

路巴

基諾

漢

Russian

Owenke

Penglung

Paoan

Yuku

Ching

Tartar

Tulung

Olunchun

Hoche

Monba

Lopa

Jinuo
Han

オ ロス(ロ シア)

エ ヴ ェ ンキ

パ ラウ ン

ボ ウナ ン

ユ ー グ

キ ン

タタ ール

トール ン

オ ロチ ョン

ポ ジェ ン

メ ンパ

ロ ツノぐ

チ ィノ ー(ジ ノ ー)

漢

新彊

内蒙古

雲南

甘粛

甘粛

広西

新彊

雲南

内蒙古

黒竜江

西蔵

西蔵

雲南

全国

注:(1)主 な分布地の 「東北」は,「 東北地区」の略,東 北地区とは,黒 竜江 ・吉林 ・遼寧の

　　　　三省を含む地方をいう。

　　②　17番 の 「榛」の 日本語名のダイは,一 般 に用いていない。ただ,中 国では タイ国の タ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 タイ　　　　　　　　　　　　　　　　ダイ

　　　　イ族と本来は同一民族であって も,タ イ国のは 「泰」族,中 国のは 「榛」族 と して区

　　　　別 しているので,参 考のために記 した。

　　(3)30番 の 「達斡爾」族,44番 の 「郭温克」族,51番 の 「都倫春」族 の主 な分布地 は,従

　　　　来の文献(た とえば,村 松マ弥著 『中国の少数民族』,毎 日新聞社 など)で は黒竜江

　　　　省 となっているが,1979年7月1日 か ら,内 蒙古 自治区の範囲が,1969年7月 以前の

　　　　範 囲にもどることにな ったので,「内蒙古」 と してある。

　　(4)55番 の 「基諾」族の 日本語名は,普 通話(日 本人のい う中国語,正 確 には漢語 の共通

　　　　語)音 によれば 「チィノー」あるいは 「ジノー」 にな る。1979年6月1日 の中国通信

　　　　による朝 日新聞の記事では,「 ジノー」族 となっていたが,日 本での呼称につ いての

　　　　専門学者の意見 はまだ統一 されていないので,こ こでは,「 チィノー」 と 「ジノー」

　　　　の両方 を記 した。た とえば,48番 の 「京」族 の場合は,普 通話音によれば 「チ ン」 と

　　　　な るが,日 本では,ベ トナム系のかれ らの音 で 「キン」(Kinh)と いうのをとってい

　　　　 る。 このよ うにす るのが妥 当だとすれば,「基諾」族の雲南での音によって,「 キノー」

　　　　 とすることもよいだ ろう。

表2　 「民族識別」未完了の集団

チベ ット自治区

雲 南 省

四　　川　　省

僚 人,夏 爾 巴 人

苦聰人,本 人,空 格人,山 達人,鮮 刀人,阿 克人,未 老人,

八 甲人,砂 芒人,盆 満人(自 称 「克木」),香 堂人

達布人(現 在 は白馬 「蔵族」 と呼ばれてい る),拍 味人,納

日人,嘉 戎人(現 在は嘉戎 「蔵族」と呼ばれている)

広 東 省 陣 臥 舗 島の「醐

貴　　州　　省
俸兜人(自 称 「父摩」),穿 青人(現 在 は 「漢族」 と呼ばれて

い る),木 老人,東 家人,西 家人,藥 家人,南 京人
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青」と称し,か れ らは,当 地の漢族を 「穿藍」と称していたのである。そして,解 放

以前は,こ の 「青」 と 「藍」とが対立しており,「 青」が蔑視 されていた。 解放後,

民族の種別を登記 させたが,穿 藍のほうは,す べて漢族と記したが,穿 青は,そ うす

ると損であるとして,漢 族 として登記するのをいやがった。

　というのは,少 数民族だと承認されれば,政 府か らの優遇が得られるし,再 び穿藍

から侮辱されることもない,と 思 ったか らである。しかし,当 地の各少数民族は,か

れらを穿青と称せず,漢 族ということばの前に形容詞を付けたことばを用いていた。

その少数民族語を漢語になおすと,そ れは 「窮漢人」(貧 しい漢人)と か,「当里民的

漢人」(田 舎の漢人)と かの意味になる。

　 とにかく,は じめてかれらに接した場合ぽ,そ の言語,地 域,経 済,生 活,心 情な

どの特性は,す べてそれ自身が単一の民族を構成するのを支持する条件となり得るか

のように印象づけられる。しかし,民 族識別の研究を,ま ず言語面から始めたが,か

れ らのすべては,当 時の貴州で話されている漢語方言(官 話方言中の西南方言,さ ら

に細か くいえば,そ の中の川貴語のこと)を 話 しており,少 数だけが 「老輩子話」を

話せた。 また,「 老輩子話」を分析すると,そ れはやはり完全な漢語であり,他 の民

族語の痕跡は,全 く含まれていなかった。しかし,そ れは,貴 州で話されている漢語

方言 とは区別されるものであった。それは,貴 州の漢語方言か ら変化 したものでなく,

過去において,江 西省,湖 北省,湖 南省一帯で話されていた漢語に淵源のあるもので

あった。

　 かれらは,他 の地方か ら当地に移った当初か ら,そ の種の方言を用いており,5,60

年前になって,や っと現在の貴州の漢語方言を普遍的に用いるようになったようであ

る。もちろん,言 語の分析だけによって,穿 青人を漢族と決定するわけにはいかない。

というのは,漢 語を使用するものは,漢 族に限らないか らである。しかしながら,言

語による分析から,か れ らの来歴に関する糸口が発見されたのである。過去において,

かれらが貴州省以東の諸隣省から,貴 州省に移入 したということは,地 方志,穿 青人

の家譜,墓 地の碑文,文 物上の記録,民 間伝説などの情報と,符 合するものであった。

　 さらにその歴史について追及すると,明 初(1381年),朱 元璋が軍を派遣 して,元

の雲南における残存勢力を掃討しようとしたとき,そ の軍は貴州を経由している。そ

の後,貴 州においては,多 くの拠点が作 られており,屯 田兵 も置かれている。それ以

来,他 地方からの貴州への移民が増加したが,そ の一部に,江 西省方面か ら,軍 に強

制され,軍 にしたがった漢族があった。かれ らは,そ れ自身の出身地の特性を具備す

る移民集団をなし,現 在の貴州省清鎮県一帯に集居 した。そこは,当 時,イ 族の集居
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する水西地区の辺縁部に相当し,漢 族勢力の最前線となっていた。

　軍にしたがったものは,明 代においては,「民家」(前 述の白族の旧称の 「民家」の

ことではない)と 称され,軍 籍のある 「軍家」と区別されていた。軍家には土地が分

配されたが,民 家は,イ 族から土地を借用せざるを得ず,そ の小作人となって搾取さ

れていた。したがって,民 家の身分は一段低いとされていた。しかし,か れ らは,漢

族軍隊の近 くに位置しており,イ 族勢力の中で,そ のまま埋没してしまうということ

はなか った。つまり,イ 族に比べて,自 らの経済,文 化などがより先進的だと思われ

ていたため,イ 族に同化するのでなく,そ の本来の民族的特性を保持することができ

たのであった。

　明末に至ると,イ 族の土司勢力が弱 くなり,か れらは,さ らに水西地区の中心部に

進出する。現在の織金県,納 雍県一帯への進出なのである。そして,清 初の 「改土帰

流」(少 数民族の土官を改めて,一 般 の州道府を建てること)が 行なわれてからは,

漢族が,こ の地方の政治的統治権を掌握することになり,一 層多 くのものが移入 して,

漢族移民の集居地区が形成されたのである。

　 この移民たちと,ほ ぼ同じ頃かやや遅れて,別 系統の漢族が,や はり続々移入する。

あるものは官吏として,あ るものは商人としてやってきたので,そ の人たちは,城 市

(町)の ほうに定住 した。という次第で,2つ の経路を異にする漢族が,そ れぞれ異

なる地点に居を定めた ことになる。早期に移入 したほうが,そ の後穿青と称され,遅

れて移入 したのが,穿 藍と称されるようになったのである。後者は,城 市で政治的,

経済的に優位に立ち,イ 族の小作であり,田 舎ずまいである前者を,穿 青人と蔑視す

るようになった。その優劣の関係は,解 放に至るまで維持されたため,局 地的である

が,し ばしば大小規模の異なる 「械闘」(武 力闘争)が 生 じていた。 それにもかかわ

らず,こ の地方の経済の発展,お よび,国 内市場の形成による地区間関係の緊密化に

よって,穿 青人の生活 も変貌せざるを得な くなってきた。つまり,他 の漢族との交渉

をいやでも行なわねばならなくなったので,そ の伝統的な特性は,逐 次消失するに至

ったのである。

　 5,60年 前あたりか ら,そ の言語,服 飾,風 俗などが,他 の漢族と異ならなくなっ

たのであるが,そ れは,特 に交通の便のよい所,つ まり,互 いの集居地の辺縁部にお

いては,境 界は曖昧になるか,消 失 したのである。ただ,集 居地の中心部,特 に辺鄙

な山地に住む穿青人の場合は,政 治的,経 済的格差が著 しく,依 然として蔑視の対象

になっていた。

　 というわけで,穿 青人は,少 数民族ではないとされた。穿青,穿 藍間の矛盾 は,漢
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族内部の地方差に基づ く,特 定の歴史的条件によって生じた矛盾にすぎず,こ の種の

矛盾は,漢 族が,現 代的民族として発展していく過程において,逐 次消滅するものな

のである。ただ,こ れまでのいきさつがあったので,穿 青人には,政 治的,経 済的に

適当な優遇策をとり,穿 藍との格差が,一 層早 く縮小できるよう提案されることにな

った。

　 このように,費 孝通などにより,漢 族であると認定された穿青人であったが,こ の

穿青人が,こ こ数年来,再 び単一民族 として認めてもらいたいと要求するようになっ

た。

　前述の民族識別の研究は,こ のような再識別を要求するものに対して も,不 問にす

るわけにはいかないので,漢 族を1民 族として多方面か ら研究を行なうということは,

さらに実行がむずか しいといえよう。

　 さて,こ の穿青人の場合と対比させれば,客 家の性格がより鮮明になるといったが,

客家の場合は,前 述のように,解 放当初は,自 らを少数民族だと思いこみ,デ モのと

き,少 数民族の隊列にまぎれこんでいたのもあったが,今 日の客家は,中 国々内め客

家であろうと,国 外の客家であろうと,筆 者の知る限りでは,だ れもが自らを漢族以

外のなにものでもないとしているのである。

　 したが って,客 家自身が,民 族識別を望むのでない限り,客 家に対する民族識別の

研究というものはあり得ないのである。

　 というわけで,「客家とは何か」についての研究は,も ちろんあり得るが,そ れは,

客家を漢族以外の単一民族であることを証明 しようとする研究などではないというこ

とになる。 それでは,「 客家とは何か」についてのあり得る研究とは何か,と いうこ

とになるが,そ れは,客 家が漢族を構成する一部だとしても,漢 族内部には,ど この

漢族にも共通する文化というものが一方にあって も,そ れか らはみ出す各地方独特の

文化というのもあるのだから,そ ういう意味での研究があり得るのである。

　 ところで,漢 族自体の形成史 というものがまだ十分研究されていないだけでなく,

その一部を構成する客家の形成史も,こ れまで研究がなかったわけではないが,き わ

めてすっきりしているわけでもない。だから,ひ きつづき,客 家の形成史を研究する

とか,客 家という呼称がどの時期に確立したのかなどの研究 も,十 分検討されなくて

はならないが,本 稿は,そ のすべてをあつかうまでには至 っていないので,「客家と

は何か」を客家文化の面でとらえようとするだけである。しかも,そ の客家文化に関

しては,物 質文化を中心に考察を加えようとするだけである。しかし,そ うはいって

も,物 質文化だけをとらえるということではない。物質文化の性格を明らかにするた
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めには,そ れと関連する文化を不問にするわけにはいかないからである。

　そのため,次 においては,こ れまでの客家研究の概略を記 し,批 判すべきは批判 し

て,考 察のための材料としたい。

ll.客 家研究の概 略

　本稿は,「客家研究史」そのものを対象とするものではない。 したがって,客 家研

究に関す る文献を,多 ければ多いほどよいとして,無 意味に羅列することはしない。

必要最小限の文献だけを引き,そ の内容の概略を記すだけにとどめる。

　まず,中 川 学の論文を引用するが,逐 語的に引用する所 も出て くるが,引 用のす

べてがそうなるとは限らないことを,あ らかじめことわってお く。

　中川によれば,"今 日的意味に近い客家の研究は,19世 紀の広州の開港と香港の割

譲後,欧 米人によって始まっている。

　1856年 から1860年 までは,ア ロー号戦争のたたかわれた時期にあたる。英仏連合軍

の武力侵略に対 して,ま ず広東の中国人が必死の抵抗に決起 したまさにその時期に,

中国人どうしが,土 客対立のあげく,械 闘という全面衝突に追い込まれていたのであ

る。つまり,1856年 か ら1867年までの12年間にわたって,広 東土着の漢族と,客 家と

称する漢族とが,双 方で50万 人をこえる死傷者をだす械闘を行なったのを,欧 米人が

奇異に感 じて,客 家に対する研究が行なわれたのである。

　土着民と客家の差異について,1868年,W.　 F.　Mayersが 報告をまとめたが,そ の

後,E・J・Eitel,　 ch.　Petonな どが,客 家に関する報告をまとめている。 また,　G.

Compbellは,客 家居住の中心地である梅県を現地調査し,客 家方言は,「零方言」

(広東方言)と 異なる,中 原の古音をとどめる方言だと発表 した。中原というのは,

黄河の中,下 流域のことで,漢 族の発祥地とされている所である。

　かれは,客 家を 「純粋に中国人の血統を伝える世族」であるとした。当時の漢族土

着民は,客 家はヤオ族などとの雑種であるというような見方を もっていたが,そ れに

対して,客 家は雑種などでなく,純 血の漢族であり,少 数民族より優秀なばかりか,

土着の漢族より,由 緒のある中原王朝の後齎だとしているのである。

　 これによって,以 後につづ く研究者の多くは,客 家の中原古音を保存 していること

の確認への努力がなされ,1910年 頃までに,早 くも客家語一英語,客 家語一仏語の辞

典が編纂 されている。

　 このG・Compbellの 見解は,漢 族の少数民族蔑視を助長するだけでなく,一 方で
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は,客 家のインテ リ層の自尊心をくすぐり,い わゆる客家ナショナリズムを助長する

ことになる"と いう[中 川　 1974b:59-86]。 か くて,中 川のいう 「客家ナショナリ

ズム」というか,「 客家精神」というか,と にかくこの見解によって,客 家は,漢 族

の中でも,特 に正統的なものであるという観点が,導 きだされることになった。

　中川の客家研究は,次 のように,当 初の欧米人による客家研究の本質を批判するこ

とによって,始 められているが,こ れは,ま さに当を得ていると思われる。その部分

の全文は,"中 国への侵略者としてあらわれたこの時代のヨーロッパ人は,太 平天国

革命運動の鎮圧に全力を傾注 したあと,そ の運動の中心勢力でしか も敗北者となった

客家が,天 国滅亡後の広東において本地人と殺 しあいの泥沼へのめりこんでい くのを,

じっと見つめていた。ことによると打って一丸となって自分達に反抗 して くるかもし

れない脅威を,ア ロー号戦争で痛感した侵略者たちは,後 半戦にはいって,土 客の対

立に利ありと見,す でに挫折へと追いこまれた客家を 「純血の漢民族」と賞揚するこ

とによって,土 客械闘を土客融合へと誘導 し,中 国人の一体に団結す る反抗力を弱め

つつ,し かも,漢 民族 と少数山地民族との反目感情を客家即純血漢民族説によって激

化せ しめ,侵 略の対象のエネルギーを四分五裂させていった。その最前線に立 って,

賞讃の笑顔を満面にたたえつつ,実 は血も涙 もない植民地支配のイデオロギー情況を

構築 していったもの,そ れこそ前世紀後半から今世紀初頭にかけての欧米人による客

家研究なるものの歴史的本質なのであった。その本質を直視 しないことによって,羅

香林氏をはじめとする多くの中国人客家研究者は,結 局,自 らを苦 しめることにな っ

たのではないか。その本質を直視 し,直 言しないことによって,羅 氏のそれ じたいと

しては労作であるにちがいない客家研究の誤訳に満ちた邦訳のほかに何ひとつ見るべ

き客家研究をな し得ずにきた日本人 「東洋史」ないし 「中国史」研究者は,結 局,自

らをはずかしめ,中 国人民に惨苦を強いてきたのではなか ったか。私の客家研究は,

この漸憶にはじまる"[中 川　1974b:59-86]と なっている。

　次は,こ こに出現 した羅香林氏について紹介する。

　羅香林は,興 寧県出身の客家である。清華大学歴史系を卒業。国立中山大学を経て,

香港大学の教授 となり,香 港珠海書院中国文史研究所々長となる。1978年,72歳 で逝

去する。『客家研究導論』,『客家史料涯篇』,『中国族譜研究』などの著書がある。

　羅香林の著書の中で,最 も有名なのは 『客家研究導論』であろう。客家研究を行な

うものにとっては,こ れを入門の手引きにすることが常識となっている。

　 その原著は,1933年,興 寧県で騰写印刷によって刊行された。その後,1939年 に,

東南アジァの華僑において,客 家系の本部とされるシンガポールの南洋客属総会によ
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って再版されたが,1942年,そ れに基づく日本語訳が,台 北で出版された。この翻訳

が,中 川のいう 「誤訳に満ちた邦訳」なのである。この翻訳は,誤 訳だけでな く,客

家による反日運動に関する部分の削除もあるのである。今 日,日 本で入手される活字

の復刻版は,1975年,台 北の古亭書屋による刊行のものである。

　さて,こ の羅香林に対しての評価は,先 の中川の引用文にも少し出ていたが,中 川

の一層明確な羅香林に対す る評価は,そ の後の論文に詳 しく出て くる。それには,あ

とで触れるが,こ こでは,そ の前に中川の先の論文より前に発表された論文について,

まず引用しておきたい。

　中川は,"日 本語で出版されている歴史事典や辞典のうち,「客家」の項 目をたてて

いて参考文献を明示 しているものは,概 して羅香林氏の研究に依拠している。それは

それで論拠がはっきりしているか ら,『 客家研究導論』 をはじめとする羅氏の見解を

検討するばあい,必 要な議論をすればよい。ここでは,出 版部数め多い事典類で,論

拠の明示されていないものから……"[中 川　 1973:65-79]と して,小 学館の 『世界

原色百科辞典』第4巻[1970]と,諸 橋轍次の 『大漢和辞典』巻3[1956,大 修館書

店]の 「客家」についての項目を問題にしている。

　前者の解説は,無 署名のものであるが,問 題にされている個所は 「北方出身の漢民

族が広東 ・広西の原住少数民族 ミャオ族 ・ヤオ族と混血したものとみられる」という

表現。後者は,同 じく 「もと山西 ・河南の北支那人で,西 晋末の北方異族の侵入以後,

黄巣の乱等を避けて漸次南遷し,両 広地方の猫 ・撞等と混血 したものの子孫であらう

といふ」という表現。中川は,こ れに対 して"こ のような発想構造における 「漢族」

対 「異族」の民族観は,純 血 ・混血を人種差別的に問題にする レイ『シズムRacism,

Racialismの 発想である","こ れこそ,羅 香林氏はじめ客家出身者が対決 しつづけて

きた,客 家蔑視そのものなのである"と 批判する[中 川　 1973:65-79]。

　 中川は,ひ きつづき,他 のいくつかの日本語文献を列挙して,批 判をつづける。次

の諸文献 と,傍 線部が問題にされている。

　 1.　呉濁流 『夜明け前の台湾　　植民地からの告発一 呉濁流選集(1)』 社会思想

社,1972年 に付けられた飯倉照平の注記:「 もと黄河流域に住んでいたが,の ちに南

下 して福建,江 西,広 東三省の交界地域を中心に住みついた漢民族の一部の呼称で,

移住者の意を持つ語と解釈されている。」

　 2.　武田泰淳 『秋風秋雨人を愁殺す一 秋瑛女士伝一 』筑摩書房,1968年 の1節:
　 　 　 よそもの

「彼らは客民であるから,」

　 3.　可児弘明 『香港の水上居民一 中国社会史の断面　　』岩波新書,1970年 の1
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部:「"蟹 民"に た い す る人 び との平 均 的 な 意識 を 端 的 に あ らわす もの に,"香 港 三 家"
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ごろつき

(蛋 家,客 家,携 家)と い う こ とばが あ る。"螢 家"や 客 家 は,携 家 の仲 間 と して位 置

づ け られ て い るの で あ って,見 識 と理解 を も って"蛋 民"を 考 え た もの は稀 で あ る。」

　 4.彰 濟 著,山 本 秀 夫 訳 『近 代 中 国農 民 革 命 の源 流　 　 海 豊 にお け る農 民 運 動 一 ・』

ア ジ ア経 済 研究 所 シ リー ズ 「ア ジア を 見 る眼 」,1969年 の解 題 の 付 記:「 なお 校 正 の段

階 で,本 文 にで て くる特 殊 な こ とば,た とえ ば"客 家"な ど …… 」

　 以 上4例 に 対 して,中 川 は,次 の よ う に批判 して い る。

　 "客 家 の形 成 過 程 に関 す る諸 問題 の うち,も っ と も基 本 的 な こ とが らは,「 客 家 」 と

い う呼 称 が いつ ど の よ うに形 成 され て きた のか,そ して ま た,客 家 じ しん が 客 家 と自

称 す る よ うにな って くるの は,い つ どの よ うに して で あ った の か,と い う問 題 で あ る

よ うに お もわ れ て くる。 そ この と こ ろが 明確 で な い ま まに 「客 家 」 の イ メ ー ジを 描 き

だ そ うとす る と,移 住 者 の意 味 を もつ語(飯 倉 氏)が,な ぜ,こ とさ らに,「 香 港三

家 」 な ど と い う蔑 称 の ひ とつ と して 「客 家」 と よば れ,「 ハ ッカ」 と発 音 さ れ る のか～

そ の意 味が ぼ や けて しま う。 そ この と こ ろが あ い ま いに な ると,た と えば,可 児 弘 明

氏 の よ うに,「 蟹 家 」 「蟹 民」 に つ い て は,そ の 用 語 の 差別 的本 質 に敏 感 に気 付 い て
　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 ごろつき

「水 上 居 民」 と表 現 しな が ら も,「 客 家」 に つ いて は,〈 「螢 家 」 や 客 家 は,携 家 の 仲 間

と して位 置づ け られ て い る〉 と書 くこ とに よ って,客 家 と携 家 に た いす る差 別 観 を放

置 して しま う。携 家 を わ ざ わ ざ 「ご ろつ き」 とよ ませ る こ とに よ って,日 本 に お け る

価 値 判 断 のふ くま れ た 歴史 的差 別 用 語 を,中 国史 の なか へ もち こんで しま って い る。

この こと は,武 田泰 淳 氏 が,「 客 民 」 を 「よそ もの 」 と よま せ 「乱 暴 者 」 等 とい い か

え て い る意 識 につ い て も,問 いた だ され な くて は な らな い。 さ らに,山 本 秀 夫 氏 が

「客 家 」 を 「特殊 な ことば 」 とみ な して い る点,氏 じ しん の客 家 観 と,学 界 情 況 とを,

は っ き りつ き合 わ せ て 検 討 す る必 要 を 感 じ させ る"と して い る[中 川　 1973:65-79]。

　 な お,中 川 は同 論 文 で,"閲 ・零 ・鞍 三 省,つ ま り,福 建 ・広東 ・江 西 の三 省 の 交

接 す る と ころ の三 角 地 帯 の10世 紀 に お け る民 衆 の抵 抗 力 が 発 展 す るか らこ そ,四 囲 の

諸 権 力 体 制 か ら圧 迫 され,そ の た め に蔑 視 工 作 も着 手 され る よ うに な る,と い う展 望

を も って,「 客 家 」 な る語 の形 成 過 程 を トレー ス して みた い"と い い,さ らに,こ の

よ うな 視 角 か ら,"蔑 称 と して の 「客 家 」 の成 立 事 情,な らび に,抵 抗 力を つ よめ た

民 衆 が,そ の他 律 的 呼 称 を 逆手 に と って,逆 の 意味 づ けを し,自 己解 放 の た め の 積 極

的 称 号 に して ゆ くで あ ろ う過 程,い いか え れ ば,客 家 の 自律 的 形 成過 程 を見 と おす こ

とが 可能 とな る に ちが い な い"[中 川　 1973:65-79]と い って い るが,こ こ まで 読 む

と,中 川 が前 半 で や や 神 経 質 す ぎ る ほ ど,諸 文献 の細 か い点 ま で 指摘 して 批 判 した,
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その真意がよくわかる。

　つまり,中 川は,羅 香林をはじめとする客家出身者が対決してきた客家蔑視,そ れ

と無縁でない諸文献を批判して,一 方では,こ れら客家の知識層が,援 軍を得たとす

るようなところが示 されており,そ れはそれで全 く正 しいのであるが,も う一方では,

客家の知識層が,蔑 視に対する反論において,そ の論理構造が,し ばしば同 じレイシ

ズムの裏返 しにとどまる場合があるのを,こ れまた批判 していたのである。

　後者の点が一層鮮明になるのは,先 にも触れたように,中 川のもう1つ の論文であ

るので,そ れを見てみよう。

　中川 は,羅 香林の客家史研究をつらぬく歴史意識の内実を,結 論から先にい えば

として,"客 家は中華の文化伝統の精華であって,古 代中原の中華思想による国家統

治の正統を継承するものであることの自己確認が課題となっているので ある"[中 川

1977:68-81]と している。また,そ れにつづ く部分は,は なはだ重要な指摘だと思

われるので,原 文をそのまま引用する。

　 "客家の形成史を,そ の北から南への移住の過程を段階づけて説明する研究の,根

本的な動機づけは,結 局,客 家の源流が古代中原の王朝の支え手に発していることの

証明に他ならなか った。

　 したがって,客 家 自身による客家史研究はそのアイデ ンテ ィテ ィーの確認作業に帰

着するのであり,数 多 くの客家姓氏の源流を調べる労作も,大 祖先を周から晋までの

古代王朝の王室ないし官人のなかに突き止めて初めて意味をもつものとなっていたの

である。

　大祖先から今日の自分にいたるまで,血 の流れを証明するためには,煩 雑な族譜研

究も我がものと思えば軽 し笠の雪,禁 欲的な作業にあたいするものであった。血の流

れ,と いう表現は,と もすれば人種主義的な排外性を連想させるから,適 当ではない

との意見もあり得るであろう。 しかし,羅 香林氏の客家研究,そ の一環としての中国

族譜研究を読むかぎりにおいては,単 なる文化価値としての中華的秩序にとどまらず,

もっと具象的な漢人の血の流れが問題とされていることを否定 し得ないのである。

　 客家が,華 南の山間地帯にひとときの安堵を見出すとき,そ の地域に住む非漢人諸

族とどのような関係にあったのか,お 互いに婚姻関係で結ばれたのかどうか,と いう

ことが問われるよりも,も っと熱心に,客 家は漢人そのものであることの証明が優先

されている。

　 そのような連綿たる伝統を 「愛国保族の思想」という表現で描 くとき,こ の表現の

なかに羅氏の歴史意識が凝縮されているのではないだろうか。国を愛するのみならず,
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族を保つことが重視されている。族は,族 譜において父系的な血の流れとして把握 さ

れている。その流れを汲むものが自覚をもって国を愛するのである。国を愛し,敵 を

撃つ。敵は夷狭としてとらえ られる。客家の集団的自覚は宋朝支配期に成立した,と

見る羅氏によれば,宋 の正統を脅かす夷狭 こそ客家の敵なのであって,宋 の南遷に従

って,力 尽き,臨 安が陥落 してからも,勤 王抗敵の忠義に生きて,宋 帝を擁し遺民と

称 し,元 の支配のおわるまで終生仕官 しなか った客家徐氏の族譜記載を,羅 氏は熱情

こめて書きのこしている。意に反 して元に王朝を纂奪された後,客 家出身の学生は大

多数が科挙の試験に応ぜず,ま た,元 による宋史編修にも一切協力せず,あ くまでも

抵抗したことを羅氏は力説する。同 じように,清 という夷独の支配を拒否して仕官 し

なかった明朝の遺臣群像を描いて,客 家がその中核となったこと,あ るいは臣とす ら

いえない書生の義士までもが,復 明抗清に決起 したことを羅氏は特筆して見せる。す

なわち,客 家の書生たちは,明 朝王室の深恩をまだ受けていないにもかかわらず,父

祖伝来の忠義心をもって明朝を守ろうとし,そ の抵抗によって自らの正統性を保とう

としたのである。

　その結果,元 や清の支配下において編纂された正史には,客 家の記事が残されず,

客家の正統性とは別の意味の正統性を主張する元 ・清側の正史から,客 家は黙殺され

てしまう。だから,羅 氏は,民 間伝説や地方志の記事の中か ら客家の歴史像を再構成

しようとする。それとても,清 の支配の確立とともに困難となり,つ いに非合法的な

地下活動の組織化がもとめられ,反 清復明を目ざす明末遺老たちを中心に結成された

秘密結社,三 合会(天 地会)を 客家は支持し発展させる。羅香林氏によれば,興 寧の

天地会秘密文献は客家語を多 く使用 しているという。このようにして結成された秘密

結社は血盟による義兄弟関係を絆として,客 家の居住地全域へ拡大 していくのであっ

た。そしてこの流れのなかに,清 末,洪 秀全の上帝会が加わってきて,太 平天国運動

へと盛りあがっていく。

　羅香林氏のこのような叙述を支える歴史意識は,古 代中原王朝以来の正統をつぐ客

家,と いう客家的正統論に他ならない。そこにおいては,歴 史事象は正統論の正当化

のために編成 され動員される。あたかも,J・H.　 Plumb,　 The　 Death　 of　the　Past,

1969,London(ジ ョン・ハロル ド・プラム著,鈴 木利章訳 『過去の終焉一一現代歴

史への提言　　』法律文化社,1975)が 指摘 したように,現 在の正当化のために過去
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヒストリ　　　　　　　　　　　　　　パ　スト

を動員する正史が,批 判的検討を経た歴史学ではな くまさに過去であるのと同じ意味
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 バ　スト
で,羅 香林氏によって代表される客家研究は,過 去的認識なのであ った。

　そのことは,次 に見る客家語研究の分野でも傍証されるであろう。羅氏にとって,
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客家の正統性を証明するためには,客 家語が中原の古代中国語を現代にいたるまで保

守していることを解き明かす必要があった。一見,成 立 しそうに思われるその仮説は,

しか し,最近の言語学研究による批判的検討のまえに留保を余儀なくさせ られている"

[中川　1977:68-81]と 。

　さて,中 川のこの論文は,こ れにつづ く部分において,客 家語についての研究概況

をまとめている。

　それは,橋 本萬太郎の諸業績に基づくのが主体になっているが,要 約するとこうな

る。"華南の先住民である広東人や福建人の生活圏内に,後 世,遅 れて移住 してきた

とされる客家が,先 住の本地人との対抗関係に耐えて,文 化的 ・言語的統一を しっか

り持続 し,現 代においてさえ,環 境の激化にもかかわ らず,客 家としての自覚と客家

語の独自性を維持 していることは,驚 くばかりである。自ら客家語を,周 囲の諸方言,

とりわけ広東語や福建語か ら,強 い影響を受けながらも,総 体としてみるならば,古

代か らの北方中国語の音韻学的特徴と多くの一致を保って持続 していることは,確 か

に珍 しいことと言わねばならない。その意味で,中 国語の音韻学 ・語彙 ・文法の通時

的な比較研究にとって,客 家語が貴重な素材を提供していることは,疑 うべ くもない。

にもかかわらず,従 来,客 家語を他の諸方言と体系的かつ共時的に比較研究すること

は,ほ とんどかえりみられず,客 家方言そのものの特質を解明するために,当 然なさ

れるべ くしてなされなかったこと,残 された課題が,き わめて多い,と いうのが実情

のようである。

　かえりみれば,羅 香林が,客 家の中原起源説を体系づけるにあたって援用された言

語学的証拠というものも,現 代的水準か らみるなら,問 題がないわけではない。

　四川客家語を考えるとき,話 し手である四川の客家が,祖 先をさかのぼれば広東省

五華県出身だと信 じられているにもかかわ らず,五 華県を含む広義の梅県客家語 と,

四川客家語とは,音 韻体系に関する限り,全 く異質なものなのである。このような事

実が明らかになって くると,客 家語を中原の古代中国語と比較 して,そ の連続性を強

調する議論に先立 って,そ もそも客家語 とは何であるのかを,そのサブタイプの詳細な

検討によって把握する必要が生 じてきているといわねばならない"と している[中 川

1977:68_-81]。

　 この客家語に関する,解 放後の中国における成果は,た とえば,何 燗,李 映川,李

作南,何 臥豊などのものがある[何 畑　 1958:73-85;李 映川　 1958:85-87;李 作南

1958:87-90;何 歌豊　1958:90-91]が,最 近になって刊行された窟伯慧のが最も

まとまっているようである[倉 伯慧　1981]。
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　倉伯慧の場合 も,羅i香 林の 『客家研究導論』[1933]を 根拠に して,そ の客家の先

民の大規模な遷移は5回 あるとしている。そして,客 家方言を,江 西省南部のいわゆ

る鞍南客話 と福建省西部のいわゆる閾西客話 とは,第2次 客家南遷の時期に基本的に

は形成 されたとしてお り,広 東省東北部の客家が今日最も集居 している地区には,五

代以前から入 ってはいるが,そ れはごく少数で,第2次 大遷移の唐末宋初の場合もま

だ少な く,大 規模に入 ったのは,第3次 の南遷において,福 建西部 と江西南部から移

ったもので,宋 末から明初であるとしている。これによって,福 建,広 東,江 西三省

の地区にある客家人の相対的な独立体系が成立したとし,台 湾,広 西,四 川,湖 南な

どで,他 の方言中で 「客家方言の島」を作っているものは,明 清間に成立 した,と し

ている。

　ちなみに,こ の文献では,広 西チワン族自治区における客家方言は,当 地では 「新

民話」または 「麻介話」といい,四 川省のそれは,当 地で 「土広東話」 といわれてい

ると紹介しているが,筆 者にとっては,新 知見である。

　ところで,羅 香林にもどってことわってお くが,実 は,羅 香林といえども,客 家と

少数民族とが,全 く無関係であるとはいっていないのである。かれは,"客 家が広東,

福建にはじめて至 った頃は,シ ョオ族と互いに接触 しないわけにいかなく,そ の南遷

の過程においては,丈 夫でないものは安全の境地に至ることはむずかしく,し たがっ

て,も との妻 と到着できた ものは,自 然土着のものと婚を通ずるには及ばなか ったが,

もとの妻と到着できなか った ものは,土 着の婦女を婁るほか しかたがなかった"と し

ている。 だが,そ れに追加 して,"シ ョオ族は客家と盛んに商業を営む必要があった

ので,次 第に客家の言語と文化になじんでいき,つ いにかれ ら固有の言語をすべて消

失させてしまった"と し,さ らに,"シ ョオ族はきわめて強桿であるとしても,そ の文

化は客家のそれに及ばず,智 力 も客家に比べて劣 っているので,結 局は客家に平定さ

れ,遠 く他へ遷移せざるを得ず,漢 化するものは漢化 したため,広 東,福 建,江 西三

省の交界する山地においては,客 家のみがそこに住むようになり,シ ョオ族はほとん

どいなくなった"と している[羅i香林　1975]。

　というわけで,羅 香林は,シ ョオ族と客家の混血までは否定 していないのであるが,

あくまで自らの民族としての優秀性を強調するのである。

　 しか し,窟 伯慧の場合はそこまで羅香林を踏襲 しているわけではない。 かれ は,

"広東省東北部にはシ
ョオ族が原住していたが,客 家移入後は,客 家とショオ族の混

居する時期があり,そ のため,客 家方言とショオ語とは,相 互影響 した結果,相 互 に

相手語をとり入れたであろうことが推論される。ただ,そ の具体的な状況については,
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今後の調査と研究を待たねばならない。 また,地 理的な関係から,客 家方言,広 東方

言,福 建方言も相互の影響があり,特 に語彙の方面では,広 東東北部の客家方言は,

広東,福 建の方言の吸収が,明 確に認められる"[倉 伯慧　 1981]と いう。

　筆者は,1980年 時の梅県地区訪問において,当 初は,豊 順県譚山公社鳳坪大隊(解

放以前の地名は風吹際)の ショオ族を調査する予定であったが,交 通事情のため断念

せざるを得ず,1977年 にこの地を調査 した梅県地区統一戦線部の張自称から取材でき

たのみであった。しかし,福 建省西部の客家の調査を終えてか ら,厘 門,泉 州,福 州

へ行き,福 州から寧徳地区の統一戦線部の協力を得て,寧 徳県のショオ族の金瀕公社

廷坪大隊と金滴大隊の所在地訪問を実現させた。また,そ の帰途においては,羅 源県

のショオ族を見る機会も得 られたが,統 一戦線部とは,散 居 している少数民族に対す

る協力の仕事 も行な っている部門である。ちなみに,集 居 している少数民族の場合は,

各地の民族事務委員会がそれを行なっている。

　 これによって知り得たのであるが,豊 順県の場合であろうと,寧 徳地区の場合であ

ろうと,シ ョオ族は,客 家方言音による漢字を用いて字を書いたり,日 本の国字のよ

うに,シ ョオ族が作 った 「漢字」も用いてはいるが,シ ョオ族固有のことばが依然と

して存在するのである。

　 したがって,前 記の羅香林のいう固有の言語の消失は,事 実に反 しているといえよ

う。ただ し,シ ョオ族の話 しことばには,地 区によって異なるが,た とえば,潮 州シ

ョオ語の場合なら,潮 州方言の語彙を借用した語彙があり,客 家方言か ら借用 したの

もあれば,広 州方言か ら借用 したのもある[黄 家教 ・李新魁　1963:14-23]。 寧徳地

区の場合では,福 建省北部の漢語方言から借用 したのもある。

　 ところで,豊 順県の山地にある譚山公社鳳坪大隊には,1977年 当時,61戸359人 で

あったが,39戸2ユ8人 がショオ族で,22戸141人 が客家であったという。また,シ ョオ

族 と客家間の通婚があり,解 放前は中農が2戸 のみで,残 りはすべて貧農であり,土

地の3分 の1は 平地の客家の地主の所有であったという。そして,解 放前は客家のシ

ョオ族に対する差別はもちろんであったが,同 じ客家でも,山 地の客家は,平 地の客

家から 「山古老」 と称 されてバカにされていたという。

　 なお,ヤ オ族も梅県地区にいたのであるが,今 日は一部が漢化されて漢族に吸収さ

れたのか,他 地へ移住したのかわか らな く,い ずれにしろ,そ の所在は確認できなく

なっている。

　 ちなみに,広 西チワン族自治区における客家の場合は,当 然のことながらチワン族

が最も多 く接触する少数民族の相手になる。 したがって,こ こでは,客 家 とチワン族
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の通 婚 が あ るはず だが,有 名 な例 と して挙 げ得 る の は,太 平 天 国 の 政 治,軍 事 面 で ト

ップ リーダ ー とな った楊 秀 清 の妹 を 妻 と した の は,チ ワ ン族 出身 で,勇 猛 を もって 知

られ た薫 朝貴 で あ る。 東 王 楊 秀 清 と西 王薫 朝 貴 は,い ず れ も,桂 平 県 の紫 荊 山区 の小

村 の貧 農 で あ った とい う[小 島 　1981b:51-57]。

　 さて,客 家 研 究 の 概 略 につ い て,以 上 の ご と く,中 川 の諸 論 文 を 主 体 に して 紹介 し

た が,筆 者 は,従 来 か ら,客 家 研 究 にお いて 避 け る こ との で き な い と いわ れ て い る羅

香 林 の業 績 に つ い て,一 方 で は高 く評 価 す る と こ ろが あ るが,も う一 方 で はそ の レー

シズ ム 的偏 向 の に お いを 感 知 し,批 判 的 で あ った の だ 。 た だ,後 に な って 知 り得 た の

で あ るが,羅 香 林 に 対 す る レー シズ ム批 判 は,す で に 中 川 が述 べ て いた の で あ った 。

したが って,中 川 に 「先取 権 」 が あ るわ けだ か ら,中 川 の論 文 に触 れ な いで お い て,

独 自 に似 た ことを 述 べ るの は避 け,中 川 の論 文 を 紹 介 す る形 で,筆 者 の見 方 も同 様 で

あ る と した。

　 そ れ と と もに,客 家 を 蔑 視 す る意 図で も って,客 家 が 少 数 民 族 と混血 して い る とい

うの で な く,客 家 の一 部 に は,や は り他 民 族 の血 が 流 れ て い るだ ろ う と推 測 し得 る例

を 挙 げ た。 シ ョオ族,チ ワ ン族 につ い て の そ の例 だ けで な く,補 足 す れ ば,ヤ オ族 に

つ いて も同様 の こと が いえ るか と思 わ れ る。 ヤ オ語 と と もに客 家 語 を 流 暢 に話 す ヤオ

族 もい る[楊 成 志 　 1937:1-36】 の だ か ら,混 血 は さて お き,少 な くと も文 化 の交 流

は あ り得 る はず で あ る。

　 客 家 を含 め て,旧 来 の封 建 的,地 方 的 宗派 主 義 とい うか,セ ク ト主 義 とい うか,そ

うい う立 場 を と りや す か った の は,主 と して 漢族 の地 主 層 で あ った 。 も ち ろん,そ れ

に 追 随 す る貧 し い人 々の層 もあ った で あ ろ うが,貧 しい 層 の場 合 は,同 じ差別 され る

側 と して,少 数 民 族 の 人 々と の連 帯 が しば しば と られ て い る ので あ る。 そ の よ うな例

は,客 家 と シ ョオ族,チ ワ ン族,ヤ オ族 の 場 合 を 想 定 して だ け で い って い るの で はな

い。 多 くの いわ ゆ る 「農 民起 義」 は,史 実 と して 残 って い るが,そ の農 民 起 義 の 中 に

は,漢 族 と少 数 民 族 の連 帯 に よ る ものが い くつ もあ る。 した が って,客 家 の 場 合 も,

少 な く と も貧 しい層 につ い て は,少 数 民 族 との 通 婚,文 化 の 交 流 は少 なか らず あ った

の で はな い か,と 思 われ るの で あ る。

　 この よ うに記 して お けば,次 章 の客 家 文 化 につ いて,そ の 性格 の特 徴 を考 え る場合,

そ れ だ け容 易 に な る の で はな か ろ うか と思 わ れ た の で,客 家 研 究 の 概 略 を追 うと い う

形 で,客 家 文 化 の背 景 を な す と思 われ る こ とが らに つ き,上 の よ うに呈 示 した 次 第 で

あ る。
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皿・ 客 家 の 文 化

　本 稿 は,主 と して 梅県 地 区 と竜 岩 地 区 の 調 査 に基 づ き,客 家 の文 化 を 考 察 す る もの

だ と前 で述 べ た 。

　本 来,「 文 化 」 とか 「物 質 文 化 」 とか の こ とば に対 して は,そ の定 義 を 明 確 に す べ

き で あ り,そ れ に よ って 誤解 さ れ た りす る のを 避 けな くて は な らな い。 しか し,こ れ

らの こと ば につ いて は,諸 説 紛 々 と して お り,こ こで い ちい ち諸 説 を列 挙 して,敷 術

して 述 べ るの は,そ れ ほ ど意 味 が あ ると は思 われ な い。 した が って,こ こで は,客 家

の文 化 とい うこ と ばを 使 って はい る が,こ の場 合 の文 化 は,価 値 の体 系,と い うこ と

に して お き,そ れ 以 上 の こ と は いわ な い で お く。

　 な お,今 回 は,客 家 の 文 化 の 内 容 と して,衣,食,住,山 歌 の項 目だ け に限 って 述

べ る こ とに す る。

1。 衣

　渡辺亜子は,台 湾省屏東県美濃鎮で得た客家の既婚女性の上衣である冬用の 「長杉」

について紹介 しているが,15年 ほど前の台湾では,こ の長杉の着用が多かったけれど

も,現 在ではもうほとんど見かけることはないといっている[渡 辺　1980:表 紙裏]。

　台湾はいざ知 らず,客 家の集居する梅県地区と竜岩地区では,観 察した限 りでの客

家の衣服は,他 の漢族居住区のそれに比べて,と りたてて異なるとするところはない。

　婦女の髪型をも,広 義の 「衣」の部類に入れるとすると,こ れについても同様のこ

とがいえるのである。

　ただ,現 地で聞いたのによれば,か つては,未 婚の娘の場合は,1本 のおさげ一

「辮子」であったが,結 婚後は,「髪」を結 うていた。讐は,頭 頂に結うのであるが,

その結ケことを 「流頭」といい,そ れができることによって一人前の婦人と見なされ

る。 この讐の俗名は,「 牛尿堆」という。 牛糞のかたまりという意味であるが,明 ら

かにその形態か らの命名である。 しか し,今 日では,た とえ老婆といえども,こ のよ

うな讐は結 っていない。老婆の中には,後 頭部に結髪したのはいるけれども,こ の種

の髪の場合は,別 に客家の老婆に見 られるだけのものではない。また,後 頭部に垂 ら

す頭巾の着用もかつてはあったが,そ れは,未 婚者は赤い布で,既 婚者は白い布で作

ったので,そ れぞれ 「紅頭裾」,「白頭裾」と呼ばれていたという。

　笠は,中 国では南部へ行 くほど多舟されており,各 地で材料,形 態の異なるのも見

られるが,客 家の人 々だけの独特な笠というのは,ほ とんど見かけない。ただ,か れ
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写真1　 昔の客家婦人の髪(改 造社 『日
　　　 本地理大系⑪台湾』より)

写真2　 客家涼帽(福 建省永定県古竹公
　　　 社高北大隊)

ら自身がいう 「客家涼帽」を着用 しているのは,梅 県,竜 岩2地 区では,2回 の調査

を通 じて3例 しか見ることができなかった。 いずれも,老 婆である。 香港や,広 東

省深別市の客家の婦女の場合は,こ の笠の周縁部にぐるっと黒布が垂れさがっている

「客家涼帽」を着用 しているのを,し ばしば見ることができる。この場合は,老 婆と

いうほどの年寄りでなくても着用 しているのであるが,客 家の集居する地区では,む

しろ少数の,し かも老婆のみが着用 しているのは,不 思議な感がしないで もない。

　ところが,実 際に梅県,竜 岩地区で見たのは,ほ んの少例であるにもかかわらず,

梅県地区のは黒い布が垂 らしてあるのに対して,竜 岩地区のは白い布が垂 らしてあっ

た。また,こ の笠の来歴を調べると,こ れは宋の詩人である蘇献(蘇 東披)が 創製 し

たということになっている[魏 東海　1980;曹 思彬　 1980:186-190]。

　蘇転は,王 安石が首唱した政治の革新(い わゆる王安石変法)を めぐる熾烈な党派

抗争の渦中にあって,数 度の流罪を受けたが,1094年 の場合は,現 在の広東省英徳県

である知英州に落職され,追 って恵州安置を命ぜ られた。この場合の官職は,単 なる

名目にすぎなく,実 状は,梅 県地区ほどでなくて も,か なり客家の分布 している今日

の恵州市を含む恵陽地区への流罪であるも蘇賦はそのとき,末 子の蘇過と,そ こで死

去することになる妾の朝雲を伴 って配所に着いている。 しかし,新 法党の報復は苛酷

で,蘇 賦はさらに僻地に追いやられる。1097年 の海南島への流罪である。場所は,今

日の憺県である憺州で,リ ー族の住む所であ っ●た。恵州において蘇献は,菜 園を経営

していたが,朝 雲の酷暑下における労働のため,考 案 して作ったのが,「 客家涼帽」
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の元祖とされる笠であったが,恵 州の人々は,そ れを 「朝雲帽」と呼んだという[魏

東海　1980]。 その構造は,竹 で編んだ円形のもので,ド ー一一.ナツ状に中央の部分があ.

いており,そ こに頭頂の髪を入れることができ,周 縁部にゆるやかなひだの付いた長

さ4寸 ほどの布を垂 らし,そ れが頸部や顔の前面などにあたる陽光を遮断するように

な っており,多 分蘇賦が 『礼記 ・内則』にある 「女子門を出ずるとき,必 ず其の面を

蔽う」の礼制にならって創製 したのであろう,と している[魏 東海　1980]。

　 この 「朝雲帽」の場合は,構 造的に 「客家涼帽」と異なるところはないが,海 南島

においても,蘇 載はリー族の人々と共に酒を飲んだりして友情を交わし,か れらのた

めに,軽 便な笠で,雨 を防ぎ,陽 光を遮断することのできる,覆 盆のような形の,海

南島の気候に適 したのを創製 し,人 々はそれを 「東披帽」と呼 んだ とい う[曹 思彬

1980:186-190]。 この 「東披帽」も,お そらく 「客家涼帽」と共通する構造のもの

であったろう。

　 もちろん,蘇 賦の創製説は,い わゆる 「始祖伝説」である可能性もあるが,当 否は

別として,「 客家涼帽」は,宋 代か,そ れに近い頃か らあ ったのであろう。 しかし,

この 「客家涼帽」 と客家 自身が呼び,香 港などでは,客 家以外の人々もそう呼んでい

る笠が,香 港や広東省深別市の客家には愛用されていても,客 家の集居する梅県,竜

岩地区では,着 用例は数例 しかなく,黒 布を垂らすものとも限 らなかったわけである

ので,こ れは,恵 州あたりを中心にして,そ の外側へと伝播 したのが,ま だ十分客家

居住域の全体にまで及んでいないのか,そ れとも,い ったん客家の全体に伝播 してい

たのが,す たれつつあるのか,可 能性はどちらにもあるが,決 定のしようはない。

　 現状は,こ れが客家の全体に分布するものでないとだけいえる。したがって,現 状

に基づいてだけでいえぱ,こ れを客家の服飾の特徴の一つだといい切ることはむずか

しい。

　 次は,纒 足について述べる。客家の人 々は,「纒脚」(纒足のこと)を 全 くしなかっ

たこと,つ まり,生 まれたときのままの足の 「天脚」であったことを誇 りとしている。

たとえば,羅 香林は,"客 家の婦女は表面的に見ると,そ の労苦はたいへんなもので

あるが,そ の内面的精神なるものは,他 地の婦女に比べて,よ り貴 く,よ り幸福であ

る。彼女たちは,燕 脂を塗り,眉 墨をひき,纒 足をし,胸 を覆 うことによって男をよ

ろこぱせようとすることは全 くなく,故 意に聲部を大 きく見せ,乳 房を高 く見せて,

人に誇るなどもない"と 述べている[羅 香林　1975]。 このようにいうのは,他 にも

多くあって,枚 挙するにいとまがない。筆者の尊敬する戴国輝ですら"客 家を纒足の

奇習に染まらなかった唯一の漢族 グループと指摘 もできよう"[戴 国輝　1979]と し
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ているぐらいである。

　纒足の風習は,五 代十国の南唐国から起こり,南 宋以降一般化し,元,明,清 にか

けて流行 したが,清 末に改革論が起 こり,五 ・四運動以後にすたれたものであるが,

今 日の生存者の中で も,ま だごくわずか纒足 したのが残っている。

　金関丈夫の解剖学的所見によれば,"纒 足をすると,足 骨の変形だけでなく,脛 骨

にしろ,腓 骨にしろ,非 常に繊細になっており,変 化はさらに大腿骨や骨盤にも認め

られ,驚 くべきことは上肢の骨にまで変性があるので,全 体的に華奢になり,一 種の

美的効果を生ずるのではなかろうか。また,従 来,纒 足婦人は男性にある種の快感を

特に強 く与えるという俗信があったが,そ れに対する解剖学的根拠としては,纒 足を

すると,足 蹟面が小さいので,腰 をかがめては歩けなくなり,腰 を突 き出すことにな

り,自 然に外八文字を踏まねばならなくなる。この脚外旋にあずかる筋の中には,骨

盤内壁の内閉鎖筋と梨子状筋の両筋があり,こ の両筋の筋膜より肛門挙筋の腱が起始

するのであるか ら,外 八文字を踏む運動によって,こ の筋が収縮するのは,理 論上必

然的にそうなると考えられるので,こ の肛門挙筋収縮説が,上 記俗信の根拠になろう

か"と いう[金 関　 1943】。

　さて,客 家の場合は,こ の纒足によって,一 種の 「美的」効果を出そうとしたり,

男性にある種の快感を特に強 く与えようとしたりするのは,無 縁であったことになる

が,こ れは,羅 香林 もいうように,"客 家の婦女が朝早 くから夜遅 くまで,毎 日無 日,

毎年毎年,労 働に励まねばならなかったこと"[羅 香林　1975]と 無縁でない。 しか

し,こ れは,客 家が他の漢族に比べて,最 も勤労を好むという性質があるか ら,と い

うわけではないだろう。また,戴 国輝は,客 家を纒足の奇習に染まらなか った唯一の

漢族グループと指摘できよう,と したが,纒 足をしなかったのは,前 述の貴州省の

「穿青人」の場合 もそうであった し,「螢民」と称されていた水上居住民の場合もそう

であった。 もっとも,「穿青人」の場合は,漢 族と認定されたにもかかわ らず,今 日

再び単一の少数民族だと認定してほしいと,民 族再識別を要求していると前で述べた

が,い ずれにしろ,纒 足をしなかったのは,漢 族の中で,客 家だけが 「唯一」という

わけではない。

　一般に,中 国の封建社会における生産方式は,農 業と手工業の結合によるものであ

った。いわゆる 「男耕女織」が,そ の生産方式を最も簡単に述べたものである。しか

し,封 建社会の崩壊 しだした時期,つ まり資本主義の芽生えが生 じた時期から,手 工

業は農業より一歩早 く商品生産の段階に入り,い わゆる自然経済的家内工業は,き わ

めて狭い範囲にのみとどまり,日 増 しに消滅するのを待 っていた。帝国主義列国の侵
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略が開始される以前,い や清朝末期でさえ,こ の種の自然経済的家内工業は,中 国の

農村において,ま だ相当重要な地位を占めていたのであった。たとえば,自 らの手で

植えた綿花によって棉布を織り,そ れを自己消費するというのがその1例 であるが,

その後は,商 業ルー トによる棉布で需要を満たさねばならなくなった。その場合,棉

布は手工業工場で生産されたものによって供給されたのであるが,そ の形式の制度は,

中国の農村では普遍的に発展するまでいかないまま,帝 国主義国による機械生産にと

って 代 わ られ,農 村 人 口 は,相 対 的 に 過剰 とな った の で あ る。 棉 布 だ けが そ うで な く,

手 工 業 一 般 が 破 壊 され た結 果 の人 口過 剰 で あ る。 もち ろ ん,そ れ だ けが 人 口過 剰 の原

因 で あ り,離 村 を 招 い た わ け で は な いが,か つ て は,水 害,旱 害,戦 災 な どに よ るの

を除 き,よ ほ どの こ とで も起 こ らな い限 り は,軽 々 と離 村 す る こ と は なか った の で あ

るに もか か わ らず,離 村 が促 進 され る よ う に な った の で あ る1)。

　莇暮橋によれば,1930年 に離村 して出国 したのは,広 東省だけで58万7千 余人で,

全省平均10戸 に1人 が出国している。そして,台 山県,梅 県の各地農村では,壮 年男

子が非常に少なくなり,一 切の農作業は,ほ とんど婦女によって担当された とい う

[廓暮橋　 1980]。

　このような社会経済的原因によって,梅 県その他の客家の婦女は,そ の労働を強化

せざるを得なか ったばかりか,詳 しくは後述するが,封 建的礼教がより強く支配 して

1)費 孝通 によれば[費 孝通　 1948],"中 国農村 における土地問題 は,早 くか ら存在 して いたが,

伝統経済 のもとで は,こ の潜在 していた問題を,小 作 ・地主間の激 しい衝突へ と導 くのを防禦

す る道が あった。防禦の道 というのは,農 村工業である。"と 。さ らに,要 約 してつづけると,
"「海禁」が触かれる以前は

,中 国人民の 日用消費物 は自給 されており,し たが って,中 国は完

全 に純粋な農業国 というわけで な く,か なり発達 した工業を もっていた といえる。 しか し,伝

統的工業 は,都 市に集 中 していたのではな く,無 数の農村 に分散 していたのである。 したがっ

て,こ れは農村工業な のであ る。農村工業 は,そ の経験 の蓄積によって,各 地域 に有名な特産

を産出するまでにな っていた。なお,た とえば,軽 工業 の中で重要な位置を占める紡織 は,伝

統 中国 において は,家 内工業であ った。 この家内 に分散 して いるということは,当 然の ことな

が ら,中 国の伝統工業 の技術的進歩を容易に しはしないであ ろうが,伝 統経済 における重要性

は事実 としてあり,土 地不足の一般農家に対 して は,家 庭工業か らの収入 とい うものは,そ の

生活の小康を維持す る上で,頼 れるものであった。中国の農地の狭小 さは,従 来人 口の過剰に

起 因す ると されているが,農 繁期 の労働力だけか ら見 ると,人 口は決 して過剰というわけでは

ない。 この見地か らすれば,中 国農村人 口の過剰 は,生 活程度の面か らはいえても,農 業生産

の面か らはいえない ということになる。農村入 口は,農 業技術の改変が ない限 りは,減 小 させ

るに容易でない。 ところが,農 繁期 の短期間に大量の労働力が必要だと して も,年 間3分 の2

の日々は,農 作業はないといえ る。だか ら,こ れ によ って周期的な失業状態が発生 し得 るので

あるが,か りに離村すれば,た ちまち農繁期に困難が生 じることになる。では,農 閑期はど う

すればよいか となるが,う まい ことに,農 村工業が これを解決す る'ことになっていた。 しか る

に,こ こ1世 紀来,こ の伝統的な有機的配合関係(農 工混合経済)が,破 壊 し始めたのはなぜ

か といえば,そ れは,農 村工業が西洋の都市機械工業 と競争せ ざるを得ず,ま た,後 者は単に

大量生産によ って安 くかつ 品質のよいものを生産す ることによって,農 村工業を衰退 させたば

か りか,後 者には,巨 艦大砲を もつ 「帝国主義」が その背後 にあったので,中 国の土地問題は,

日々その深刻 さを増 したので ある。"と。
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いた客家の人々の間で,男 尊女卑がより徹底 した結果の婦女の労働強化 もあり得るの

である。

　ちなみに,解 放後,香 港から郷里の梅県を訪れた方梓の旅行記では,"客 家の 「栄

耀」は,男 子の進学,任 官,金 もうけか ら来ており,そ の伝統 によれば,男 子は,誕

生 したそのときから貴ばれ,優 遇されて育ち,長 じて進学させられ,社 会に出ては,

任官 し,財 をもうけるのをよしとされたのに対 して,女 子は,一 切の生産労働を担当

するのをよしとされた。したがって梅県では 「男で進学しないものはなく,女 で労働

しないものはない」といわれている"と いう[方 梓　 1954]。

　確かに,相 対的に見て,梅 県の学校数,学 生の就学率は,驚 異的なものであったの

だ。

　方梓は,つ づけていう。"男 子で学問しないのは,客 家社会での笑い者になる。学

校を終えてからは,外 へ出て金もうけしようとしないのは,や はり役立たずだとみな

される。梅県 は,耕 地の少ない山がちの所であるので,か つては,金 持ちの子弟は,

当然のことのように外へ出て,金 もうけに行くが,貧 しい農民の場合でも,ど っちみ

ち村にいても仕事がないので,子 を売ったり,田 や家を処分 したりして,そ れを旅費

にあて,や はり出世しようと運だめしに外へ出たという。一方,客 家の婦人の地位は,

話をするのさえ自由でないというほど卑しめられていたが,近 年来,梅 県の婦女は,

すでに平等の地位を得だ している。現在,梅 県における女性の郷長は46人,農 民組合

の主席と委員になっている婦女は,全 県で1,568人 だそうで,そ れぞれが生産におけ

る重要な役割 りをはた している。また,過 去において農業生産に従事するのをよしと

しなかった男子 も,現 在では生産に参加するようになった。学生 も,女 子学生が5分

写真3　 客家の婦人(広 東省梅県梅江公社)
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の1か ら4分 の1を 占め て い る"と い う[方 梓 　1954]。

　 とい う次 第 な ので あ るが,理 由 は と もあ れ,客 家 婦女 の 「天 脚 」 は,客 家 だ け の

「唯 一」 の もので あ った わ け で は な い に して も,纒 足 の奇 習 に影 響 さ れな か った とい

う こ と は,や は り客 家 の特 徴 で あ った とい え る で あ ろ う。

2.食

　既述のように,客 家は中原から南下した人 々だといわれている。羅香林が族譜など

によって追及 したその移動期,移 動経路が,ど こまで信用 してよいのかは別としても,

中原から南下 した入々であることにちがいはないようだ。それは,細 かな点ではわか

らないが,大 筋では確かだということは,他 の諸資料によってで も推察できるからで

ある。その,他 の諸資料とするものについては,後 章で触れることにもなろうから,

ここでは触れないでおく。

　その客家の移動の起点となったのは,中 原とりわけ現在の河南省一帯であ り,そ こ

か ら南下したといわれているが,筆 者は,1976年,河 南省鄭州市から,市 の北部郊外

の花園口人民公社へ行き,黄 河のwater　breakerな どを見てきたことがある。その往

復の車窓か らながめた農村の風景は,広 々とした水田ばかりであったが,ア ワもある

といっていた。その辺一帯は,有 名な洪水区域であったが,解 放後,修 堤治水に力を

入れ,黄 河大堤を作り,黄 河の泥水を揚水ポンプで揚げ,そ のうちの泥は修堤に用い,

水は水田の灌瀧に用いている。 しか し,も ともとこの辺は水田地帯でなく,ア ワ ・コ

ムギ地帯であったという。稲作は1960年 代に始まる。したがって,今 日でもせ っかく

米を収穫しながら,コ ムギのほうがおいしいといって,米 とコムギを交換する者があ

るという。

　 いずれにしろ,河 南省一帯は,古 来華北農業の特徴をもつ所で,ア ワとコムギの地

帯であったにもかかわらず,河 南省を含む中原か ら南下した客家の場合は,米 志向性

が強い食文化をもっているのが面白い。

　 1980年 の梅県入 りは,広 州市か ら興寧県へ小型航空機で入 り,そ こから車をチャー

ターして梅県に入ったのであるが,1979年 の場合は,広 州市から汕頭市へ小型航空機

で入 り,そ こから長距離バスを利用 して梅県に入 った。汕頭滞在中,聞 いていたのは,

その客家の米志向性の強いことであった。それは,客 家は 「大米」(米)と 「米粉」を

たいへん好み,粥 は食べず,三 食とも 「乾飯」(粥 でない普通のごはん)を 食べると

いう話であった。

　 もちろん,こ れは象徴的にいったのであり,実 際は,粥 も食べ,麺 も食べていたの
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であるが,そ のようにいわれるのは,米,特 に 「乾飯」に対する志向性の強いことが

理由になっている。

　台湾の客家出身で,祖 籍が嘉応州(現 梅県)に あり,東 大に留学し,東 京に居住 し

ている林彩美(前 記戴国輝の夫人)に よれば[林 彩美　 1980:40-46],台 湾の客家は,

「塵」(粥)を 食べない。台湾の闘南系(主 として福建省泉州,譚 州の出身者)の 「福

倦」は,粥 を好むのに対 して,こ の客家の粥を食べないことを,次 のように対比させ

て説明 している。

　"主食は米と甘藷で,普 通1日3食 だが,激 しい労働に従事 している人や農家の農

繁期には4食,5食 にする事がある。ご飯を塵(粥)に 炊 くが客家は3食 共ご飯(乾

飯)を 好み,福 姥は貧富を問わず朝食は魔が一般的である。ご飯に蕃薯(甘 藷,舶 来

物ゆえに蕃をつけたのであろう)を 加えて炊 くと…蕃薯飯になり,粥 にすれば,蕃 薯塵

という。甘藷を千本おろし器でおろすと蕃薯籏になり,ご 飯に加えると蕃籏薯飯,同

じく蕃薯籏魔ともなる。ご飯の炊き方は少人数の場合は鍋仔(釜)に 供炉を使って炊

くのが一番美味とされる。大人数の場合は大鍋 に水を大量に入れ,布瓜飯といって,沸

騰したら適当な時に飯撒(飯 箕,竹 でつ くった網勺子風の道具)で 掬 い上げ,飯 桶

(木の桶)の 中に入れ,蓋 をして余熱でむ らす。残ったのは渚(重 湯)で 福傷は食事

をしながら飲んだり,喉 が渇いた時にも飲み,残 ったら洗濯物の糊とした り,豚 の餌

の一部とす る。客家は渚も飲まないということで,も っぱら洗濯物の糊付けと豚の餌

に使う。""康 に対する福姥と客家の好みがこんなにも違うのも面白い。客家は病気で

ない限り食べようとせず,慶 は貧乏人の食べる物と決めつけ,主 食にすることを恥 じ

た様である。しかし重労働を強いられる人達には魔では直 ぐ腹が空いて困るか らでは

ないかと私は思 う。客家の女性は漢民族の中でも唯一纒足 しない部族であるため,女

性 も男性と同様屋外での重労働を営む。福倦の女性は纒足 しているので専ば ら屋内労

働が結果としては主 となろう。瓢飯の方式だと,外 で重労働に従事す る夫には乾飯を,

掬い残 した稀飯(薄 いかゆ)は 家にいて重労働をしない女,子 供が食べる,と いうふ

うに想定できよう。そうすれば少ない米でも家族全員の腹がふ くらむという訳だ。兎

に角福姥は野菜,肉,豆,蝸 仔(牡 蠣),干 し大根,干 し竜眼,黒 砂糖等,あ りとあ

らゆる材料を米と一緒に炊 きこんで,鍼 飯,戯 塵,甜 飯,甜 慶にするのが好きな様で

ある。客家の味付けご飯は糀米を使 う塩味の油飯と黒砂糖を混ぜた甜糀飯である。客

家と福倦の主食に対する好みがこんなにも違うのかと更めて確認させられた。また客

家が塵を食べないのは,客 家の労働は福倦に比べて常により苛酷であったこと,さ ら

には南遷を含む客家の逃亡生活,常 に土着民に白眼視され襲撃の脅威を受ける厳 しい
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環 境 下 で形 成 さ れ た生 活 の 知 恵 が 乾飯 だ けの 主 食 形 態 を つ く り出 した と考 え た い。 と

言 うの も乾 飯 は携 帯 の上 で も,保 存 の上 で も よ り便 利 だ った か らだ"[林 彩 美1980:

40-46]。

　 以 上 の よ うに,客 家 は,乾 飯 を 特 に好 む と され て い るの だ が,梅 県,竜 岩2地 区 と

も,筆 者 の 観 察 した 限 りで は,既 述 の よ うに,粥 も食 べ れ ば,麺 も食 べ る。 この よ う

に述 べ る と,そ れ は,解 放 後 の変 化 で は な いか とか,解 放 後 は む しろ貧 し くな った の

で は な いか とか 指 摘 され る人 が い るか も知 れ な い。

　 そ のた め,念 の た め に,同 じ台 湾 の客 家 で あ る陳 運 棟 の 叙述[陳 運棟 　 1978ユ を 見

て み よ う。 陳 運 棟 に よれ ば,"1日3食 の うち,中 上 層 の家 で は,朝 と昼 の2回 は乾

飯 を食 べ,夕 食 は粥 を 食 べ る。 あ る い は,朝 と晩 の2回 に粥 を 食 べ,昼 食 に乾 飯 を 食

べ る。 一 般 の貧 困の 家 で は,農 繁 期 に2飯1粥 を享 受 で き る以 外 は,3食 と も粥 を 食

べ る。 しか も,中 下 層 農 家 の 場合 は,ほ とん ど が熟 米 飯 と熟 米 粥 を 食 べ るので あ る。

とい うの は,熟 米 は,乾 飯 も し くは粥 の ど ち らに用 い る と して も,生 米 の成 分 よ り多

く,食 糧 を節 約 で き るか らで あ る。 しか し,客 家 人 の食 べ るの は鱈 粥 で あ って,稀 粥

で はな い"の で あ る。 こ こに い う 「熟 米 」 とは,籾 米 を鍋 で 加 熱 して か ら 日に乾 し,

そ の 後 日 で脱 穀 した 米 を い う。 ま た,「 餓 粥 」 は水 分 の 少 な い粥,「 稀 粥 」 は水 分 の多

い粥 の こ とで あ る。

　 こ の場 合 は,台 湾 の客 家 の粥 食 は,例 外 的 とい う よ り,む しろ 日常 的 で あ る よ うだ

が,も う1つ,過 去 の梅 県 で は ど うだ ったか を,郷 梓 模 の 回想 録[増 田　 1981]か ら

見 て み よ う。

　 "私 の 国籍 は イ ン ドネ シア共 和 国 にあ る。 生 活 面 で は,東 京 で 日本 人 の生 活 を して

い る。 血 統 や精 神文 化 の面 で は,中 国人 だ。 私 の人生 は,西 太 平 洋 の三 大 国 一 イ ン ド

ネ シ ア,日 本,中 国 の運 命 と深 く結 び つ いて きた 。 シ ンガ ポ ール,台 湾,韓 国 の 政 治

動 向 と も関 係 して い る。 出 自 は中 華 民 国広 東 省 梅 県 の 客 家 だ が,生 ま れ た の は オ ラ ン

ダ領 東 イ ン ド(イ ン ドネ シ ア)時 代 の 西部 ジ ャ ワ の チ ェ リボ ンで,私 の62年 間 の人 生

の うち の大 半 に 当た る42年 間 は 日本 人 との 関係 の なか で 生 きて きた 。 そ して,そ の42

年 の う ちの23年 間 は,イ ン ドネ シァ の ス カ ル ノ大 統 領 と スハ ル ト大 統領 とい う初 代 と

第2代 の 国家 機 関 に仕 え,こ の間 に 日本 国 の 政財 界 要 人 た ち と親 交 を保 って き た。 中

国人 で あ る私 の 家 族 ・親 戚 ・知 人 は,シ ンガ ポ ール,イ ン ドネ シア,香 港,台 湾,中

華 人 民共 和 国,日 本,ア メ リカ な ど に散 在 して い る。 私 の現 在 と将 来 は,太 平 洋 の運

命 と深 く結 ばれ て い る。(中 略)祖 父 の 従 兄 弟 の郷 長 寿 の養 子 と な った 父 を早 く亡 く

して,梅 県 で 育 った 私 は,激 しい気 性 の 持 ち 主 で あ り,健 康 に も恵 まれ て,厳 しい仕
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事 を 一 つ 一 つ とや りぬ き,生 き る死 ぬ るの 境 を い くた びか 乗 り越 え て,い まの よ うに
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ク　リ　

きつい判断と厳 しい性格を持つようになったものと思 う。私には,苦 力になるか,知

的な職業につくか,二 つに一つの選択 しかなかった。私の祖父は郷新華 といい,そ の

長男,つ まり私か らいうと伯父に当たる郷柄寿は,早 くに梅県から上海に出て,い ろ

いろな仕事を手がけ,の ちに阿片問屋を営むようになり,1950年 ころに亡 くなってい

る。梅県の山間に住む客家の生活は貧 しく,男 たちは出稼ぎを当然のことと考えてい

た。客家出身者は,政 府の官吏や軍人になった人が多く,国 民党の側にも共産党の側

にも名をなした者がた くさんいる。孫文は広東省中山県出身の客家であり,葉 剣英は

広東省梅県出身の客家,郡 小平も四川省の客家の出身である。客家は,土 着社会のな

かでは農民として大きくなれないので,教 育投資を当然のことと考え,そ の家庭では,

男は相対的に高い教育を受け,米 飯を食べるが,女 は教育を受けず,激 しい労働に従

い,お かゆを食べた。男は手を荒らさず,女 の手は太 く荒 らくれているのがふつ うで

あった"[増 田　 1981]。

　郷は,引 用した文にあるように,生 まれは西部ジャワであったが,1918年,郷 銀寿

と同 じ梅県の隣村か ら嬰った林辛妹の長子として生まれ,22年 父死亡のため,母 に連

れ られて父の郷里の梅県長灘 曇にもどり,5歳 で地元の立徳小学校に入 り,ひ きつづ

き梅県の古文学校に入 り,梅 県学芸学校に進み,そ の後梅県を離れ,広 州に出て国立

中山大学新聞学科に入 っている。したが って,上 の梅県における客家の食生活は,伝

聞などによるものではないだろう。

　という次第であるので,解 放以前から解放後の今日まで,客 家は乾飯を好む といっ

て も,決 して粥を食べないわけではなか ったはずである。 しか し,先 にも述べたよう

に,客 家出身者で乾飯愛好説を説 く者が多 く,汕 頭で客家は乾飯を好むと紹介 して く

れたように,客 家周辺の人々によってもそう思われているところをみると,少 なくと

も乾飯志向性の強い食文化がある,と いうことはいえるのではないだろうか。

　次は,そ の乾飯の作り方につき,梅 県,竜 岩両地区の場合について述べるが,こ れ

には客家独特の面が見 られる。

　梅県,竜 岩両地区とも,乾 飯は蒸し器で蒸 して作る。それは,素 焼 きの容器である

「飯石八」に米と水を入れ,い くつも同時に蒸 し器に入れて蒸 しあげる。蒸 し器 は,蒸

籠であるが,こ れは木を四角に組んだもので,い くつかを重ねることができる。蒸 し

あがったのは,向 い合わせに2つ 重ねて出す。重ねておけば,さ めないからだという。

「飯石八」の大きさは,梅 県のに比べて,竜 岩地区の永定県で見たのはやや小さい。

　 もう1つ の乾飯の作 り方は,今 ではよほどの山奥へ行かねば見 られないという 「飯
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写真4　 飯 石八

a.広 東省梅県梅州市

b.福 建省永定県古竹公社

ag

ぐ

写真5蒸 籠
a.蓋 を して あ る

b.蓋 を あ けて あ る
広東省梅県梅州市

写真6 飯袋(広 東省梅県丙村中学)
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袋」を用いるものであった。それも,現 在使用 しているとは限らないので,さ がさね

ばな らなかった。「飯袋」は,竹 製の袋状に編んだもので,そ れに米を入れ,熱 湯に

つけて炊きあがりを待つもの。昔は,前 記 「飯石八」によるのでなく,も っぱらこの飯

袋で乾飯を作ったという。筆者は,や みくもにさがすのは,能 率がよくないから,各

県などにある文化館のような所に保存されていないかどうかたずねたら,葉 剣英人民

代表大会常務委員会委員長の旧居にあるか も知れないというわけで,梅 県から東北方

向に車を走 らせ,丙 村を経て,松 口に至るまでの途中にある雁洋の雁洋人民公社へ行

き,そ この葉剣英の旧居を訪問した。 しか し,そ こにはなく,前 年の梅県訪問時にた

ずねた葉剣英の学んだ梅県で最 も有名な東山中学には,葉 剣英の寄宿 していた部屋が

あり,そ れは記念室として保存されていたが,そ こにはそれ らしきものがなかったの

で,東 山中学の再訪はやめ,丙 鎮中学を訪れてみることにした。中国の中学は,日 本

の中学,高 校を合わせたものであるが,そ の現在中学になってはいるがかつては小学

校であった元の塗山学堂では,飯 袋が偶然にもあった。葉剣英は,塗 山学堂の第1回

の卒業生であったので,そ の寝室として使用された室が,記 念室 になっており,葉 剣

英が当時使用したのと同じ清代の 「木履」というはきものと,飯 袋が保存されていた

のである。

　飯石八にしろ,飯 袋にしろ,こ のような物を用いて乾飯を作るのは,こ れまでの数度

に及ぶ中国各地での調査において,客 家の居住域以外では全 く見 ることができなかっ

た。 したがって,こ れは,客 家の居住域全域にあるかどうかは別として,少 なくとも

客家の集居する梅県,竜 岩両地区に,ご く普通に見 られる形式(飯 石八の場合)で ある

か,ご く普通に見られた形式(飯 袋の場合)で あるので,こ れは客家の食文化に関連

のある要素だと断言 してよいかと思われるのである。

　さて,客 家の乾飯志向性について述べる前に,米 志向性といったけれども,そ れは,

実は,客 家の食生活の中には,「 板」という漢字を用いた食べものがやたらにあり,

その多 くは米の製粉 したものを用いる点も含めて考えていたからであった。正確には,

「石磨」(石 臼)で 加水 したのをひ くのであるから,米 の製粉したものというより,米

の漿液を作り,余 分の水を排除 してか ら作るとしたほうがよいだろうが,そ れは 「板

脆」とも呼ばれている。

　この 「版」という漢字は,一 般の漢語字典には含まれていない。 「板」に該当する

ものは,漢 語一般では 「樵」とされるものであり,福 建省南部 と台湾省の閲南方言で

は 「繰」とされるものである。 しかし,板 と称されるもののすべてが,他 地方の樵で

あり,繰 であるかといえば,内 容の客家独特の樵ないし繰 もあるし,他 地方では樵と
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か課 と しな い もの に も板 を付 けた もの

もあ る。 た と えば,「 発 板 」 の 場 合 は,

福 建 省南 部 の 「発繰 」 とほ ぼ似 た もの

で あ るが,「 味 酵板 」 は客 家独 特 の樵

な い レ繰 で あ る。 また,「 仙 人 板 」 は,

他 地 方 で は樵 とか 繰 と しな い で あ ろ う,

寒 天 状 とい うか,ゼ リー状 とい うか,

そ の よ うな もので あ る。

　 板 と称 さ れ る 「点 心」(軽 食)の 類

は,ず い ぶ ん種 類 が あ った が,こ こで

写真7　 味酵版(中)と 発叛(右),碗 に

　　　　入 って いるのはタレ(広 東省梅県

　　　　梅州市)

は,そ の う ちの い くつ か だ けを と りあ げ る。

　 「発 板 」 は,碗 に前 記 米漿 か ら得 た 板 脆 と砂 糖 を入 れ て蒸 した もの で あ る。 した が

って,「 碗 板 」 と も呼 ば れ て い る。 発 酵 させ て い る の で,版 面 は碗 か ら隆起 して お り,

割 れ 目が 生 じて い る。 この割 れ 目を 「笑 」 と い い,「 笑 」 が生 じて いな けれ ば だ め で,

「笑 」 の 生 じて い る の を 「発 財 」 つ ま り金 も うけ ので き る しる しとす る。 人 に よ って

は 「富 板 」 と も書 くが,富 は裕 富 の 富 と い うわ けで あ る。 見 か け は,iヨ 本 の蒸 しパ ン

の よ うで あ る。

　 「味 酵 板 」 は,前 記 飯砥 の よ うな素 焼 き の容 器 を 用 い るが,兼 用 す る ので は な く,

専 用 のや や 小 さい の を 用 い る。 た だ し,同 じ味 酵 板 で も,か な り大 き い の と,'小 さい

の が あ る ので,容 器 もそ れ ぞれ 大 き さが異 な る。 これ も板 脆 を入 れ て蒸 して 作 る が,

板 面 は容 器 面 とほ ぼ 同 じ高 さ に な り,中 央 部 がや や くぼ む よ うに作 られ る。 こ っ ち は,

発 酵 させ て いな い 。 そ して,そ の くぼ み に,醤 油,ゴ マ油,ニ ンニ ク を刻 ん だ の を入

れ て作 った タ レを か け,竹 で作 った ・トラで十 文 字 に切 って 食 べ る。 ヘ ラは,鉢 植 え の

写真8　 露天市の大型味酵版(広 東省梅県

　　　 丙村)

花 に用 い る名 札 の よ うな もので,先 が

ペ ン先 の よ うに とが って い る。 味 酵 版

の食 べ 方 は,こ れ だ け で な く,タ レの

代 りに蜂 蜜 な ど甘 い もの を か け て食 べ

る こと もあ る。 ま た,こ の 味酵 板 を油

で 揚 げ た の は 「煎 味 酵板 」 で,丙 村 の

「嘘 市 」(露 天 市)な どで も,必 ず 中華.

鍋 を 持 ち出 して 売 って い る もの で あ る。

　 「仙 入 版 」 は,「 仙 人 草 版 」 とか 「仙
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草 板 」 とも い う。 黒 色 の 寒天 状 な い しゼ リー状 の もので,蜂 蜜 と シ ロ ップを か けて 食

べ る。 材 料 は,サ ツ マ イ モ の澱 粉 と 「仙 人 草 」 と呼 ば れ て い る草 本 を 用 いる。 「仙 入

草 」 は,乾 燥 させ た の が 束 に な って売 られ て い る。 また,こ の仙 人板 もきわ め て ポ ピ

ュ ラー な点 心 で,街 頭 の屋 台店 で も,嘘 市 で も,よ く見 か け る もの で あ る。

　 と ころで,「 仙 人草 」 と い う の は,梅 県 な ど の客 家 居 住 域 に お け る地 方 名 で あ る。

『中 国植 物 誌 』 第66巻[中 国 科 学 院 中 国植 物 志 編輯 委員 会 　 1977]に よれ ば,こ れ は

唇 形 科 の 「涼 粉 草」(学 名:Mesona　 chinensis　Benth)で,『 本 草拾 遺 』 の 「仙 人 凍 」 で

あ る 。分 布 地 は,台 湾,漸 江,江 西,広 東 の 諸 省 と広 西 チ ワ ン族 自治区 の西 部 で あ る。

そ して,そ の茎 を 日に干 した あ と,そ の煎 汁 を米 の漿 液 と混 ぜ て煮 ると,冷 却後 黒 色

の ゼ リー状 の も のに な り,砂 糖 な どを か けて 食べ る と,喉 の か わ きを いや す こ とが で

き る もので,広 東 と広 西 で売 られ て い るが,広 州 一 帯 で はそ れ を 「涼 粉 」,梅 県 一 帯

写真9　 仙人版売 り(a・ 広東省梅県梅州市　b・広東省梅県丙村)
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で はそ れ を 「仙人 梓 」 とか 「仙 牛 伴 」

と い う,と 書 い て い る。

　 前 述 の よ うに,「 板 」 とい う字 が 一

般 の字 典 に は な い の で,こ の場 合 は

「伴 」 と い う発 音 の ほ ぼ同 じ字 が 代 用

さ れて い る ので あ る。

　 一 般 に,「 涼 粉 」 と称 す る もの は,

中 国各 地 で 見 る こ とがで き る。 しか も,

漢 族 居 住 域 のみ で な く,た と えば,新

写真10仙 人草を乾燥させたものの束

　　　 (広東省梅県丙村)

彊 ウ イ グル 自治 区 の ウル ムチ 市 の バ ザ ー ル に もあ った し,雲 南 省 シ ーサ ンパ ンナ ・タ

イ族 自治 州 の 景洪 で も勧 海 で も あ った。 しか し,こ れ ら漢 族 と少 数 民 族 に よ って 食 べ

られて い る涼 粉 は,無 色 の ウ イ ロ ウの よ うな もの で,適 当な 大 きさ に切 った の に,醤

油,ト ウガ ラ シ,洋 ガ ラ シ,ゴ マ油 な ど の調 味料 や 香 辛 料 か ら,各 自好 み のを 用 いて

食 べ る もので あ る。 田 中it-一他[田 中他 　1970]は,涼 粉 を"緑 豆 澱 粉 で 造 った トコ

ロテ ンの よ うな もの"と して い るが,ト コ ロテ ンの よ うな も の とい うか,ウ イ ロ ウ の

図1涼 粉 草(仙 人草)

1,株 　　 2.苞 片3.花

4.花 募　　5.花 冠 とお しべ

6.め しべ　7.堅 果

[『中国植物志』第66巻 よ り]

よ うな もの と い うか,あ るい は コ ンニ ャク の

よ うな もの と い うか,そ れ は いず れ で あ って

もよ い が,材 料 は,緑 豆 を使 う こと もあ るが,

そ れ の み と い うわ けで はな い。 米,サ ツ マ イ

モ,そ の他 の澱 粉 の使 わ れ て い る こと もあ る

の で あ る。 したが って,先 に無 色 と い った が,

実 は か な り灰 色 が か った もの もあ る ので あ る。

朝 鮮 半 島 の ム ツ ク や,日 本 の ドング リコ ンニ

ャク の研 究 か ら,中 国 の涼 粉 につ いて も調 査

した松 山利 夫 は,"わ た しがみ た涼 粉 は,残 念

な が ら ドング リで はな く,緑 豆 か コメを 材 料

に した もの ばか りだ った 。 い ず れ も製 粉 して

布 で しぼ り,と りだ した デ ンプ ンを大 量 の水

で煮 る。 ゼ リー状 に な った と ころで 火 か らお

ろ し,適 当 な容 器 に移 して 整形 し,自 然 に冷

却 す るの を ま って つ くる","涼 粉 を みつ け る

た び に,わ た しは試 食 を くりか え した。 中 国
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で は10セ ンチ 角 ほ ど の の もを,非 常 に短 い糸 状 に き った うえ に,ト ウガ ラ シや し ょう

油,塩 な どが は い ったつ け汁 を か けて食 べ る。 涼 粉 そ の もの に は味 は な いが,こ の つ

け汁 はた いへ ん辛 い のが ふ つ うの よ うだ"と して い る[松 山　 1981:122--130]。

　 この よ うに,一 般 の涼 粉 は,各 種 の澱 粉 を 用 い るが,米 ま た は緑 豆 で あ る こ とが 多

く,色 は無 色 ま た は それ に近 い灰 色 で,辛 い調 味 料 な ど を か けて 食 べ る もの で あ った 。

した が って,こ の涼 粉 を,一 般 に は 「樵 」 また は 「裸 」 と しな い。 しか るに,梅 県 な

ど の客 家 の涼 粉,つ ま り 「仙 人板 」 は,樵 に相 当す る食 べ もの とと もに,「 板 」 と さ

れ て い るの で あ る。 この 分 類 に お け る特 徴 は,客 家 独特 と い って よ いか と思 われ る。

な お,客 家 の場 合 は,仙 人板 を サ ツ マ イ モ の澱 粉 を 用 い る とす で に述 べ た が,こ れ は,

他 の涼 粉 で もサ ツ マ イ モの澱 粉 を使 う ことが あ るの で,独 特 と は いえ な い。 前 記 『中

国 植 物 志』 は,サ ツ マ イモ で な く,米 を材 料 に して い ると あ った が,こ れ は一 般 の 場

合 か ら想定 した もので あ って,実 際 の調 査 に基 づ い て い る と は思 わ れ な い。 また,一

般 の涼 粉 は,黒 色 で な く,辛 い ものを か けて 食 べ るの に対 し,客 家 の 場合 は,仙 人 草

を 用 い て 黒 く して あ り,蜂 蜜 な ど甘 い ものを か けて 食 べ て い る。 しか し,黒 くて 甘 い

ものを 用 い るの は,『 中 国植 物 志 』 で は,広 東 省 と広 西 チ ワ ン族 自治 区 とあ った し,

筆 者 も広州 で黒 くて 甘 い もの を か けた 「涼 粉 」 を食 べ た こ と が あ り,中 国全 土 か ら見

る と珍 しい と して も,客 家 独 特 とい い切 れ るか ど うか は疑 問 で あ る。 しか る に,筆 者

は1973年 以 来,広 西 チ ワ ン族 自治区 へ は3回,広 州 とそ の付 近 へ は4回 行 って は い る

が,広 西 チ ワ ン族 自治 区 で は,一 度 も涼 粉 を 見 か け た ことが な く,広 州 で は,こ の 庶

民 的 食 品 が,露 天 市 な どで はや は り一 度 も見 か けた こと が な く,流 花 賓館 と い う名 の

ホテ ル で,黒 色 で 甘 い涼 粉 を 食 べ る ことが で きた だ けで あ る。 これ は,梅 県 地 区 の よ

う に,ど こにで も見 られ た も と比 べ ると,は な はだ 様 相 が異 な る。 した が って,黒 色

で 甘 い涼 粉 は,客 家 の食文 化 の要 素 に して よい か も知 れ な い。 ち なみ に,神 戸 の 中 国

物 産 専 門店 で は,台 湾 か らの これ の缶 詰 が 売 られ て い る。 そ の レ ッテ ル に は,日 本 語

で 「仙 草 ゼ リー」 と しか 印刷 され て いな か った が,黒 色 の凍 粉 で あ った。 製 造 元 は,

台 北市 で あ る。 いず れ に し ろ,広 西 チ ワ ン族 自治 区 や広 州 と そ の周 辺,台 湾 省 に も客

家 は 分布 して お り,広 州 で は,客 家 料 理(東 江 料理 と もい う)の 専 門店 もあ る ので,

梅県 地 区以 外 で は 「仙 入板 」 と呼 ぱず に 「涼 粉 」 と して も,黒 色 で 甘 い 「涼 粉 」 を 食

べ るの は,客 家 の 人 々だ け か も知 れ な い。 しか し,目 下 の と こ ろ はそ う断言 して は な

らな い で あ ろ う。

　 次 は,い わ ゆ る客 家料 理 につ いて 考 察 した い 。客 家 料 理 は,東 江 料 理 と もい わ れ て

い る。 客 家 語 は,既 述 の よ うに客 家 居 住 域 で あ って も,地 方 によ って それ ぞ れ 少 々異
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なっており,そ もため,標 準客家音は,梅 県のをそれとしている。つまり,広 州での

客家語によるラジオ放送で用いられているのが標準客家語であって,梅 県の客家語が

使われているというわけである。しか し,梅 県地区の人々によれば,そ れは,梅 県の

中心である梅州市(1979年 新たに設置された)の 音でなく,梅 州市 の西方にある南口

の音であるという。ところで,料 理の場合は,梅 県 もしくは梅州市はかつての中心地

であって,今 日では恵陽地区の恵州市が中心であるそうだ。

　先引の林美彩によれば,客 家料理は,戯(塩 辛い)・肥(脂 っぽい)・香(香 ばしい)

の三つがその特微となっている。 林彩美 はつづけていう,"南 遷後の客家の多 くは山

間僻地に居住し,貧 しいことも加わって塩味をよくきかせた少量の副食で食事ができ

るように生活の知恵が働いたのだろう。また高温下の重労働で塩分は不可欠だ。第一

の特徴 「戯」のよって来た原因と思われる。重労働下の空腹感を充足する為に脂肪の

多い物を摂る,第 二の特徴 「肥」がそれだ。 客家はまた 「逃亡」,流 浪の為に乾燥せ

しめた蔬菜 類 肉類,餅 類を数多 く考案 した。乾燥保存食の精製は香辛料が不可欠で

第三の特徴 「香」となる。客家独特の戯菜乾(梅 菜ともいう,干 し高菜漬),薙 萄乾,

筍乾(茄 で筍を塩漬けにして干 した物)を 使 って肉と一緒に調理するので,肉 と乾物

の味が互いにしみこんで,絶 妙な味を作り出す"[林 彩美　1980:40-46]。

　ここに出た 「羅萄乾」は,説 明が省略されているので補うが,ダ イコンの干 した も

のである。

　なお,林 彩美は,代 表的な客家料理をいくつか掲げてみようとして,「 白斬鶏」,「塩

煽鶏」,「梅菜拍肉」,「戯菜湯」,「戯卵」を挙げ,そ れぞれについて説明を加えている。

　筆者は,1979年 の広州滞在中,広 州有名料理店としては,唯 一の客家料理店である

「東江飯店」を訪れ,そ この名菜を挙げさせたことがある。 「東江飯店」の創設は,

1946年 で,そ の当時は 「寧昌飯店」と称 した。主人が興寧県の出身であることによる

命名だというが,そ の 「東江飯店」の列挙した10名菜は,「 上湯牛丸」,「塩煽鶏」,

「七彩什錦饗」,「八宝富全鴨」,「東江炸肉蜷」,「鑛豆腐」,「梅菜拍肉」,「糟汁戯菜眩

胱」,「東江円蹄」,「紅焼海参」であった。

　また,梅 県における宴会のメニューの記録をここに写すと,「 塩煽鶏」,「酒鶏」,

「鑛苦瓜」,「氷糖蛤翅」,「北賭蚊狗肉」,「碧緑蝦仁」,「紅炮水魚」,「清水魚丸」,「油

泡肚」,「清湯蛤膜肚」,「妙油菜」であった。

　以上3例 だけから,客 家料理の名菜を一般化しようとするつもりは毛頭ないが,こ

の3例 だけか らでも,「塩煽鶏」の名菜たる地位は,よ くわかるであろう。

　 ところで,例 に出ている 「蛤翅」(カ エル肉),「蛤膜肚」(カ エルの内臓),「 狗肉」
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(イ ヌ 肉)な ど につ いて は,あ とで触 れ る が,「 家常 菜 」(日 常 の 家庭 料 理)を 含 めて

見 た場 合 に いえ るの は,梅 県,竜 岩 両 地 区 で は,豆 腐 料 理 が大 きな ウェ イ トを 占め て

い る ことで あ る。 そ して,「 湯牛 丸」(牛 肉 ミンチ のダ ンゴ のス ー プ)の よ う に,牛 肉

も し くは ブ タ 肉,魚 肉で作 った ダ ンゴの ス ー プ も,ま たた いへ ん 好 ま れ て い る よ うに

見 え た 。 これ は,ミ ンチ と便 宜 上 述 べ た が,実 は,特 製 の断 面 が 細 長 い 台形 に な った

2本 の 鉄棒 を,そ れ ぞ れ 片手 に持 って,肉 類 を た た きつ ぶ す こ と に よ って ダ ンゴを 作

るの で あ る。 こ の よ うな 料 理用 具 を用 い るの は,客 家 独 特 と見 て よ いか と思 われ る。

な お,ダ ンゴ の ス ー プ は,モ チ米 で作 った 甘 い の も塩 辛 いの もあ るが,こ の場 合 は,

そ のダ ンゴ を 「丸 」 と称 せ ず,「 板 」 と称 す るの で あ る。 名 称 は それ ぞ れ 「白糖 編 米

円板 」 と 「戯儒 米 円板 」 で あ る。

　 さて,一 方 の豆 腐 料 理 の ほ うで あ るが,た いて い の 場合 は,豆 腐 を そ の ま ま用 い る

ので な く,な ん らか の 詰 め物 を した上 で 用 い る。 つ ま り,「 鑛 豆腐 」 にす る ので あ る。

詰 め られ るあ ん は,た とえ ば,ブ タ の脂 身 の 部 分 と赤 身 の部 分,魚 肉,水 で もど した

スル メ,干 しエ ビ,シ イ タケ,塩 千 魚 を あぶ って 粉 末 に した もの,な どを 混 ぜ た もの

で あ る。 そ して,そ の詰 め物入 り豆 腐 を,野 菜 入 りの 土鍋 に入 れ て 加 熱 して 出す 場合

もあれ ば,油 で揚 げ て 出す 場 合 もあ る。

　 この ○ ○ 丸 な い しは × ×板 の ス ー プ と,詰 め物 入 り豆腐 は,街 頭 の屋 台 に もあ る し,

「嘘 市 」 で も必 ず売 られ て い るの だ か ら,客 家 の食 文 化 を 構成 す る要 素 で あ る とい え

よ う。

　 「梅 菜 拍 肉 」 は,名 菜 の例 と して 挙 げ られ て い るが,日 常 の料 理 で もあ る。 林 彩美

鱒

" .、ダ

写真月　鍍豆腐と牛肉丸
　　　 (広東省梅県梅州市)

は,先 引 の代 表 的 な客 家 料 理 の例 に これ を挙 げ,"梅

菜 の 梅 は梅県 の梅 で あ る"[林 彩 美 　 1980:40-46]

と説 明 して い るが,こ の 「梅 菜 」も し くは 「梅 千菜 」

と称 され る もの は,広 東 省 梅県 の特 産 と い うわ けで

は な く,広 東 省 の他 地 方 に もあ る し,漸 江 省 に もあ

る。 また,広 東 省 で は,恵 陽 地 区 の 恵 陽県 の 産 量 が

最 も多 く,か つ質 もよ い と され て い る ので あ る。 し

た が って,客 家以 外 の人 々 に も好 ま れて い るが,そ

の 中心 はや は り客家 居 住 域 に な る とい え よ う。 た だ

し,「 梅 菜 」 の 「梅 」 は,梅 県 の 「梅 」 で は な く,

「阿 梅 」 と い う名 の娘 さん に まつ わ る伝 説 に よ って

い るので あ る[黄 徳 勢 　1980]。
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次 は,後 述 す ると した 「蛤 翅」 と 「蛤

膜 肚 」 に つ い て述 べ る。 ほぼ長 江 以 南

に位 置 す る湖 北省 か ら,湖 南 省,福 建

省,広 東 省,広 西 チ ワ ン族 自治 区,あ

る い は雲 南 省 な ど に お いて は,カ エル

が しば しば 食用 に され る。 日本 で も食

用 に さ れ る ウ シガ エ ル(学 名:Rana

catesbeiana)で は な く,も っ と小 さ い

「虎 紋 蛙 」(R.tigrina　 rugulesa)で あ る

写真12露 天市の虎紋蛙(広 東省梅県丙村)

場 合 が 多 く,さ らに 「棘 胸 蛙」(R.spinosa)と い う山間 の 渓 流 に い る の も利 用 す る し,

もっ と小 さい カ エル まで 利 用 す る。 俗 名 は,水 田に 多 く,鶏 肉に 近 い 味 がす る と い う

わ けで,「 田鶏 」 も し くは 「水 鶏 」 とす る場合 が 多 いが,こ れ は虎紋 蛙 とそ の他 の水

田 にい るカ エ ル の総 称 で あ る。 「棘 胸 蛙 」 の ほ うは,棲 息 地 が異 な り,味 も特 に美 味

と され て い るの で,別 の俗 名 が あ り,「 山 鶏 」 ま た は 「石 蛙 」 とい う。 客 家 の人 々 も,

この 双 方 の カ エ ルを 食 用 に して いた が,カ エ ル を 食べ る の は,客 家 だ けで は な い。

　 しか し,こ こで 問題 に した い の は,カ エル につ いて の 名称 で あ る。客 家 の人 々 も,

「田鶏 」 とか 「石 蛙 」 の 名称 を 用 い るが,前 者 の場 合 は,「 蛤 膜 」 あ るい は それ を略 し

た 「蛤 」 で 呼 ぶ ほ うが 多 い。 漢語 一 般 で は,「 蛤 摸 」 は ヒキ ガ エ ル の ことで あ る。 長

江 以 北 に は,た とえ ば 内蒙 古 自治 区 の草 原 を 流 れ る小 河川 の水 だ ま りで あ って も,ヒ

キ ガ ェ ル 以 外 の カ エル が い る こ とは い る。 しか し,一 般 に 目 に付 くカ エ ル は,ヒ キガ

ェル ぐらい で あ る。 そ の ヒキ ガ エ ル を指 す 「蛤 膜 」 と い う名称 を,客 家 の人 々は他 の

カ エル に も用 い て い る の で あ る。 とす れ ば,こ れ は客 家 が 中原 か ら南 下 した こ とに無

縁 で な い 用 語法 と い う こ と にな ろ う。 た だ し,一 方 で は,客 家 の若 者 の場合 は,す で

に 「田 鶏 」 と しか い わ な くな って い るので あ るか ら,客 家 の華 南 化 が進 ん で い る と も

いえ るの で あ る。 な お,既 述 の よ うに,カ エル の食 用 は,客 家独 自 の もので は な い け

れ ど も,「 清湯 蛤 摸 肚 」 の 場合 は,ソ ロバ ン玉 の よ うな小 さな カ エル の 胃袋 ば か りで

作 った ス ープ で あ った。 筆 者 は,中 国各 地 で カ エル の料 理 を食 べ た 経 験 を もつ が,こ

の種 の もの は,梅 県 以 外 で は全 く見 る こ とは なか った 珍 しい もの で あ る。

　 次 は,イ ヌ肉 につ いて 述 べ る。ま ず,中 国 に お け る イ ヌ食 を一 般 的 に述 べ て お きた い。

　 中 国 の 最 も早 い時 期 に お け る食 用 と祭 祀 用 に され た 家 畜 は,ウ シ,ヒ ツ ジ,ブ タ,

イ ヌ の4種 で あ った 。股 代 の 甲骨 文 字 に よ る記 載 で も,こ の4種 の うち の どれ か を 犠

牲 に した とあ り,し か も,そ の 占 卜用 の骨 と して は,す で に使 用 した ものだ けで な く,
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未 使 用 の貯 蔵 され て いた大 形 肩 甲骨 も多 数 発 見 され て いる 。 そ れ故,当 時 は,大 面 積

の 草 原 が あ り,そ こで 草 食 畜群 が放 牧 され て お り,開 墾 され た 田 畑 は,そ れ ほ ど多 く

はな か った だ ろ うと され て い る。 しか るに,西 周 末 頃 で は,祭 祀 及 び 「燕 享」(天 子

の宴 会)に お け る最 も盛 大 な 場合 で も,か つ て の よ うに多 くの犠牲 を 用 いず,「 太 牢 」

と称 され た ウ シ な ど は,せ い ぜ い1頭 を用 い るにす ぎず,一 般 の 場合 は,ブ タ,ヒ ツ

ジ,イ ヌ を用 い ただ けで あ る。 した が って,こ れ は,別 に天 子 が節 約 しよ う と した の

で な く,放 牧 の適 地 が す で に 田 畑 化 さ れて,農 業 生 産 が進 ん だ か らで あ ろ う と され て

い る。 以後,ウ シ は労 役 用 に は 用 い られて も,祭 祀 も し くは食 用 に され るこ と は逐 次

減 少 す るの で あ る。 ヒ ツ ジの 場 合 は,耕 作 価 値 の さほ ど な い丘 陵 を 利 用 して放 牧 す る

のが 可 能 で あ る。 また,ブ タ は 「猪 圏」 と称 され るブ タ小 屋 兼 便 所 で 簡 単 に飼 育 され

る ので,ヒ ッ ジと ブ タの 食 用 は,ひ きつ づ き継 続 され た ので あ る。 一 方,本 来 は重 要

と され て い な か った ニ ワ トリや ア ヒル な ど の家 禽 は,相 対 的 に重 要 さを 増 して きた 。

しか し,春 秋 時代 以 後 は,多 くの 所 の 農業 生 産 は,主 食 で あ る穀 物 の生 産 を 中心 に し

た ので,一 般 の人 々 の 肉食 は,前 代 に比 べ て 減 少 した の で あ る。 イ ヌの 場合 は,ヒ ツ

ジや ブ タを 飼 育 す る の と異 な り,多 くの頭 数 を維 持 す る こと は な いが,戦 国時 代 か ら

前 漢 の頃 に か け て は,多 くの文 献 に 登 場 して いた ので あ る。 それ は,「 狗 屠 」(イ ヌ を

屠 殺 し,イ ヌ肉 を売 る人)に 関 す る記 述 で あ って,た と え ば,漢 の高 祖 劉 邦 と大 将 の

奨 檜 は,い ず れ もイ ヌ 肉愛 好 者 で あ り,奨 檜 は 「狗 屠 」 で あ った と い う よ うな もの で

あ る。 ちな み に,貢 献 の 「献 」 の字 は,も と もと 「献 」 と書 いた が,そ の左 側 の 「慮 」

は,陶 製 の炊 具 で あ り,そ の右 側 に 「犬 」 を 加 え て で きた 「獄 」 は,土 鍋 で イ ヌ を煮

る こ とを 意 味 した。 また,賛 成 を 意 味 した 「然 」 は,元 来 イ ヌ 肉を 焼 くとい う意 味 だ

った[中 国古 代 農 業 科技 編 纂 組 　 1980]。

　 しか るに,そ の後 は,な ぜ だ か よ くわか らない が,イ ヌ食 は逐 次 消 滅 した と い う。

事 実,今 日の 中 国で は,ほ とん ど の地 域 で,こ の イ ヌ食 を見 る こ とが で きな い。 しか

し,完 全 に消 滅 して しま った わ けで はな い。 「食 は広 州 に あ り」 で 有 名 な広 州 の イ ヌ

食 は,日 本 で もか な りよ く知 られ て は い る が,そ の他 の 所で もあ る ので あ る。

　 筆 者 は,吉 林 省 延 辺 朝 鮮族 自治 州 へ は まだ 行 って い な い が,朝 鮮 族 の場 合 は,朝 鮮 半

島 の人 々 と同 じよ うに,た いへ ん イヌ 肉 を好 む と い う[延 睡 ・盛 培 徳 　 1981:33-34]。

北 京 の西 単 に あ る 「延 吉 冷 麺 館 」 は,朝 鮮料 理 の専 門 店 で あ るが,そ こへ 行 くと,イ

ヌ 肉 の和 え もの,イ ヌ 肉 の ス ープ が メ ニ ュー に な って い る。 広 東 省 の広 州 で は,「 蛇

餐 館 」 とい うヘ ビ料 理 専 門 店 が あ るが,各 種 の有 毒,無 毒 の ヘ ビだ けで な く,オ オサ

ンシ ョゥ ウオ,ト カゲ,セ ンザ ン コ ウな ど もメ ニ ュ ー にあ り,ハ ク ビシ ンもイ ヌ もあ
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る。 これ ら野生 の珍 味を 主 と して 売 り物 に して い る有 名 料 理店 は,こ れ 以 外 に 「野 味

香 」 が あ るが,「 野 味 」 は野 生 の珍 味 と い う意 味 で あ る。 ま た,「 野 味」 の専 門 店 で は

な い が,広 州 有 名 料 理 店 の1つ で あ る 「北 園 酒 家 」 で は,「 満罎 香 」 とい う大 き な土

製 のか め に,多 腫 類 の 肉類,野 菜 類 を 入 れ た 名菜 が あ るが,こ れ に も イ ヌ肉が 入 って

い る。 ち なみ に,こ の蓋 を あ け る と よい 香 りが あ た りい っぱ い にた だ よ う とされ て い

る もの は,「 飛 ・潜 ・動 ・植 」 を入 れ た ものだ と い う。 「飛 」 は,ニ ワ ト リ,ア ヒル,

ガ チ ョ ウ,ハ ト。 「潜」 は,ス ッポ ン,「 山瑞 」 とい う も う一 種 の ス ッポ ン,オ オ サ ン

シ ョウ ウオ,フ カ の ひれ,ナ マ コ,魚 唇2)。 「動 」 は,ハ ク ビ シ ン,イ ヌ,セ ンザ ン

コ ウ。 「植 」 は,シ イ タケ,タ ケ ノ コな どで あ る。

　 また,広 州 の市 場 に は,イ ヌ肉専 門店 は見 た こ とが な い け れ ど も,イ ヌ肉 も売 る店

が あ る。 広 西 チ ワ ン族 自治 区 で は,イ ヌ 肉料 理 を食 べ て はい な い が,市 場 で 食 用 のた

め の子 イ ヌが売 られ て い る。 雲 南 省 で は,西 双 版 納 タ イ族 自治 州 で イ ヌ 肉料 理 を 食 べ

た ことが あ るが,雲 南 省 の イ ヌ食 は,タ イ族 居 住 地 域 だ けで な く,省 都 の昆 明 に もあ

り,漢 族 も食 べ て い る。 雲 南 に お け る イ ヌ肉 の美 称 は,「 地 羊 肉」とい う。 「地 羊全 席 」

と い う前 菜 に始 ま り,各 種 各様 の多 くの 料理 が,す べ て イ ヌ の各 部 位 を材 料 に した も

の で あ る が,こ れ は,数 人 で 食べ に行 か ね ば あ ま りに も量 が多 す ぎ る。

　 文 献 で見 た 場 合 は,イ ヌ食 の範 囲 は さ らに ひ ろが る。 前 述 の漢 の高 祖劉 邦 と奨 噛 の

出 身地 で あ る江 蘇 省 の浦 県 に は,「 亀 汁狗 肉」 が今 で も有 名 で,江 西 省南 部 に は,「 甑

蒸 白切狗 肉」,「家 郷 狗 肉」,「i辣子狗 肉」,「 醤 泡 狗 肉」,美 称 の使 われ て い る 「紅 焼 地

羊 肉」,「爆地 羊 肉」 な どが あ る[王 永 康 　 1981:74]。 また,同 じ江 西 省 の他 の イ ヌ 肉

料 理 を補 うと,「 三 杯 狗 肉」,「 沙 鉢 狗 肉」,「小 妙 狗 肉」,「狗 蹄 清 純 」 が あ る[王 永 康

1980:76]。 筆 者 は,北 京 の百 貨 店 で,河 南 省信 陽地 区 信 陽県 産 の 「紅焼 狗 肉」 の缶

詰 を買 った こ とが あ るが,文 献 に記 述 され た の は寡 聞 に して 知 らな い 。湖 南 省 の場 合

は,「 湘 西」 と称 され て い る西 部 地 区 は,山 が ちの 所 で あ り,江 西 省 と隣…接 して い る。

そ して,こ の湘 西 地 区 の 伝統 風 味 と され て い る もの は,「 紅 焼全 狗 」 で あ り,「 紅爆 狗

肉 」 も紹 介 され て い る[中 国 菜譜 編 写 組 　1979]。

　 次 は,台 湾 省 の場 合 で あ るが,台 湾 で も少 数 の 人 々が好 ん で食 べ る けれ ど も,そ れ

は 新竹 一 帯 の客 家 の人 々だ けで あ る と い う[朱 介 凡 　 1972]。

　 さて,こ こで 客 家 の人 々が 登 場 した ので,梅 県,竜 岩両 地 区 の場 合 につ い て述 べ る

こ とに す る。 す で に,梅 県 にお ける宴 会 の メニ ュ ーを 前 で 紹介 したが,そ の 中 に 「北

蕗 蚊 狗 肉」 と い う のが あ った 。 梅県 地 区 の 梅 州市 で は,こ の よ うな宴 会 料 理 だ け で な

　2)「 乾貨」 といわれる乾燥材料 の一種で,サ メの口まわ りの部分。 もど して中国料理 に用いる。
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く,市 内 中 心 に あ る商 店 街 の一 角 に,イ ヌ肉料 理 の専 門 店 が あ った。1979年 に訪 問 し

た と き は,黒 板 に 当 日 の メニ ュ ー と して 出て い た の は,「 清 徴 狗 肉 」,「 清 徽 狗 脚 」,

「清徽 薬 料 狗 肉」,「米 粉 狗 肉」,「米 粉 狗 雑 」,「清徽 狗 雑 」,「 糟 水 米 粉 」 で あ った 。 最

後 の1つ を のぞ くと,す べ て イ ヌ 肉料 理 で あ り,「 狗 雑 」 は イ ヌの 内瞳 の こ とで あ る 。

1980年 に も,同 じ店 を訪 問 した が,そ の とき は,特 別 に入 貨 した セ ンザ ンコ ウ の料 理

が 追 加 され て いた 。1980年 の調 査 で は,梅 県 か ら福 建 省 の竜 岩 地 区 の中心 竜 岩 県 まで,

9時 間 か けて 長 距 離 バ ス で移 動 した が,武 平 県 と上 杭 県 の途 中 にあ る十方 と い う所 で

は,バ ス道 に沿 って 自由市 場 が あ り,ハ ク ビ シ ン と共 に イ ヌ 肉 も売 られ て い た 。梅 県

地 区 の丙 村 の嘘 市 で は,子 イ ヌが 数頭 竹 か ご に入 れ られ て売 られて いた が,も っ と小

さい ま だ 目の あ いて いな い 子 イヌ は,虚 弱 な体 質 の人 に と って は,た いへ ん よ い薬 で

あ る とい って いた 。 少 年 期 を 梅 県 で す ご した 神 戸 在 住 の知 人 か ら,「 和 尚 抱尼 姑 」 と

い うそ の子 イ ヌ料 理 の話 を 聞 いて い た ので,そ れ を試 食 した か った ので あ るが,当 時

か ら7年 前 ま で は そ の料 理 が あ った が,な に しろ名 称 が 直 訳 す ると 「和 尚 が尼 さん を

だ く」 と い う エ ロチ ック な もの なの で,「 四 人 組 」 にや っつ け られ る前 に 自粛 した と

い う。 ちな み に,こ れ は,ま だ 目の あ い て い な い子 イ ヌを しめ,全 体 に少 量 の 塩 を ぬ

り,そ れ を ブ タの 胃袋 に入 れ,針 と糸 で ぬ い,土 鍋 に入 れ て と ろ火 で3時 間 ゆ っ く り

煮 込 む とで き上 が る。 そ して,そ の 非 常 に や わ らか くな った のを,調 味 料 もな に も付

け ず に食 べ る とい う。 な お,広 州 そ の 他 で は,冬 の寒 い と き に イ ヌ 肉が よ い とす る の

に 対 し,客 家 の人 々 は,「 冬 至 羊,夏 至狗 」 と い って 夏 に主 に 食 べ て い る。

　 いず れ に して も,梅 県,竜 岩 両 地 区 の 客 家 の人 々は,イ ヌ 肉 をた いへ ん好 ん で い る

写真13露 天市の子イヌ売り

　　　 (広東省梅県丙村)

写真t4　イヌ肉料理専門店の厨房

　　　 (広東省梅県梅州市)
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のである。客家の居住域以外で も,た とえば雲南省のようにイヌ食のある所 もあるが,

前記河南省の信陽県付近は,客 家の祖地であった。また,江 西省南部は,既 述のよう

に客家の集居 している所である。湖南省の西部も,客 家居住地であり,広 西チワン族

自治区もそうである。台湾省の新竹一帯 もそうであった。

　とすれば,イ ヌ食文化のある所は,ほ とんどが客家の分布域と重なることになる。

したがって,客 家の食文化の構成要素として,こ のイヌ食を入れることは,不 自然と

はいえないと思われるのである。

　 ところが,拙 著でそのようなことを書いてある[周 　 1980a]の を見て,大 阪在住

の 「R生」 と署名 した人から"著 者は,客 家は中国における少数民族ではない,と こ

とわりながら,第 四章で,客 家の故郷 ・梅県を紹介し,見 るか らに貧 しい犬肉店のカ

ラー写真までを添えて,客 家の分布する所には犬食文化があると書き,そ してその分

布は台湾省新竹付近にも及んでいるという。i著者は新竹付近まで調べに行ったのだろ

うか。私は台湾南部の出身であり新竹のことはよく知 らないが,南 部八郷鎮の客家に

は犬肉専門店があるのを見たことがないし,聞 いたこともない。福建系の街で蛇肉専

門店は見たことがあるが,著 者の流儀にかりると,福 建人の分布する所蛇食文化があ

るということになろうが,私 はそんな偏見は持たない"と 批判された[R生 　1980]。

登載紙の編集者によると,「R生 」は客家出身であるが,現 在日本国籍を取得 してい

る医者であるという。筆者は,批 判者の指摘 している新竹を訪問したことは全 くなく,

ただ前記文献によっているだけなので,そ の点は残念なのであるが,イ ヌ食を偏見だ

とは全 く思 っていない。朝鮮半島の食の文化 として,李 盛雨は,中 国ではすでに食べ

な くなった犬肉 ・肉胸を,孔 子も食べたといって,何 ら抵抗感な しに好んで食べたこ

とを述べている[李 盛雨　1981:129-153]が,偏 見どころか,む しろ誇らしげに述

べているのが印象的である。たとえば,香 港の場合 は,イ ヌを屠殺するのとイヌ肉を

食べるのが禁止されているが,し ばしば新聞の投稿欄で,外 国人はシチメンチ ョウを

食べるのに,な ぜ中国人がイヌを食べるのを禁止するのか,と いう類の記事が出る。

イヌ食をもち出すと 「偏見」だというほうが,ど うかと思われるのであるが,非 イヌ

食の人々は,し ばしばイヌを食べ るのは野蛮だとかいう。もっとも,前 記R生 の場合

は,も っと屈折 した見解をもっているようであるが,客 家の集居している梅県,竜 岩

両地区では,イ ヌ食は当然とされているのだか ら,あ まりR生 にこだわることもない

だろう。

　 さて,イ ヌ食について,も う少し実際に食べている中国の人々を紹介 しておきたい。

これは,ま だそれほどひろがりをもっているのでないか ら,前 で触れなかったのであ
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るが,竜 岩 地 区 に接 す る福 建 省南 部 の人 々 は,今 日客 家 だ か らど うの こ うの とか,閲

南 人 だか らど うの こ うの とか い わ な い。 互 い の交 流 が盛 ん に な った か らか,た と え ば

泉州 市 の一 部 の人 々 も,イ ヌは お い しい と い って 食 べ て い るので あ る。 ま た,福 建 省

寧徳 地 区 の シ ョオ族 も,イ ヌを 食 べ る こと が あ る と い って い た。 前 述 の梅県 地 区 豊順

県 の シ ョオ族 の場 合 は,同 じシ ョオ族 で あ って も,イ ヌを食 べ な い と い う。 そ れ だ け

で な く,客 家 の人 々が 唐 臼 の こ とを俗 に 「狗 踏 碓 」 と称 す るので,か れ らは足 踏 み の

唐 臼 を用 いず,立 杵 と臼 を 用 い ると い う。 シ ョオ 族 は,ヤ オ族 と同 じよ うに,槃瓠 犬

祖神 話 を語 り伝 えて い る。 した が って,本 来 な ら豊順 県 の シ ョオ族 の よ うに,イ ヌ肉

を食 べ るど ころか,イ ヌを 踏 み付 け る と い う こ とば だ け で も問題 にな るの で あ る 。 し

か るに,寧 徳 地 区 の シ ョオ 族 は,イ ヌ 肉を 食 べ る こ と もあ る,と い う よ うに変 化 して

い るので あ る。

　 要 す る に,過 去 にお い て イ ヌ を食 べ な い の は,1つ は,槃瓠 犬 祖 神 話 も し くは イ ヌ

・ トーテ ミズ ムを もつ 人 々で あ ろ う。 もう1つ は,羊 な ど の放 牧 で イ ヌを使 って羊 群

を コ ン トロール した り,狩 猟 で イ ヌ を使 った りす る人 々で あ ろ う。 あ るい は,も と も

とイ ヌ食 を して いた が,ブ タ な ど も っと飼 育 が しや す い家 畜 が 得 られ る こと に な り,

逐次 イ ヌ食 を や めた 場 合 も想 定 され る。

　 雲 南 省 の まだ 単 一 民 族 とは され て い な い苦聡 人 の場 合 は,ま だ 狩猟 にか な り重 点 を

お いて い る生 業 形 態 を もつ が,か れ らは,イ ヌが狩 猟 にお いて 大 きな役 目 を果 た して

い る ので,た いへ ん イヌ を尊 重 し,食 べ もの不 足 の状 況 下 にあ って は,自 らは腹 を

写真15俗 に 「狗踏碓」という唐臼(福 建省
　　　 永定県古竹公社高北大隊)

写真16　 ジャス ミン茶用の ジャス ミンの

　 　 　 花を摘む ショオ族の娘(福 建省

　 　 　 寧徳地区寧 徳県)
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す か せ た ま ま,イ ヌ に わ ず か だ けで あ る 食 べ もの を 与 え る し,イ ヌ 肉 を食 べ て はな

らな い とす るき び しい タブ ー が あ る と い う[凝 渓 　 1980=50-51;雲 南 省 歴 史 研 究 所

1980]。

　 雲 南 省 徳 宏 タ イ族 ・チ ン ポー族 自治 州 の チ ンポ ー族 は,焼 畑 で ア ワ(モ チ種 の ア ワ)

を作 って お り,現 在 で は,焼 畑 はか な り減 少 して お り,収 穫祭 の 内容 も変 化 して い る

の で あ るが,解 放 以 前 の 収 穫祭 は,一 定 の儀 礼 を と もな う もの で あ った。 こ の ア ワ の

来 源 に つ い て,,,チ ンポ ー族 は,伝 説 を もって い る。 それ は,チ ンポ ー族 が もと もと栽

培 して い た ほ うの ア ワ は,ア ワの魂 が天 上 に去 って しま った ので,地 上 の ア ワ の成 長

が わ るか った。 そ こで,飼 育 して い た イ ヌが,昼 も夜 も天 を 仰 ぎ 吠 え た て た の で,つ

い に ア ワ の魂 を地 上 に 呼 び もどす こ とが で き,以 後 チ ンポ ー族 の ア ワ は,よ く成 長 す

るよ うに な った,と い う もので あ る。 そ うい う伝 説 が あ るので,チ ンポ ー族 は,イ ヌ

に対 して た いへ ん 感 謝 して お り,収 穫 祭 の 日は,ま ず イ ヌに食 べ させ,次 に水 牛 に 食

べ させ,そ の次 に老 人 に 食 べ させ,尊 敬 の意 を 表 わす とい う[何 国周 　 1980:55]。

も う1つ の話 は,チ ン ポー族 の祖 が 農 業 経 済 の段 階 の初 期 に入 った と き は,イ モ の 栽

培 だ け で あ った 。 だ か ら,か れ らの最 も早 い 時期 の姓 氏 は,メ イ ホ ー(イ モ栽 培 の 意),

メイ プ ー(イ モ を翠 くの意),メ イ ツ ァ ン(イ モ の栽 培 地 の 湿度 を調 節 す る の意)な

ど と,イ モ に 関連 す る もので あ った 。 と こ ろが,ア ワは,伝 説 に よれ ば,イ ヌ が太 陽

の 出 る方 向,つ ま り 「内地 」(辺 境 で な い漢族 居 住 地)か ら,し っぽ に付 着 させ て も

た ら した 。 この種 子 か らチ ンポ ー族 の ア ワ栽 培 が 始 ま った ので,毎 年 収穫 祭 を行 な う

と き に,ま ず イ ヌに食 べ させ られ るの で あ る とい う[雲 南 省歴 史 研 究 所 　 1980]。 こ

の2つ の伝 説 は,内 容 が い さ さか 異 な って は い るが,伝 説 と い う もの は,出 所 が 異 な

る と しば しば 異 な る こと が あ る。 しか し,い ず れ に しろ,イ ヌ が 関与 して い る こ と は,

チ ンポ ー族 が 農 耕 に 入 る前 に は,狩 猟 生 活 の 段階 が あ り,農 耕 に入 ってか らも,狩 猟

の 重要 性 は ひ きつ づ きあ った か ら,イ ヌを た いせ つ にす る習 俗 が で き た ので あ ろ う。

一 方
,か な り早 期 か ら水 田 耕作 を行 な う こ とに な った タ イ族 の 場 合 は,イ ヌ と の縁 の

深 さが な い ので,イ ヌを 食 用 に す る こと もあ るの で は なか ろ うか 。

　 と こ ろで,客 家 の場 合 や 雲 南 省 の 漢 族 の場 合 は,な ぜ他 の漢 族 居 住 域 で イ ヌ 食 が 消

滅 した の に存続 して い る ので あ ろ うか,と い う こ とに な るが,華 北 や 華 中 に お い て は,

魏 晋 南 北 朝 の前 あ た りか ら,北 方 の遊 牧 民 が侵 入 し,そ の イヌ を た いせ つ にす る遊 牧

民 の影 響 と,先 に も述 べ た容 易 に頭 数 を 確保 で き る ブ タ飼 育 に よ るブ タ食,も し くは

羊食 に よ って,漸 次 イ ヌ食 を廃 す る こ とに な った が,中 原 か ら南 下 した 客 家 は,イ ヌ

食 の古俗 を保 つ の に容 易 で あ った か ら,イ ヌ食 が見 られ る ので はな か ろ うか 。 雲 南 省
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の漢族の場合は,入 境の歴史が相対的に新 しいが,や はり山がちの辺境であったので,

古俗が残りやすかったと思われる。広州の場合も,そ のような理由が考えられるが,

広州の場合は,か つて一層広 く分布 していた少数民族,た とえばチワン族の祖などに

よる影響もあったかも知れない。

　客家の食文化については,す でに述べたように,米 志向性が強 く,南 方にしか分布

していない仙人草を用いるなど,本 来北方的要素でないものも影響が大である。とす

れば,イ ヌ食は,広 州を含む南方の影響である可能性 もある。古俗を保ったのか,南

下してからの影響なのか,断 定する資料はないけれども,イ ヌ食の文化は事実として

あるのである。

　次は,茶 について述べる。茶を飲むことは,本 来客家特有のものがあるわけではな

く,こ こで考察す る必要 もなかったのであるが,「 客家人の飲茶習俗」として,渡 辺

欣雄が紹介 している[渡 辺　1979:4445]の で,少 々それについて触れておきたい。

渡辺は,台 湾南西部の高雄県 ・屏東県の客家について,"客 家の人々が説明する客家

独自の習俗に飲茶の習俗がある。 客家人の飲茶の習俗は,「福建人」よりも,よ り普

及したものであるといわれる。 その話を聴いて,「 福建人」と客家人との習俗の差を

わたくしは調べてみたわけでもないので,何 とも言えないが,と もかく毎食後一杯の

茶が出され,あ るいは歓談の折にも,茶 をもって接待をうけたことは事実であるし,

茶に親 しむ日常生活のなかで,わ た くしが何か月かを過 したことは確かである","三

っめは,茶 碗が小型のものである。写真にあるように,い っさいの茶器が深鉢の茶盆

に納められている。この種の茶器が接客用の最高の茶具のようである。飲み方は,ま

ず急須に茶葉を入れ,つ ぎに湯を注 ぐ・湯は急須から浴れるようにしていれ,猪 口ほ

どの小茶碗が同時に湯で暖められるようにする。それか ら湯に濡れた小茶碗をとりだ

して,各 人の前に置き,小 茶碗に濃茶を注 ぐのである。茶を注 ぐとき,濡 れた急須の

湯を切るために,茶 盆の端に沿って急須をゆっくりと回し,て いねいに小茶碗に茶を

注ぐことが,客 人に対する礼儀である"と している。

　 ところが,こ れは,潮 州の 「工夫茶」そのものである。 「工夫茶」は,一 種の茶道

である。広東省東部の汕頭市を中心とする閲南方言に近い潮州語を話す人々,つ まり,

広東省潮州地区の人々の伝統的な茶の飲み方である。

　 「工夫」というのは,手 間や時間をかけるという意味で,素 焼 きの 「小風炉」とい

う炉で炭火をおこし,「茶鍋」という素焼きの土鍋で湯をわかす。 急須は,朱 泥のを

用いるが,江 蘇省宜興製のが最 もよいとされている。 しか し,最 近では,汕 頭の潮安

県楓漢のもよいとされている。 このいわゆる急須型の急須は,「 紅土壷」とか 「罐」
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と称するが,ふた付 きの茶碗蒸 しの容器型の急須もある。後者は,「蓋杯」または 「忠」

と呼び,茶 を速 く出すときに用いる。かつてのこった急須には,金 や銀の層をはり付

け,彫 刻まで施 してあった。急須は,数 代にわた って使用するので,茶 かすが当然付

く。茶かすはゴシゴシ洗いとってはならないとされている。だから,熱 心のあまりま

ちがったことをしでかす人のことを 「洗茶渣」というのである。使用する水は,泉 水

または井戸水が理想的である。茶葉 は,鉄 観音,水 仙,鳳 鳳単叢が最もよいとする。

いずれも鳥竜茶,つ まり半発酵の茶で,前2つ は,福 建省産,最 後のは,地 元の産で

ある。茶の入れ方は,ま ず,茶 洗の上で急須と小杯を湯であたため,急 須に茶葉をた

っぷ り入れ,湯 を注 ぐ。 しか し,1回 目の湯は,茶 葉を洗い,葉 を開かせるために注

ぐので,捨 てられる。2回 目からは,小 杯に入れて飲むのだが,小 杯の大きさは,現

地ではクル ミ大だと表現する。急須の茶を小杯に注 ぐのは,い くつかの小杯に順 ぐり

に入れる。したがって,ど の杯の茶色も均等になる。土鍋から急須に湯を入れるとき

は,か なり高い所から注ぎ,茶 葉片が動 くことによって,ど の茶葉片 も十分受熱でき

るようにし,ほ こりなどが湯とともに溢出するようにするが,急 須から杯に茶を入れ

るときは,急 須の口と杯とが接するようにして入れる。これを 「高沖低掛」とか 「高

沖低鯖」といい,順 ぐりに入れるのを 「関公巡城」という。急須の茶は,最 後の1滴

まで入れるのであるが,ユ 杯の杯 にだけそうするのでなく,残 り僅少というとき,ど

の杯にも1滴 ずつ入 るようにするのである。これを 「韓信点兵」という。その際,急

須はらんぼうにあつかってはならず,親 指と中指で把手をつまみ,食 指をふたに軽 く

付けて入れる。小杯は,夏 用のと冬用のとがある。夏用のは広ロで,杯 壁がうすい。

冬用のは口が狭 く,杯 壁が厚い。1回 急須に入れた茶葉は,そ の質にもよるが,数 回

湯を注 ぐことができる。濃厚なお茶なので,口 に含むとやや苦く感じられるが,す ぐ

に芳香がのどに感じられる。これを 「喉底」があるとして尊重するのである。

　 「工夫茶」というものは,以 上のようなものであるが,潮 州地区を発祥地として,

隣接の福建省から台湾省へ,あ るいは梅県地区へと伝わり,東 南アジア各地に華僑 と

してわたった潮州人によって,東 南アジア,特 にタイ国にも伝わっている。

　 しか し,梅 県地区へ伝わったのは,第 二次世界大戦中,汕 頭地区に住んでいた客家

の人々が,日 本軍の汕頭占領を避け,梅 県地区にもどってからであるといわれている。

梅州市の荒物屋にも 「小風炉」が売られており,ク ル ミ大というよりもう少 し大 きい

杯で 「工夫茶」を飲む人々もいるが,潮 州地区ほどの愛好度には達 していないようで

ある。 したが って,「工夫茶」を客家独特とするわけにはいかないが,茶 葉は,緑 茶

(不発酵),紅 茶(発 酵茶)で なく,烏 竜茶(半 発酵)を 好むのであるから,福 建省
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や潮州地区の人々などとともに,茶 は烏竜茶を好むということは特徴の1つ だとして

よいだろう。

3.住

　客家の典型的な伝統住居は,2種 類を挙げることができる。その2種 類の伝統的住

居について紹介 したものに,劉 敦禎[劉 敦禎　1956,1957]の 著書があり,田 中淡 ・

沢谷昭次がそれを日本語に翻訳している[劉 敦槙　1976]。 ちなみに,そ の原文と訳

文においては,客 家は 「客家族」 となっていた。前述のように,解 放後の数年間にお

いては,客 家を少数民族だと思いこんでいる場合が しばしばあったからである。

　前で簡単に触れたが,筆 者が客家の集居する梅県地区に最初に入 ったのは,1979年

であった。そのときは,広 州から汕頭まで小型機を利用し,汕 頭から長距離バスで掲

陽県,豊 順県を経由して,梅 県の梅州市へ行 き,梅 州市周辺の梅県南口などで調査し

て,帰 途は,車 で興寧県へ行き,興 寧から小型機で広州にもどったのである。1980年

は,広 州か ら興寧へ小型機で行き,車 で梅県,梅 州市へ行き,梅 県周辺の丙村 とか雁

洋などで調査 し,梅 県から長距離バスで福建省竜岩地区の中心竜岩県にまず行き,竜

岩から車で永定県周辺を調査 した。そして,竜 岩県にもどってか らは,譚 州,厘 門,

泉州,福 州などを回ったのであった。

　筆i者は,1979年 の調査に基づき,拙 著[周 　 1980a]で,客 家の住居を紹介 したが,

典型的伝統住居の1つ とした 「三堂二横式」住居はよいとして,も う1つ の 「環形住

(側面)

図2　 三堂二横式住居

[劉敦 槙主編　1980】

(平面)
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写真17三 堂二横式住居,後 部 に囲屋が弧状 にな って

　 　 　 いるのが見える(広 東省梅県南口公社)

居」としたものは,1980年 の調査によって,環 形だけでなく,方 形をなすのも決 して

少数というわけでないことがわかったので,「 環形住居」 ということばで代表させる

のは,適 切でないと思いなおした。そのため,本 稿では,用 語を改め,現 地名の 「土

楼」をそのまま採用 して,環 形の 「土楼」は 「環形土楼」とし,方 形(ま たは長方形)

の 「土楼」は 「方形土楼」と称することにする。なお,拙 著で梅県周辺にもこの土楼

があったと報告したが,永 定県の典型的なのに比べると,そ れは土楼そのものだとは

いいがたいものであったと,こ こに訂正 しておきたい。

　さて,ま ず一般的なことについて説明しておいてから,客 家独特と思われる2種 類

の住居一 「三堂二横式」と 「土楼」について詳述 したい。

　1979年 の興寧から飛び立 った小型機では,気 が付かなかったが,1980年 の広州から

興寧への機上では,興 寧空港に近づき,低 空を飛ぶようになってか ら,山 間平野のあ

ちらこちらに,三 堂二横式の住居の典型的なのが,ず いぶん多く残 っているのが見え

　ところで,梅 県か ら永定県に向かう

には,梅 県地区が広東省に所属 し,永

定県が福建省の竜岩地区に所属するの

で,こ の両地を結ぶ,松 口経由の最短

距離を走るほうの長距離バスが利用で

きず,い ったん福建省の永定県が所属

する竜岩地区の中心である竜岩県 に行

ってから,許 可申請をし,許 可を得て
写真18環 形土楼住居の外観(福 建省永

　　　 定県古竹公社高北大隊)
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写真19閲 南系住居の特色をもつ客家の

　　　 住居(福 建省竜岩地区竜岩県)

か ら永定県に入 った。梅県から,蕉 嶺

県を経て,武 平県,上 杭県などを経由

する所要時間9時 間(途 中数か所で休

憩する時間を含む,200数 キロ)の コ

ースは,大 局的に住居のバラエティー

を観察するには,都 合がよい。

　その観察によれば,客 家の集居地域

内といえども,そ の住居の形式は均一

なものでなく,三 堂二横式住居は,梅

県地区でも,梅 県を離れると逐次減少 し,蕉 嶺県あたりでは,中 国各地に見られる1,

2階 立てのごく普通の小 さな農家ばか りであ った。そして,福 建省側に入ってしば ら

くは,や はり同 じで,そ の後は木造の家屋が目立つようになり,竜 岩県近くになって

からは,三 堂二横式に近いけれども,閲 南系の住居と折衷されたような住居に変わ っ

たのである。土楼 は,永 定県以外にも多少はあると聞いたが,竜 岩県から車で永定県

に至る中聞地点 あたりから目立つようになる。典型的な土楼 の所在地は,周 囲がすべ

て山であり,山 を切り開いてできた幅のせまい車道は,調 査 したその年 に開通 したと

いう。それまでは,尾 根を走る人道 しかなかったわけである。このように山深い環境

にあるので,清 代の土楼まで残 ってお り,他 地域の住居の形式に変化したり,こ の形

式を他地域に伝播 させたりす るのも容易でなかったのであろう。

　なお,1980年 の梅州市滞在中,筆i者 は唐代の古寺といわれる霊光寺のある陰南山に

登 ったが,漢 流の両側は,そ れぞれの区画が小さい水田が,棚 田となってず っとつづ

図3環 形 土 楼 住 居[劉 敦槙主編1980]
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いており,木 造の民家がところどころ

に現われた。それは,貴 州省踏東南 ミ

ャオ族 トン族自治州で見たミャオ族住

居のいくつかの形式のうちの1つ のよ

うであった。前述のかつての平地の客

家か ら 「山古老」と称 して軽蔑された

という山住みの客家の住居とは,こ の

ようなものを指すようであった。

　いずれにしろ,客 家居住域で観察さ

れた住居は,一 般的にいって,後 述す

写真20陰 那山への途中で出現した山住

　　　 みの客家の住居(広 東省梅県雁
　　　 洋公社)

る三堂二横式と土楼だけではな く,他 地に見 られる形式のもの,あ るいは華僑が故郷

に帰 ってから建てたという東南アジァの様式 と折衷 した ものなどもあるのである。 し

か し,三 堂二横式と土楼とは,客 家居住域以外では見ることができない。 したがって,

この2種 のものは,客 家独特と見なすことが可能であり,客 家文化の要素としてよい

かと思われる。

　ところで,こ の典型的な客家の伝統的住居について,そ の源流などを知ろうとして,

客家居住地に関係するそれぞれの地方志を調べたことがあったが,残 念ながらそれに

触れたものはな く,前 記劉敦禎め紹介より古いものでは,例 の羅香林の著書(1933年)

があるのみであった。これは,三 堂二横式に関する簡単な記述のみであるが,こ れを

引用 してより詳しくしたのに陳運棟の著書がある[陳 運棟　1978]。 田中淡の訳 した

アンドリューの著書[ア ンドリュー　 1979]に も,客 家 の住居 の紹介があるが,こ

れは劉敦禎の著書の引用にすぎない。 なお,劉 敦槙が主編となった新 しい本[劉 敦禎

1980]で は,「 客家族」という表現がなくなり,「 客家」になっていたが,客 家の部

分に関 しては,そ の前著以上の資料の追加はない。福建省永定県の住居については,

劉敦禎の前著に,張 歩篶 ・朱鳴泉 ・胡占烈共著の 『福建永定客家住宅』(未 刊本)の

引用があるが,こ の本は,文 化大革命中,原 稿が紛失 したそうで,幻 の本になってい

る。 しか し,幸 運にもその原稿の元になった論文[張 歩鴛 ・朱鳴泉 ・胡 占烈　1957:

63-103]は,北 京図書館にも南京工学院にも登載誌があったので,そ れぞれ知人か

らコピーを入手することができた。以下の記述は,主 としてこの論文を参照す ること

になる。

　ちなみに,台 湾省においては,三 堂二横式と土楼のような形式の客家の住居 はない

という[陳 運棟　 1978]。 陳運棟は,高 燦栄の著書を引き,そ れによれば,台 湾にそ
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のような形式の住居がない理由は,台 湾に渡来した客家の多 くは貧しく,貯 蓄が少し

で もできると故郷の親へ送金 したし,家 族をひきつれた移民 もたいへん少なく,ま た

入植 した地区が,閲 南系移民の利用しない山がちの所で,先 住民(高 砂族のこと)も

以前ほど移民に抵抗することがなかったので,客 家は防禦策を考えることから免れた

からである,と 述べている。したがって,台 湾の客家の住居は,閾 南の住居と同じ形

式のものであって,細 かい点で相互にやや異なるところがあるだけだとしている。

　なお,江 西省南部の客家の集居地域については調査しておらず,住 居に関する資料

もないので,そ の様子は全 くわからない。また,広 東省の恵陽地区や,福 建省竜岩地

区でも長汀県などは,や はり調査 していないのであるが,恵 陽地区については黄徳芽

の著書[黄 徳券　1980],長 汀県については,竜 岩地区文化局 ・古田会議記念館編集

の小冊子[竜 岩地区文化局 ・古田会議記念館　 1979]の 写真で見た限りでは,三 堂二

横式や土楼住居はなく,長 汀県の場合は,竜 岩県と同 じように,閾 南系の住居 と折衷

したものであった。

　さて,客 家の典型的伝統住居についての細かい説明に入 るが,三 堂二横式にしろ,

土楼にしろ,客 家独特であるとすでに述べた。 しかし,他 の地域と全 く無関係のもの

ではない。いずれも,基 本的には,華 北一帯,特 に北京などに多い 「四合院」住居 と

同じ系譜をたどれるものである。ただ,ほ とんどの四合院住居が,平 屋かせいぜい2

階建てであるのに,客 家のそれは,3階,4階 建てであり,部 屋数が多 く,大 規模の

ものになっており,高 層集合住居となっている点が異なる。この四合院の流れをくむ

のは,客 家の祖が中原に発祥 したことと無縁でなく,南 下 してからは,山 がちの環境

において,「 外敵」から自衛 しなくてはな らないこと,宗 族の団結を容易にす ること

から,高 層集合化したのであろう。

図4　 北京 の典型的な四合院住居

　　 [劉敦槙主編　 1980]

　まず,典 型的な 「四合院」住居とは

どんなものであるかについて,簡 単に

触れておく。四合院住居の形式は,漢

代までに確立 したと一般にいわれてい

る。中国の住居形式においては,最 も

代表的な形式で,明 清時代までその伝

統が伝えられたという。今日でも,前

代からのそれが残 っているが,そ の典

型は,方形の敷地の周囲を高塀で囲み,

中庭の 「院子」をもっている。塀が高
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い た め に,外 部 か ら内部 の様 子 を うか が う こ とは で きな い。 方 形 の 敷 地 内 の 正 面 に は,

「正 房 」 とい う主 屋 が あ り,そ の前 方 左 右 に は,わ き部 屋 の 「廟 房 」 が 相 対 して 配 置

され,そ の さ らに前 方 に,主 屋 に相 対 して 向 か い部 屋 の 「倒 座 」 が あ る。 この 正 房,

左 右 の廟 房,倒 座 に 囲 ま れ た所 が院 子 な の で あ る。

　 北 京 の 狭 い道 路 は 「胡 同 」 と呼 ば れ て い るが,胡 同 の両 側 は,塀 な の で あ るが,実

は倒 座 の 壁 面 が塀 を兼 ね て い る ので あ る。 そ の一 部 に 門が あ るが,そ こか らの ぞ き こ

む と,正 面 は壁 面 に な って い る。 これ は,内 部 を の ぞ け な い よ う にす る 目隠 し用 の独

立 壁 で,「 照 壁 」 も し くは 「影 壁 」 とい う。 厳 密 に は,外 部 に近 いの を 照 壁,さ らに

内側 に も あ るそ れ を影 壁 と区 別 した が,実 際 は 混乱 して 呼 称 され て い る。 目隠 し用 で

あ るが,も と も と は一 種 の魔 除 けで もあ った 。 しか し,そ の後 は 目隠 し と装 飾 に 重点

が 置か れ た の で あ る。 そ の影 響 は,沖 縄 に も伝 わ り,沖 縄 で は 「ヒ ンプ ン」 と呼 ば れ

て い る。

　 四 合 院 の塀 は,レ ンガ か 「秀 土 」 に よ って で きて い る。秀 土 と い うの は,黄 土 を 木

型 に詰 め,そ れ を 突 き固 め た もので あ る。 そ の方 法 は 「版 築 」 と呼 ばれ て い る。版 築

に よ って 秀 土 の 層 を 高 く して い け ば,塀 が で き上 が る こと に な る。 レ ンガ に 比 べ て く

ず れ や す いが,か な りの耐 久 力 が あ る。 黄 土地 帯 の豊 富 な黄 土 の もつ 特 性 を,う ま く

民 家 に利 用 した と いえ よ うか 。

　 と こ ろで,「 三 堂二 横 式 」 住 居 で あ るが,こ れ は,そ の四 合 院 の 閉 鎖 的構 造 を採 る

点 で,「 土 楼 」 と と もに,基 本 的 に 四合 院 と 同 じタ イプ だ とす るの で あ る 。

　 三 堂 二 横 式 住 居 は,標 準 的 な の は,敷 地 の 中軸 線上 に,3つ の広 間 が 並 ぶ。 それ ぞ

れ,門 に近 いほ うか ら 「下 堂」,「中堂 」,「上 堂 」 とい う。 そ して,そ の 左 右 に わ き部

屋 の 「横 屋 」 が 各1つ 配 され る。 この よ うに,3つ の堂 と2つ の横 屋 を もつ こと に よ

って,「 三 堂二 横 」 と呼 ぶ ので あ る。 しか し,こ れ は あ くまで 標 準 なの で あ って,実

際 は,3堂 しか な い もの(三 堂式),4堂 の もの(四 堂 式),3つ の 横 屋 の 並 ぶ も の

(三 横 式),2堂 と1横 屋 の もの(二 堂一・横 式),3堂 と1横 屋 の も の(三 堂一一tw式)

の もあ り,「 三 堂 二 横 」 の門 前 に,横 長 の穀 物 を干 す 広 場 が あ り,そ の ま た前 に,半

円形 の 魚 池 が あ り,建 物 後部 に 円弧 状 を な す外 郭 の 「囲房 」 また は 「囲屋 」 と称 さ れ

る もの の付 くの もあ る(三 堂 二 横 加 囲 屋 式)。 さ ら に,横 屋 の 数 の多 い の もあ る(三

堂四 横 式,三 堂 六 横 式 な ど)。 いわ ゆ る 「三 堂 二 横 式 」 と称 す る もの は,こ れ らそれ

ぞ れや や 異 な る もの を,す べ て合 わせ た 総 称 に す ぎ な い。 な お,こ こで補 足 して お く

が,三 堂 二 横 式 の 場合 も,四 合 院 住 居 と同 じよ うに,向 か い部 屋 の 「倒座 」 が 付 く も

の もあ る。

113



国立民族学博物館研究報告　　7巻1号

　前で,興 寧空港に着陸体勢に入ろうとして低空飛行に移 った機上から見た,興 寧の

山間平野に散らばる三堂二横式住居について記 したが,ほ とんどが建物の前方に半円

の魚池をもち,建 物の後部が囲屋をもつものであったので,空 か ら見た全体の輪郭が,

競技場の トラックのようであった。そのたあ,興 寧の三堂二横式住居を典型的である

といったのだ。

　さて,も う少 し細かい点につ き説明 しておきたい。堂は,下 堂,中 堂,上 堂の3っ

があるのを標準としたが,そ の名称は別のもある。 中堂を 「正堂」,上 堂を 「主楼」

とか 「後楼」という場合もあるのである。また,総 称の 「堂」は,「堂屋」ともいう。

　堂と堂の間は,長 方形の中庭で,そ の左右に渡り廊下がある。この中庭は 「天井」

といい,渡 り廊下は 「廊屋」という。また,下 堂 ・中堂 ・上堂の左右両側には,そ れ

ぞれ横屋にはさまれた形で細長い中庭があるが,こ れは,「 横坪」と呼ばれている。

門前の穀物千 し場は,「 禾坪」 と呼ばれている。 この禾坪の前と左右にさらに建物か

塀があって,禾 坪が囲まれ,そ の建物または前方の塀に 「外大門」と称する門が作 ら

れている場合がある。 この種の形態をとる三堂二横式住居は,「 正三堂」といい,そ

うでないこれらを省略した形態のを 「仮三堂」というが,後 者のほうがむしろ一般的

である。

　下堂は,通 常3室 からなる平屋で,中 央の大きいのが狭義の下堂なのである。その

左右のは,「下堂左間」,「下堂右間」というが,全 住居の大きさによって,左 右の部

屋の数は異なる。中堂は,正 堂とも呼ばれるとすでに述べたが,こ れは全住居内の中

心的存在であるとされているか らである。したがって,冠 婚葬祭は,中 堂の左右両側

の 「客庁」または 「花庁」と称される部屋に客を入れ,正 中の狭義の中堂でその儀式

を行なう。なお,下 堂は,玄 関であり,そ の左右の部屋は,貯 蔵室として農具を置い

た り,書 斎にしたり,接 客用にしたりする。

　下堂,中 堂が平屋であるのと異なり,上 堂は,主 楼とも称されるごとく,居 住の主

要な部分である。したが って,3階 になっているのも4階 になっているのもあり,階

数はきまっていない。その使用のされ方 もまちまちであるが,最 も普通なのは,正 中

のを広間と階段,貯 蔵室とし,そ の両側にいくつかの部屋を並べて,そ れぞれを居室

とするものである。大型のになると,上 堂の 「天井」を囲む形で部屋がいくつか並ん

でいる場合もある。なお,上 堂の住人は,長 老その他の主要な人々なのである。また,

上堂の 「天井」を囲む形になっている部屋は,左 右のを 「上北庁」,中 堂との間にあ

るのを 「中北庁」というが,前 者は厨房,後 者は書斎または貴賓室に使うことが多い。

　横屋は,高 さが部分によって異なる。一般には,建 物の前部が低 く,後 部へ行 くほ
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写真21三 堂二横式住居の前部の禾坪(広 東省梅県梅江公社半坑)

写真22三 堂二横式住居の前にある半円形の魚池(広 東省梅県梅江公社半坑)

写真23三 堂二横式住居の後部にある囲屋と涼院(広 東省梅県梅江公社半坑)
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写真24三 堂二横式住居の内部と中庭の1つ である天井(広 東省梅県梅江公社半坑)

ど高 くな り,側 面 か ら見 ると,階 段 状 にな って い る。 した が って,最 も後 部 に な る と,

た い て い3階 か4階 とな って い る。 横 屋 に は多 くの部 屋 が 作 られ て い るが,階 下 の ほ

ぼ 中 間 に は,や や 広 い間 が 作 られ,「 横 庁 」 と称 され て い るが,こ こで普 通 の客 を 接

待 す る。 横 庁 以 外 の階 下 の 各室 は,厨 房,「 磨房 」(ひ き臼部 屋),「 春 房 」(つ き臼 部

屋)な ど の作 業 部 屋 とな って い る。 また,2階 以 上 の各 部 屋 は,居 室 と して利 用 され

て い る の で あ る。

　 建 物 後 部 に前 記 「囲屋 」 が あ る場 合 は,囲 屋 と上堂 と の間 に空 間 が で きる。 この 空

間 は,「 涼 院 」 と 呼 ば れて い るが,そ こで洗 濯 物 を干 した り,他 の用 に使 った りす る

写真25三 堂二横式住居の中堂
　　　 に置かれた位牌(広 東

　　　 省梅県梅江公社半坑)

が,家 畜小 屋 を建 て て い る場合 もあ る。 な お,囲 屋

は,単 な る弧 を なす 塀 で あ る場 合 もあれ ば,弧 を な

す 部 屋 の つ な が った 場 合 もあ る。 後 者 で あ る 場 合

は,人 が住 ん で い るの もあ るが,た い て い物 置 また

は家禽,家 畜 の小 屋 と な って い る。

　 便 所 は,「 茅 房 」 とか 「糞 鉦 」 と呼 ば れ て い るが,

これ は主 建 築 か ら最 も離 れ た外 側 に,中 軸 線 と平 行

す る形 で,ず ら っと1列 に 並 べ られ て い るが,そ の

20ほ どあ る そ れ ぞれ の便 所 は,非 常 に小 さな もの で

あ る。 ま た,要 所 要 所 に 土製 の か め を 置 き,長 い柄

を 付 けた木 ぶ た が[]に か ぶ さ って い る男 子 の 小 便 用

の 「便 所 」 もあ る。

　 と ころで,後 述 す る 「土 楼 」 の場 合 もまた そ うで
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あるが,四 合院住居をい くつもつらねただけでなく,階 数もまた多 くした複雑な形を

とる大規模な客家の伝統的住居は,部 屋数が多いものになると200近 くあり,数 百人

に達する居住者があるのである。さながら高層集合住居ということになるが,な ぜ こ

のような特殊な居住形態をとっているのか,と いうことになるが,こ れは,封 建社会

における礼教に対 して,客 家の場合は特に積極的に受け入れたからということが一方

ではいい得 る。 また,も う一方では,山 がちの環境にあって,「 外敵」に対する防禦

策を必要 としたか ら,こ のような形態をとったともいい得る。ここでは,中 国の宗族

結合について,詳 説する余裕はないが,宗 族結合は宋代以後においては,そ れ以前よ

りむしろ強くなっている。あたかもその時期が,他 称であった 「客家」を逆手にとっ

て 「客家」 と自称するようになった時期,つ まり客家の自律的形成過程であったろう、

と思われる。宗族やそれと関連する族産の族田,祭 田,義 田,学 田,あ るいは,宗 祠

とか祠堂といわれるもの,族 譜,家 譜,家 規,家 訓など,さ しあたってはいちいち解

説 しないでおくが,い ずれも,こ れまでの客家の生活と密接につながっていたのであ

る。たとえば,牧 野巽によれば[牧 野　 1979,1980],宗 族は中国の南方に特に強い

傾向があり,広 東省にはきわめて大 きな宗祠をもつ例がいくつもあると指摘されては

いるが,客 家の居住地域についてのそれには言及されていない。宗祠の大 きさはとも

か くとして,牧 野巽がもし客家の居住地域で実地に調査する機会に恵まれていたか,

関係文献を見ることがあったとすれば,お そらくその宗族結合の強さを問題にしてい

たであろう。

　いずれにしろ,客 家の宗族結合に関する方面は,こ こではこれ以上触れないでおく。

しかし,一 方の 「外敵」についてであるが,こ れは,そ の地方に原住 していたショオ

族,あ るいは近くの客家以外の漢族,つ まり本地人,あ るいは盗賊などを含めて 「外

敵」としたのであろう。ところで,実 はこれ以外にもあるといえる。現地で聞き及ん

だのであるが,意 外にも,同 じ客家の異なる宗族間で しば しば争いがあったという。

しかも,そ れは 「械闘」までを含む規模のもあったのである。

　だが,争 いというものは,地 主階級によって意図的に作られた 「外敵」によって争

われた場合が多 くあったと思われる。

　中川学の指摘した[中 川　 1977:68-81]"客 家にも本地人にも,地 主階級と農民

階級があって,械 闘の原因は,多 くのばあい,本 地人と客家地主の策謀による,と 見

る。すなわち,本 地人農民が圧迫されるのは客家のせいである,と 本地人地主が言い

ふらし,逆 に,客 家地主は,客 家農民の窮迫の原因は本地人のせいだと宣伝 し,農 民

の階級的団結を撹乱する"と いう場合である。
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　 しか し,幸 いなことに,解 放後の今日では,も はや 「外敵」は存在しない。この種

の トリデのような伝統的住居 は,依 然としてそのまま利用はされているし,ご くわず

かであるが新築もされているけれども,解 放後の家族の構成の変化,あ るいは,従 来

の集合住宅の場合は火災が生 じると被害が大きくなってしまうなどの理由によって,

新築される場合は,中 国各地で普通に見 られる平屋 もしくは2階 建ての小規模民家の

ほうを多 く建てるように変化しつつある。

　 さて,次 は 「土楼」について述べる。福建省竜岩地区永定県の南漢,湖 雷,下 洋な

どに分布するのは,客 家のもう1つ の伝統的住居である土楼である。竜岩県か ら南西

方向に車を走 らせ玖市に至 ると,こ の土楼が出現する。そして,吹 市から胡雷への方

向 をとらず,南 へ向かい,撫 市を越えると下洋に向かうことになる。そして,下 洋よ

り東へ向かうと湖坑に至るが,撫 市,下 洋,湖 坑にこの土楼が密に分布する。永定県

には,15の 人民公社があるが,調 査は,古 竹人民公社の古竹大隊,高 北大隊,湖 坑人

民公社の洪坑大隊などで行なった。

　土楼の最も特徴的なところは,厚 さが1mほ どある外壁によって囲まれていること

であろう。 その平面プランが円をなすのは 「円楼」,方 形に近いのは 「方楼」と呼ば

れているが,前 者は,す でに述べたように 「環形土楼」と呼び,後 者は,「方形土楼」

と呼ぶことにする。前者を 「円形土楼」としないのは,外 壁の内部が,何 重かの環形

の住宅になっているからである。

　方形土楼のほうは,既 述の三堂二横式住居と内部構造の点では似ている。 しかし,

厚い外壁によって囲まれており,外 向きの窓は少なく小さいが,内 部の窓は採光がよ

いなどの点で異なっている。 なお,中 堂は,「天井」の中央部に設 けられているが,

写真26方 形土楼住居の遠景(福 建省永定県湖坑公社高聯大隊)
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写真27方 形土楼住居 「慶雲楼」(福建省

　　　 永定県湖坑公社洪坑大隊)

写真28方 形土楼住居「慶雲楼」の玄関(福

　　　 建省永定県湖坑公社洪坑大隊)

そ れ 以 外 の部 屋 は,す べ て 「天 井」 の4辺 に沿 って並 ん で い る。

　 中堂 の 前 方 と後 方 に は,中 軸 線上 に2つ のか な り大 きい部 屋 が あ る。 前 方 の は下 堂,

後 方 の は上 堂 で な く 「後 堂 」 と い う。 下 堂 の前 部 に 門 が作 られて い る。 中堂 は,中 心

的 存 在 で,冠 婚 葬 祭 の行 な わ れ る所 で あ る。 後 堂 は,祖 先 の位牌 を 置 く所 で,平 常 の

祭 祀 は こ こで行 な わ れ る。4辺 に並 ん で い る多 くの 部 屋 は,一 般 に,最 下 層 は厨 房,

食 堂,客 間 と し,2階 を 穀 倉,3階 以 上 を居 住 用 と して い る。

　 方 形 土 楼 の 外 観 は,一 般 に前 面 が低 く,後 方 が 高 い 。前 後 が 同 じ高 さ の もあ るが,

そ う い うの は少 な い。 規 模 の 大 きい の は,前 方 が4階 あ り,後 方 が5階 に な って い る。

こ う い うの に な る と,4,50戸 の人 々が 住 め る とい う。 小 さ いの は,中 央 に中 堂 が な

く,天 井 の4辺 を 囲 む部 屋 の 並 び が あ るだ けで,前 方 が2階 後 方 が3階 で,6,7戸 の

人々が住んでいるという。中には,人 員の増加にし

たが って,従 来の方形土楼の正面に接して,も う1

棟を増築 して い るの もあ る。湖坑公社洪坑大隊の

「慶雲楼」と命名されている最高層が4階 の方形土

楼は,192部 屋があったが,現 在は8戸80人 しか住

んでおらず,あ き部屋ができている。

　環形土楼は,宗 族の団結,「 外敵」からの防禦だ

けでなく,台 風の風力を弱めるために平面プランを

円形にしたという。しかし,実 際のところは,同 じ

地域に方形土楼と環形土楼が混在 していることもあ

るので,台 風だけが問題になっているわけではない。

実は,三 堂二横式住居の場合 も,土 楼の場合 もそう

であるが,客 家の人々は,中 原から南下して,や っ

写真29方 形土楼住居「慶雲楼」

　　　　の内部(福 建省永定県
　　　　湖坑公社洪坑大隊)
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と現在の集居地域に落 ち着けたので,そ の住居の安全と宗族の安全を祈求するのに熱

心で,客 家以外の漢族でも 「風水先生」に頼ることがあったが,客 家の場合は特に熱

心であったという。 「風水」というのは,墓 地や家屋の方位や相を見て吉凶を判断す

る迷信で,「風水先生」というのは,「風水」を鑑定する人のことである。だか ら,同

じ所にありながら,片 方が環形土楼であり,片 方は方形土楼であるというのは,主 と

して風水先生の鑑定の結果にしたが ったか らであったという。

　前で,同 じ客家の異なる宗族間で械闘にまで発展した争いがあったと述べたが,こ

のような争いは,「風水」が原因になっている場合が多かったそうである。

　一般に,科 学的な見地か らすれば,風 水先生の説というのは,迷 信に満ちてはいる

けれども,風 水 というものは,一 方では合理的な面もあるようだ。郭中端 ・堀込憲二

によれば,"風 水の起源はおそらく古代中国の総合的環境計画の役割をもっていたの

ではないかと思われる。自然の地質,地 形,景 観や雨,風,雲 の形,天 空の色などの

四季の気候の変化,水 環境などに対する注意深い観察による自然現象の理解や直観力

による自然の相の読みとりから始まった科学であろう。日本に浸透 している家相の考

え方の原形はこの風水であるが,本 来の自然に対する鋭敏で注意深い観察か らは次第

にかけ離れていったものである"と いう。だから,風 水を単なる迷信として しりぞけ

るのでなく,"中 国の風水には,現 代のわれわれにも価値ある環境に対する教訓が内

在 しているのではないかと考えた。"と している[郭 ・堀込1980]の は,注 目して

よいかと思われる。ちなみに,中 国で も,風 水を単なる迷信として しまわない意見が

ある。圧之力は"歴 代にわたって伝わっている 「陰陽風水」の説は,も しその封建的

迷信的外殻をとり除 くとすれば,そ の中には,建 築の適地を選択するのに関しての豊

富な経験に支えられた,合 理的な内核を含むことが,発 見されるであろう"[注 之力

1980]と いっている。

写真30環 形土楼住居の遠景(福 建省永
　　　 定県湖坑公社洪坑大隊)

　さて,環 形土楼 も,方 形土楼と同じ

ように,厚 い土壁によって 「天井」と

居室などが囲まれているのである。各

部屋は,外 壁に沿 って円状に並ぶ。そ

の中央が 「天井」であるが,も し内部

に他の何物 もなければ,全 体は円筒状

に見えるであろう。一般には,中 軸線

上にある2つ の部屋が広間であって,

前方の門のあるほうが下堂,後 方のが
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写真31古 い環形土楼住居(右)と 新し

　　　　い環形土楼住居(左)　 (福建省

　　　　永定県古竹公社高北大隊)

写真32環 形土楼住居の玄関(福 建省永
　　　　定県古竹公社高北大隊)

写真33環 形土楼住居の内部(福 建省永定県古竹公社高北大隊)

写真34環 形土楼住居内の豆腐用石臼で

　　　　豆をひいているところ(福 建省
　　　　永定県古竹公社高北大隊)

写真35環 形土楼住居内の豆腐作り(福
　　　　建省永定県古竹公社高北大隊)
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写真36新 築された環形土楼住居の内部(福 建省永定県古竹公社高北大隊)

写真37新 築された環形土楼住居内の1
　　　　厨房の前でチマキを作る人(福
　　　　建省永定県古竹公社高北大隊)

写真38チ マキ作り,モ チ米に黒豆が入
　　　　ている(福 建省永定県古竹公社
　　　　高北大隊)

.写真39清 末に建てられた環形土楼住居

　　　　　「振成楼」の内部(福 建省永定

　　　　 県湖坑公社洪坑大隊)

写真40環 形土楼住居 「振成楼」内部

　　　　 (福建省永定県湖坑公社洪坑大
　　　　隊)
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写真41環 形土楼住居 「振成楼」内部,中 央に中堂が見える(福建省永定県湖坑

　　　 公社洪坑大隊)

後堂である。後堂は,「祖堂」とも呼ばれている。下堂と後堂間には,そ の2つ を結ぶ

通路がある。ブタ小屋,ニ ワ トリ小屋,便 所などは,「 天井」中央の通路の両側に置

かれる。大きな環形土楼の場合は,「 天井」の中央にもう1つ の広間を設けており,

「天庁」または中堂と呼んでいる。

　下堂は,玄 関として用いており,後 堂は冠婚葬祭に用いている。 しか し,中 堂があ

る場合は,冠 婚葬祭は,中 堂で行なわれる。周囲をとりまくそれぞれの部屋 は,階 下

を厨 房,客 室 な ど に して お り,2階 を穀 倉,

3階 以 上 を居 室 と して い る。 規模 の小 さ い も

の は,上 か ら見 て1環 しか な いが,2環,3

環 と同 心 円状 に何 重 か の環 の あ る もの もあ る 。

湖 坑 公 社 洪 坑 大 隊 の,前 述 の 「慶雲 楼 」 のす

ぐ近 くに あ る 「振 成 楼 」 は,有 名 な環 形 土 楼

の1つ で あ るよ うで,南 京 工 学 院 の メ ンバ ー

が 調 査 に来 た だ けで な く,北 京 や 西 安 か ら も

調 査 者 が や って来 た と い って いた 。 この振 成

楼 は,清 末 の光 緒 最 後 の年,つ ま り宣統 元 年

の 創 立 で,他 の土 楼 よ り装 飾 に こ って お り,

防 音 設 備 もす ぐれ て い る とい うが,2環 あ っ

て,外 環 は4階,内 環 は2階 で,合 計192部

屋 あ るが,10戸73人 が現 在 の居 住 者 だ と い っ

て いた 。 しか し,こ の73人 は,外 地 で仕 事 を

写真42建 築中の環形土楼住居(福 建

　　　 省永定県湖坑公社洪坑大隊)
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しているものも含めての人数で,常 時住んでいるのは44人だけであった。かつてはも

っと大世帯であったのであろうが,宗 族結合なるものが崩壊した結果そうなったので

ある。なお,こ の2環 の中央には,「天井」を具備する中堂があった。

　ところで,土 楼 は,外 壁が厚い土壁であるとすでに述べたが,こ れは前述の華北の

「秀土」と同様に,「版築」法で作る。 ただし,華 北のは 「黄土」を用いるが,こ こ

にはそれがないので,そ れに近い,組 織の細かいけれども粘性の小さい 「粘壌土」と

いうのを用いる。それも新 しい土をそのまま使うのでなく,か つて秀土にしたのが崩

れたのを,新 しい土とまぜて使用す るのがよいという。なお,雨 水による浸蝕を防止

するため,そ の基礎の部分には卵石を用いる。外壁を外から見ると,下 半部には窓が

なく,上 半部だけに少数の窓がある。しか も,そ の窓は,2階 相当部のは最も小さく,

3階 のはそれより大きく,4階 のが最も大きい。 しかし,最 も大きいといっても,そ

れは相対的に大きいというだけのことで,各 窓とも,外 壁面より内部へ深 く穴があい

た形になっているので,全 体はまるで トーチカで,窓 はその銃眼のようである。

　外壁の下半部には窓がないけれども,1階 厨房のかまどに連絡する煙突の開口部が

いくつかある。その小さな開ロ部のまわりは,黒 くすすけているが,最 近建てた土楼

の場合は,開 口部の位置をずっと高 くするよう改良 して,火 災の起こるのを防ぐとと

もに,旧 来のうすよごれた外観を,少 しでもな くそうとしてあった。この トーチカの

ような殺風景な外観にもかかわらず,内 部に入 ると,ず らっと欄干をめ ぐらした各階

の居室が並ぶ様相は,す ごいのひとことしかいえないほどの壮観である。古びてはい

るが,な んとなく格調のある高層集合住宅であった。

　 すでに述べたごとく,こ の種の規模の客家の伝統的住居は,現 代の家族構成には不

適で,火 災が起こると,被 害が大きくなるので,す でに進行している小規模,普 通の

民家への変化はますます大きくなっていくであろう。 しか し,全 く新築 しないわけで

なく,最 近建ったのや,目 下建築中という土楼 もあった。住み慣れた形式の住居に対

する愛着というものは,や はりある期間はつづくのであろう。

4.山 歌

　中国の民俗学研究は,今 日に至るまで,そ の主な内容は 「歌謡」の研究によって占

められていた。歌謡は 「民歌」とも呼ばれているが,こ れは日本の民謡に相当する・

「山歌」は,歌 謡に属するので,民 間文学として,文 学の対象とされてきた。一方,

それは歌われるものであるか ら,音 楽の対象ともされてきた。

　どころで,そ れを民俗学的対象,も しくは民族学的対象として研究することもでき
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る はず で あ るが,そ の方 面 か らの研 究 は,ほ とん ど な か った よ うで あ る。 その た め,

筆 者 は,客 家 の山 歌 を め ぐって,民 俗 学 な い し民族 学 的考 察 を試 みた こと が あ る[周

1980b:10-19]。 こ こに それ を 敷衙 して,客 家 の 山歌 の特 徴 を 記 す こ とにす る。

　 ま ず,文 学 にお け る位 置づ けで あ るが,民 間文 学 に分 類 す る と して も,分 類 の し

か た は分 類 者 に よ って 必 ず し も一 様 で は な い。 た と え ば,張 紫 農 に よれ ば[張 紫 農

1979],次 の 一 の2の ① の 「歌 謡 」 の 中 に含 ま れ る。

民間文学

民間口頭創作

1.散 文

① 神 話

② 伝 説

③ 故 事

④ 寓 話

⑤ 笑 話

2.韻 文

① 歌 謡

② 叙事詩

⑧ 諺 語

④ 謎 語

二.民 間 説 唱

三.民 間 戯 曲

　この歌謡は,内 容によって,労 働歌,生 活歌,政 治歌,情 歌などに分けたり,児 童

歌,童 謡,儀 式歌などに分けたりする。また,題 材によって,漁 歌,山 歌,樵 歌,田

歌,牧 歌などに分け,そ の分布地区や形式によって,信 天游,爬 山調,花 児,調 子,

呉歌,越 歌,客 家山歌,閲 西山歌,東 北民歌,飛 歌などに分ける。

　 このうちの 「閲西山歌」は,福 建省西部の山歌,つ まり竜岩地区の客家の山歌なの

で,そ の前の客家山歌に入れてよいのだが,地 区によって分類 したので,客 家山歌と

並列させ られているのである。なお,客 家山歌としているのは,梅 県地区が客家の中

心的存在だと考えられているので,そ このを客家の代表として,梅 県の名を冠 してい

ないのであろう。

　なお,段 宝林の場合は[段 宝林　1981],山 歌を"これは,わ が国南方各省の民歌に

対する総称である。西南,中 南,江 南などの広大な地区に流布 している"と している

が,こ の定義はいささか大雑把にすぎると思われる。

　次は,山 歌を音楽として位置づける場合であるが,宋大能によれば[宋 大能　1979],

次の一の 「民間歌曲」つまり 「民歌」に含まれる。
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伝統民族音楽

一 .民 間 歌 曲(民 歌)

二.歌 舞 音 楽(歌 舞)

三.説 唱 音 楽(説 唱)

四.戯 曲

五.器 楽 曲(器 楽)

　 そ して,こ の 民 間 歌 曲 は,労 働 号 子(号 子),山 歌,小 調 の3つ に分 け られ て い る。

号子 は,掛 け声 歌,つ ま り仕 事 の唄 で あ る。 山 歌 と小 調 は,山 歌 の大 半 が情 歌 で あ っ

た ので,恋 の唄 と され て い る。 しか し,山 歌 は,即 興 的 かつ 自 由で,野 性 に満 ち た歌

わ れ方 をす る ので,「 山野 の 曲」 で あ る と区別 し,一 方 の小 調(日 本 の 俗 曲 に近 い性

格 の もの)は,旋 律 が ず っ と情 緒 て ん め ん と した もの で,語 り物 や 戯 曲,器 楽 音楽 の

強 い影 響 も受 けて い るの で,拍 子 や旋 律 な ど の形 式 も定 式 化 の度 合 い が強 く,「 里 巷

の 曲」 つ ま り路 地 の 曲で あ る と区 別 して い る。 直 訳 的 で な く意訳 的 に い えば,そ れ は

里 の そ れ と な る で あ ろ う。

　 さて,そ の つち の 山歌 で あ るが,こ れ は さ らに細 か く分 類 さ れ る。 そ の う ちの1つ

に,「 多 声 山 歌」 とい うのが あ るが,こ れ は,南 方 の 少 数民 族 で あ る チ ワ ン族,ヤ オ

族,ト ン族,ミ ャ オ族,マ オ ナ ン族,シ ョオ族 な ど の民 謡 の 共 通点 を ま とめた もの で

あ る。

　 そ れ は,主 と して2声 部 の 山 歌 で,そ の2つ の声 部 は,ほ とん ど の場 合 は同 一 の 曲

調 の変 奏 的 結合 に基 づ いて お り,2部 重 唱 か2部 合 唱 に属 して い る。 も う ユつ の 場 合

は,模 倣 式 の2部 重 奏 また は合 唱 で,大 体 同 じ1つ の旋 律 が,2つ の声 部 にお いて,

前 後 して 出現 す るの で あ る。

　 少 数 民 族 が 多声 山歌 を歌 う と き は,上 声部 が あ る ひ と りに よ って リー ドして 歌 わ れ

ると,下 声 部 は2,3人 か らさ らに多 くの人 々に よ って 斉 唱 され るの で あ る。 下 声 部

の歌 声 は,た とえ 非常 に き わだ って いて も,リ ー ドす る ほ うの 声 部 が,依 然 と して 主

要 声 部 なの で あ る。通 常 は,男 ど う しか 女 ど う しの形 式 を採 用 す るが,節 日や 重 要 な

集 会 にお い て は,男 女2隊 が 向 い あ って 歌 う こ とが あ る。 しか し,男 女 が混 合 の形 式

は,稀 で あ る。

　 共 通 点 は,以 上 の よ うで あ る が,そ れ ぞ れ の 民 族 に よ る相 違 もあ る。 客家 山歌 と の

関係 を 考 察 す るた め に は,ヤ オ族,シ ョオ族,チ ワ ン族 の3つ につ いて,問 題 に しな

けれ ば な らな い。

　 ヤ オ族 の場 合 は,多 くの 長2度 音 程 が用 い られ て お り,そ れ は全 曲の 約 半分 を 占 め
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るほどである。

　 ショオ族の場合は,下 声部が主要声部で,上 声部は,下 声部に対 して,輪 唱的に2

拍子へだてて自由に旋律を作 りながら歌う。長6度 の旋律(ラ,ド)が 非常に特徴的

である。

　チワン族の場合は,上,下 声部の リズムが基本的には一致しているのが最 も普遍的

である。2つ の声部の音程は,5調 式では,同 度使用が最も多く,次 いで完全4度,

長2度 の順になる。また,6調 式では,や はり同度使用が最も多 く,次 いで長,短3

度と完全4度,長2度 の順になる。

　以上が宋大能による少数民族のヤオ族,シ ョオ族,チ ワン族の山歌の特徴なのであ

るが,客 家の山歌についての紹介はされていない。したがって,客 家の山歌について

は,黄 火興の著書[黄 火興　1979]に よることにする。

　 それによれば,客 家山歌は,客 家方言で歌われる山歌であるとなる。そこには,魏

晋南北朝の頃の民歌,唐 詩の律絶,あ るいは竹枝詞の影響があり,七 言四句が一首に

なるのがほとんどで,第1,2,4旬 末に脚韻がある。そして,字 句の平灰について

もやかましくいう特徴があるのである。歌い出しには 「号子」(掛 け声のようなもの)

があり,末 尾には長短の異なる 「尾声」を付けることが多 く,ま た,句 の途中に 「村

詞」(填字をする場合,詞 譜に定められた字数以外に補いの字句を加えるが,そ のこ

とばをいう)を しばしば挿入する。

　 また,歌 唱の特徴は,客 家方言と密接な関係があるので,旋 律中には,方 言の音調

による大量の装飾音があることが1つ で,2番 目は,リ ズムが即興的に感情の流れに

よって歌われるので,比 較的自由であること。3つ 目は,同 一の山歌の調子でもって,

情歌だけでなく労働歌,そ の他を歌うことができることである。

　 文革中,特 に流行 したいわゆる 「革命歌曲」の場合でも,そ れぞれの歌詞の字を正

しく発音 しなくてはな らないとされたが,客 家山歌の場合は,発 音が客家方言以外の

ものになると,全 くぶちこわしになるといわれている。また,た とえ発音が正 しくて

も,特 有の3連 音と装飾音をうま く歌わず,基 本旋律だけに頼 ると,山 歌 らしくな く

なるともいわれている。 リズムが比較的自由であると前述したが,こ れは,い い換え

ると,山 歌は歌い手によって完成するが,一 般歌曲は作曲によって完成する点が異な

るともいえよう。

　 ところで,こ の黄火興によれば,客 家山歌は,客 家が南遷後は山地に住むことが多

く,し たが って原住のショオ族やヤオ族の影響を受けたと述べている。しかしながら,

具体的にはそれに関連する説明は,一 切出ていないのであった。ショオ族,ヤ オ族な
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どの民謡でレコードになったのがあるけれども,そ の場合は,か なりの洗錬化された

ものになっているので,レ コードを聴いて比較検討するのは,ほ とんど参考にならな

いであろう。ヤオ族の山歌については,筆 者は直接聴いた経験がなく,そ のため北部

タイでヤオ族の山歌を直接聴いている竹村卓二に,録 音 した客家山歌を聴いていただ

き,ヤ オ族のそれとどう関連しているかの感想を求めたが,互 いに非常に異なるとい

うことであった。ショオ族については,1980年 の福建省寧徳地区における録音資料が

あるので,客 家山歌と比較 したが,シ ョオ族のもたいへん異なるように聞こえた。

　では,一 体何を指 して,黄 火興は,客 家山歌がショオ族やヤオ族の影響を受けてい

るとしているのであろうか。推察になるが,そ れは 「歌垣」の形式を受け入れたとい

うことではなかろうか,と 思っている。というのは,張 騰発や許厚基の記述 したもの

[張騰発　1936:164-174],[張 騰発　1937:241-251],[許 厚基　1927:11・一・14]に

よれば,そ のように推察 してよいかと思われる間接的資料が得 られるからである。張

騰発は,客 家山歌の社会的背景について述べているのであるが,そ れを要約しよう。

　張騰発は,客 家山歌の流行 した原因として,美 しい山々,谷 川を流れる水,静 かな

田野,鳥,花,チ ョウなどの自然環境のあることをまず挙げている。そ して,農 作業

を終えてから,木 を伐り,草 を刈るたあ,森 に入 っていくことが多いが,そ こには多

くの異性が来ており,礼 教の束縛や家長のうるさい目もないので,互 いに自由に語 り

合 うことができるとしている。この場合,そ れぞれは,遠 くか ら異性を発見すると,

山歌を高 らかに歌うことから始めるという。もちろん,異 性に対 して歌うだけでな く,

かってに山歌を歌 って気晴 らしするということもある。

　第2は,宗 族についてうるさいことが指摘されている。中原から南下 したかれ らは,

宗族観念が強く,別 宗族との間でしばしば対立が起こる。もめごとが起 こると,そ れ

は一生かけて も解除されることがなく,時 には恨みを晴らす方法に窮すれば,相 手の

婦女をからかうことになる。婦女をか らかわれると,そ のはずかしめは祖宗8代 にわ

たるとされるので,互 いに婦女をからかうことがますます盛んになるのである。その

からかいの場というのは,婦 女が入山して木を伐っていたり,牛 を放 しているときで

ある。そして,こ の場合 も山歌が媒介となるのである。しかし,時 には山歌を用いず,

直接婦女に手を下すこともあるそうだ。

　 3つ 目は,経 済上の理由が挙げられている。 これは客家に限らないが,客 家は特に

封建的要素が強 く,女 性の経済的地位は非常に低か った。労働の義務がある以外は,

享受できる権利に限りがあり,労 働によって得 られた利益は,家 長によって支配され

ており,一 口もそれに対 して口をはさめないという。 したがって,若 い女性の場合は,
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しばしば物質的誘惑,お よび性的不満足によって,そ の貞節を売 ることになり,夫 以

外の男性との逢引きによって,物 質と性の満足を得ようとするのである。 これが,恋

愛の風を盛んにさせ,山 歌を盛んにさせた原因の1つ である。

　 4つ 目は,小 地主と自作農が多いことが指摘されている。これ らのやや恵まれた家

庭では,男 性はほとんど労働することなく,婦 女がその任務を果た している。必要な

ら臨時雇いの者に手伝わせることもある。かれら男性は,農 繁期には少 しばかり仕事

を行なうこともあるが,そ の時期を過ぎると,靴 下を着用して靴をはき,ぶ らぶ ら遊

びに行 く。これを 「走笈闇」というが,た いてい着飾 った数人で山に入る。入 山の目

的は,も ちろん仕事のためでなく,物 見遊山でもない。かれらは,若 い女性が目的で,

女性を発見すれば,山 歌を歌 って誘うのである。中秋節と端午節などの節日において

は,か れらはその 「情婦」を誘い,「 倶楽部」とか 「書室」と称する所に連れ こむ。

それは,実 質上は 「標館」もしくは 「賭館」と呼ぶべき所であり,ど の村にもそんな

施設があったという。飲酒,食 事の費用は,当 然,主 導的地位にある異性が支払い,

楽器を用いて山歌を歌 う。

　 続篇では,礼 教との関係が掘り下げて語 られる。まず,男 女間のみぞが大 きいこと

が指摘されている。一般に,婦 人は男性の所属物と見なされ,一 方的に貞節を守らね

ばならないとされている。婦人は,他 の男性との疑いをもたれてはな らないので,家

庭内では,夫 以外の男性 と口をきくこともできないようになっている。客家の世界で

は,平 常は男女間の愛情について問題にすることができず,性 器の名称などは口にす

ることはかた く禁 じられている。 したがって,結 婚 してからの男女は,男 は男の,女

は女の行ないがあり,夫 婦といえども,ま ともとされる話以外はすることならず,や

たらに笑 うこともできなか った。

　 婚姻は,た だ子供を作ることと家庭の経済を保証するためにだけあり,そ れ以外の

関係はまるで互いに見知 らぬ人であるかのようにふるまわれる。だから,す でに子供

があると,夫 婦は,そ の子の父であり母であるということだけで,家 庭に対 しての興

味は一般に濃厚でない。そのため,夫 のある妻,妻 のある夫の双方とも,こ っそり外

に出かけて,異 性を求めることになる。山の中では,そ れらの男女が,互 いに声を高

らかにして山歌を歌いながら相手を見つけ,性 的に満足することになる。

　 以下,新 妻に対す る夫の父である 「家官」,夫 の母である 「家娘」の権威の大きさ

による束縛,そ れに対 して夫の束縛が加わること。 「買売婚」的であった婚姻習俗に

より,金 に恵まれない家庭の男は,そ のまま結婚できずになっていること。あるいは

夫に死なれた妻は,再 婚を特に悪 くいわれる社会であることなどが,か えって男女間
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のか くれた所での自由な 「取 り引き」をはぐくんでいると分析している。

　いずれにしても,こ の資料によって,客 家山歌にいわゆる情歌の多い面があるその

客家側の内因はわかるのであるが,ヤ オ族やショオ族か ら影響を受けたとは明言 して

いない。 しか し,山 に入 って山歌の歌われること,そ れと性にまつわるところがある

ことは,華 南の少数民族や東南アジア大陸部の山間にある少数民族の 「歌垣」の習俗

と,現 象面ではよく似ている。

　次に,許 厚基の資料[許 厚基　 1927:11-14]に よれば,広 州市の越秀山の山麓一

帯には,客 家が多 く居住 しており,そ の中秋節における山歌を歌う様子がよくわかる。

それには,中 秋節の前後には,月 が昇ると,あ ちらこちらから山歌の声が聞こえてき

て,15,16の ふた晩は,ひ と晩じゅう山歌が歌われて,朝 に至るといっている。その

様子は,ζ ちらの1群 が歌うと,あ ちらの1群 からそれに合わせて歌う者が出て くる

という。合わせ られるのは,あ ざけり調刺するのもあれば,賛 美する形の もある。し

かし,い ずれも勝 ち負けが問われるので,1種 の 「舌戦」となる。同性相戦うのもあ

れば,異 性でそうなるのもある。個入的なのもあれば,団 体でやるのもある。あるい

は,最 初は個人的なのか ら始まり,あ とでだんだん人数が増え,互 いに増援するので

ある。戦いに勝ったのは,さ らに歌声を高 くし,負 けたのは口をつぐんでこっそり逃

げ去る。時には,男 と女が,意 気投合して,媒 人を通 して婚約することになる場合 も

ある。 しか し,時 には,調 刺の程度がすぎて,互 いに激怒 し,舌 戦から 「石戦」とな

り,互 いになぐり合 う結果にもなるという。 そして,こ の種の風俗は,ミ ャオ族の

「跳月」とほぼ似ているとまとめている。

　 事実,「四人組」の時代には,一 切許されないでいた歌垣大会が,今 日復活するこ

とによって,歌 垣大会の様子というものがどんなものであるのかがよくわかるように

なってきた。たとえば,チ ワン族のそれである 「歌坪」をめぐり,1979年 から1980年

にわたり,『 民族団結』誌その他で,復 活 した話とそれをめぐる論争が数回登載され

ている。チワン族,漢 族の双方から,そ れぞれ賛否両意見が出ているのであるが,た

とえば,あ る者は,何 千という男女が山に登って行なわれる歌垣大会は,毎 晩のよう

に続いて,な ぐり合いか ら死者まで出しているのを批判し,そ のような習俗はやめさ

せるべきだといっている。この種の意見を述べているのは,漢 族のみというわけでな

く,チ ワン族の投稿 した意見にも見 られるのである。また,あ る者は,な ぐり合いで

死者が出るのはよくないけれども,そ れは歌垣自体が悪いのだと短絡 してはな らない,

としているのである。1980年 に梅県地区を再訪 したとき,1979年 に創刊号の出た地方

誌の 『梅江文芸』(広 東省梅州市梅南路梅県地区文化局発行)は,す でに数号を重ね
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ていたが,そ のいくつかには,「 山歌播台晩会」として,歌 垣大会が梅県地区の各地

で行なわれた記事が出ていた。今日では,封 建的要素が強かったために,そ の反動と

して男女の関係が乱れたということと,客 家山歌は絶縁してしまっている。 しかし,

健全な形で客家由歌の大会を行なうことは,ま すます盛んになっているのである。た

とえば,梅 県地区の丙村の 「塊市」では,謄 写版印刷の客家山歌集までが売 られてい

るのを見たし,『光明日報』紙(1981年6月19日)の ような全国紙にまで,「広東文化

部門は農村文化事業を積極的に発展させている」という標題の記事で,梅 県丙村公社

文化鮎の 「客家山歌打播台」,海 南島憺県中和公社文化中心の 「民歌賓歌会」,連 山ヤ

オ族チワン族自治県福堂公社文化中心の 「坐歌堂」が紹介されるようになっている。

　 ところで,広 西チワン族自治区においては,歌 仙の 「劉三姐」がしばしば話題にさ

れるのであるが,劉 三姐に関する伝説は,解 放後,オ ペラ化され,映 画化され,レ コ

ー ドまで作られたので,今 日では全国的に知 られ るようになっている。しかし,も と

もとは,広 西チワン族自治区と広東省における民間伝説であったのだ。現在の広東省

におけるチワン族の分布は,そ れほど広 くはないのであるけれども,古 代は広 く分布

していたのであった。いちいち文献を挙げないが,比 較的新 しい文献では 「劉三姐」

と称されていても,時 代の古い文献では,「劉三妹」として出てくるのが多い。今日,

地域として見ると,広 西チワン族自治区は 「姐」を,広 東省は 「妹」を用いている。

　 いずれにしろ,静 聞[静 聞　 1928:1-11]も 述べているが,劉 三姐に関する民間伝

説は,広 西,広 東の両地に分布 していたチワン族などの少数民族か ら生まれた伝説な

のである。黄火興の著書[黄 火興　 1979]に おいては,劉 三姐が 「劉三妹」として登

場するが,そ れは,梅 県 に伝わる歌仙だとされている。 しかし,こ れは,他 民族の伝

説が,一 部転用された伝説であろう。すでに述べたように,シ ョオ族の場合は,独 自

の文字がな く,客 家語による漢字の使用があった。また,客 家の場合には,中 国北方

には盛んでない山歌がたいへん盛んである。もちろん,客 家山歌のすべてが,す でに

述べたように少数民族のそれと同 じわけではないが,山 歌の形式を採り入れているの

は,少 数民族からの影響があったからではないだろうか。 おまけに,「 劉三妹」まで

が出て くるのであるから,な お一層そういえるかと思われる。

　 なお,田 仲一成の大部のi著書[田 仲　 1981ユ によれば,客 家は,原 住地であった裏

陽,漢 水一帯の演劇である 「漢劇」を伝承している。この広東に入った漢劇は,特 に

広東漢劇と呼ばれているのだが,こ れは,裏 陽,漢 口地区から,江 西の籟州,石 城,

汀州に沿って,広 東の大増県,梅 県に至 り,さ らに潮州,汕 頭地区に到達して 「広東

漢劇」になったという。歌唱が 「中州音」であるために,潮 州,汕 頭地区の人はこの
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広東漢劇を 「外江戯」と呼んでいるが,こ の呼称は客家居住地区一帯では使われない

のは,客 家にとっては外来劇でな く,固 有劇であるか らだ。客家 はこれを呼ぶときは,

「漢劇」または 「国楽」と呼ぶという。 しか し,漢 劇は,興 寧県,梅 県一帯に流布 し

ているが,出 演の機会はむ しろ潮州汕頭地区のほうが多 く,し たがって,一 般には潮

州劇の一種とされており,興 寧県,梅 県の郷村では,収 穫の終わった冬の農閑期の間

だけ,郷 鎮の上演が見 られるにすぎない,と している。

　いずれにしろ,田 仲は,港 九新界への客家の移動と演劇の伝承について,ひ きつづ

き述べていくのであるが,客 家の演劇伝承の零劇つまり広東の地方劇への同化の現象

について詳述 しているのである。 しか し,今 日での客家の演劇は,な お一層現在の集

居地である華南のそれに同化 して しまい,梅 県地区においては,山 歌そのものの流行

ほどでないとしても,漢 劇よりむしろ 「山歌劇」の地帯になっているのである。

　 したがって,山 歌は客家だけのものではないが,客 家文化の大きな要素の1つ であ

るとすることができよう。これは,中 原の文化を継承する客家といえども,そ の文化

には,華 南の地方文化の影響もまた大きい,と いうことを語る証左になるであろう。

む す び

　 羅 香 林 の説 に よれ ば[羅 香 林 　 1975],客 家 の南 遷 は,5期 に分 け られ る。 要 約 す

る と,第1期 は,西 晋 末 の 永 嘉 の 乱(311-一 一316年)が き っか け で,中 原 の漢 族 の一 部

が,飼 奴,鮮 卑,翔,琢,莞 の い わ ゆ る 「五 胡 」 と称 せ られ た異 民 族 の支 配 を 避 けて

南 下 し,現 在 の安 徽,河 南,湖 北,湖 南,江 西 の諸 省,さ らに 福建 省北 部 に移 動 した

時 期 で,唐 代 まで つ づ く。 第2期 は,唐 末 の 黄 巣 起義(875-884年)(羅 香林 は これ

を 黄 巣 の乱 とす るが,中 国で は正 義 に基 づ く蜂 起 の意 を もつ 起 義 とす る)が き っか け

で,安 徽 そ の他 に 居 住 して いた の が,再 び避難 して,江 西 省東 南 部,福 建 省 西 南 部,

広 東 省東 北 部 に移 動 して,宋 代 まで つ づ く。第3期 は,宋 室 の 南 下(1127年)と 元 の

侵 入 に よ り,さ らに広 東 省 東 部,北 部 に 移 動 して,明 末 まで つ づ く。第4期 は,清 の

侵入(1662年)に よ り,さ らに四 川 省,広 西 チ ワ ン族 自治 区,台 湾 省 に 移 動 し,清 の

同 治 年 間 ま でつ づ く。 第5期 は,同 治年 間 の広 東 省 土 着 の漢 族 との 械 闘 の結 果,同 治

6年(1867年)の 広 東 巡 撫 に よ る和 解 命令 に よ る解 決 を き っか けに 始 ま り,広 州 の西

南 部 の 新 興,恩 平,台 山,鶴 山 な ど に居 住 して い た のが,海 南 島 や 海 外 に 移 動 した の

で あ る。

　 もち ろん,第1期 の移 動 が始 ま った と きか ら 「客 家 」 が形 成 され た わ けで は な く,

132



周　 客家文化考

今 日の客 家 の先 民 が,こ の 時 期 か ら南下 した とい う ので あ る。 そ して,客 家 が 形 成 さ

れ た の は,五 代 か ら宋 代 にか けて で あ る と して い る。

　 しか し,羅 香林 の説 は,客 家 の族 譜 や 家 譜 に よ る と ころ大 で あ る。 そ の 族譜 とか家

譜 な る もの は,史 料 と して 全 く信 用 のお け な い もの だ とい い切 る わ け に は いか な い が,

100%信 用 の お け る もの で もな い[崔 建 英 　 1979:57-59]。 ま た,中 川 学 が 指 摘 す る

よ うに[中 川 　 1967:1-20],"族 譜 を有 す る客 家 だ け が 羅 氏 の 労作 『客 家 史 料 涯 篇 』

に そ の所 伝 を 輯 録 され て い るの で あ って","華 南 山地 の 山 暴 に こ も る移 住 民 のす べ て

が,こ の 『史 料 涯 篇 』 の いわ ゆ る客 家 で あ る と はか ぎ らな い"の で あ る。

　 した が って,羅 香 林 の い くつ か の 著 書 は,客 家研 究 に お いて 無 視 す るわ けに はい か

な い けれ ど も,ま た そ の ま ま鵜 呑 み にす るわ け に もいか な い。 本 稿 で も,す で に羅 香

林 の レ イ シズ ム的 な と ころ を 批判 した。

　 しか し,客 家 の 南 遷 を5期 に分 け る説 や,宋 代 頃 に客 家 が形 成 され た と見 る説 は,

細 部 の信 頼 度 は と もか くと して,大 筋 に お い て は認 め得 る ので はな い か と思 って い る。

　 本 稿 は,客 家 の文 化 に 焦 点 を 合 わ せ た の で,そ の他 の方 面 につ い て は,客 家 文 化 の

背 景 にか か わ るわ ず か の もの に しか 触 れ て い な い。 もち ろ ん,客 家 文 化 を考 察 す る場

合,客 家 の歴 史 が よ り詳 し くわ か って お れ ば,そ の考 察 もそれ だ け容 易 に な るに ち が

い な い 。 しか し,客 家 の歴 史 の組 み立 て は,ま だ 十 分 行 な え る ほ ど の資 料 がそ ろ って

い るわ けで はな い 。歴 史 の組 み立 て は,た と え信 頼 の で き る史 料 が多 々あ った と して

も,そ れ だ けで 行 な え る もの で もな い。 ま して,現 在 の よ うに,史 料 が た いへ ん少 な

い状 況 に あ って は,考 古 学 的 資 料,民 族 学 的資 料 な ど に よ るア プ ロー チ が ぜ ひ と も必

要 で あ ろ う。 本 稿 は,そ の 意 味 に お いて,な ん らか の寄 与 す る と こ ろが あ った か ど う

か はわ か らな い が,一 応 これ まで の 調 査 を 中 心 に,客 家 の文 化 の一 部 につ いて ま とめ

た にす ぎな い 。

　 と こ ろで,客 家 とそ の周 辺 に 関す る お お よ そ の歴史 を追 及 す るた め に使 え そ うな 資

料 は,最 近 す で に い くつ か見 い 出 せ る。

　 た と えば,魏 晋 南 北 朝 の 「鳩 壁 」(嶋 墾,壁 塁 な ど と も い う)に つ いて 述 べ た もの

[趙 克発1980:77-90],東 晋 の頃 の 「黄 籍」,「 白 籍 」 につ い て 述 べ た も の[高 敏

1980:52-60],宋 代,明 代 以 来 の封 建 的 家 族 制 度 につ い て 述 べ た もの[徐 揚 傑 　 1980:

99-122],そ の 他[何 薙 全 　 1979:141-157],[洪 廷 彦 　 1979:43--47],[王 玉 哲

1980:59-68],[萢 文 瀾 　 1980:3-9],[朱 大 溜 　 1980:57-76],[黄 盛 璋 　 1980:91-

108],[馮 友 蘭 　 1980:4348],[黄 玉 質 ・楊 式 挺 　 1965:159-165]な ど が あ る。

　 この よ うな諸 資 料 が さ らに 蓄 積 され て い く と,こ れ らは,客 家 そ の もの を意 識 して
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述べているのではないが,一 方では,既 述のように,客 家を含めての漢族そのものの

研究を,中 国社会科学院民族研究所やその他の研究機関が行なうようになれば,客 家

の歴史は,一 層明確になって くるであろう。それを期待する。

　特に,た とえば,客 家の伝統的住居に今なお集居 している人々がいるが,今 日では

すでに空 き部屋が多 くなって,居 住者が減少 していると述べたが,そ れでも数代前ま

での居住者なら,ま だ追跡が可能 と思われるので,つ い最近まで存続 した宗族組織を

め ぐる実態を,社 会人類学的側面からする研究を期待するのである。この種の研究は,

今 日の中国の国家の性格上,外 国からの研究者がフィール ド・ワークを行なうのは,

容易でないように思われるので,中 国の研究者が早急に調査するよう望みたい。

　 さで,本 稿は,客 家の文化について述べたのであるが,衣,食,住,山 歌について

しか述べていない。 たとえば,竜 船競渡は,「四人組」の粉砕後,す でに華南各地や

西南中国の少数民族の間で復活 した。筆者がそれを行なっているのを実見 したのと,

端午の節句の時期以外であったので,竜 船が船倉に格納されているのを見たのは,広

東省汕頭付近,福 建省譚州,福 州など,雲 南省西双版納タイ族自治州,貴 州省胎東南

ミャオ族 トン族自治州などにおいてであった。また,諸 雑誌を見ると,さ らに多くの

地方でその復元がある[王 健強　1980:8-9]。 一方,文 崇一の発表 した 「華南賓竜舟

地区分布図」「文崇一　1961:51-130]を 見 ると,梅 県には,竜 船存在のマークがな

い。 しか し,梅 県で聞 くことができたのは,解 放後の数年間まではあったのだ。しか

し,そ の後はとだえ,今 日まだ復活 していない,と いうことであった。以前は,竜 を

形どった竜船を,使 用 しないときは,廟 に格納 したという。

　 客家の場合は,既 述のように,言 語には南方の方言の影響も少しは受けているが,

北方の古音の要素をより多くもっていた。また,そ の伝統的住居は,四 合院住居その

ものではないが,そ の系譜をたどることのできる特徴を もっていた。しかし,食 文化

においては,米 志向性が強 く,山 歌や山歌劇は,南 方文化の影響を多いに受けたと見

ることができる。だが,他 地方の人々に比べて,竜 船に対する執着がないところか ら

見ると,南 方文化を受けるか受けないかの選別は働いているようである。しかし,そ

の選別のしくみを取 り上げるだけの資料は,目 下 もちあわせていない。たとえば,江

西省南部の客家集居地域の調査などとともに,こ れは今後の問題として残 しておきた

い。

　 なお,中 川学や法乃亮によれば[中 川　 1974a:1],[法 乃亮　1980:30-31],客 家

は鼻咽癌が多いという。 この種の鼻咽癌を疫学的に研究することは,あ る種の客家の

文化の特徴について,よ り深い理解が得られる研究になるであろう。その成果はまだ
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あがっていないが,こ こにそのような研究が行なわれつつあることを補足しておく。

　 さて,前 で解放後も客家を少数民族と誤認する人々があったことを紹介したが,そ

れは,少 数民族に 「土家族」など 「家」の付 く民族名があることか らの連想と,「 上

海人」とか 「広東人」のように,他 の漢族が地域 による命名法の原則で呼ばれている

のに対 して,「 客家人」の 「客家」は地域名でなく,別 の概念によっているから,誤

認されたとした。そして,そ れでは 「客家」とはいかなる概念なのかということにな

るが,そ れは後述するとした。 しかし,こ れは一口で定義めいたことを後述す るとい

う意味でそう述べたのではない。これまでに述べてきたすべて,お おまかにいうと,

中原から南下したいきさつ,そ の他を含めて,た とえば広東その他の原住者 か ら,

「本地」に対す る 「客」とされ,と きには,そ の 「客」に軽蔑の意がこめられて呼称

されもしたが,や がてその呼称を逆手にとって,自 らも 「客家」と称するようになっ

た,そ のすべてを含む概念なのであった。

　 いナれにしろ,し めくくりとして述べておきたいのは,現 段階の研究だけに基づ く

だけでも,客 家は,い わゆる漢族の大伝統をもちながら,客 家としての小伝統をもっ

ているといえることである。つまり,漢 族には統一性と地方的多様性をもつところが

あるが,客 家は,他 の漢族と多くの共有する文化をもちなが ら,い くらかの客家独特

の文化をもっているにすぎないのである。 したがって,客 家自身がそう思っていると

おり,客 家は,漢 族の一部を構成するもので,漢 族以外の単一民族なのではない。

　 謝 辞

　本稿をまとめるにあた り,昭 和56年 度の財団法人 「サ ン トリー文化財団」の 「中国地方文化の

研究一 多様性 と統一性」に対す る研究助成金 の御協力を得た。記 して厚 く御礼 申 し上 げる。

〔以上敬称は略させていただいた。〕

文 献

BOND,　Andrew

　 　1979　 『中国の建築と都市』 田中　淡訳　鹿島出版社。

文 崇一

　 　1961「 九歌 中的水神与華南的竜舟賓神」『民族学研 究所集刊』(11):　51-130。

陳 運 棟

　 　1978　 『容 家人』聯亜出版社 。

中国科学院中国植物志編輯委員会

　 　1977　 r中国植物志』第66巻 　科学出版社。

中国古代農業科技編輯組

　 　1980　 『中国古代 農業科技』農業出版社。

135



国立民族学博物館研究報告7巻1号

中国菜譜編写組

1979『 中国菜譜(湖 南)』 中国財政経済 出版社。

張 歩 憲 ・朱 鳴 泉 ・胡 占 烈

1957「 閲西永定県客家住宅」 『南京工学院学報』(4):63-103。

趙 克 尭

1980「 論魏晋南北朝的鳩壁」 『歴史研究』(6):77-90。

張 紫 農

1979『 民 間文学基本知識』上海文芸出版社。

張 騰 発

1936「 客家山歌的社会背景」『民俗』1(1):164-174。

1937「 客家山歌 的社会背景(続)」r民 俗』1(2)=241-251。

段 宝 林

1981『 中国民間文学概要』北京大学 出版社。

延 陸 ・盛 培 徳

1981「 延辺風情」 『民族団結』(4):33-34。

魏 東 海

1980「 客家涼帽考」 『梅江報』(広 東省梅州市で入手 した新聞切 り抜 きで5月 発行,日 は不

明)。

凝 渓

1980「 苦聡入 ・火種 ・野果及其宮」『民族文化』(2)=50-51。

萢 文 瀾

1980「 中国歴史上的民族闘争与融合」『歴史研究』(1):3-9。

費 孝 通

1948r郷 土重建』上海観察社。

1980「 関於我 国民族的識別問題」『中国社会科学』(1):147-162。

法 乃 亮

1980「 移民与癌症地理分布的関係 」『地理知識』(8):30-31。

方 梓

1954『 奥東南旅行紀実』 香港学生 書店 出版。

薦 友 蘭

1980「 従 中華民族的形成看儒家思想的歴史作用」『哲学研究』(2):43-48。

因 夢

1958「 為什磨把客家話 当作少数民族語言」『中国語文』(8):裏 表紙

徐 揚 傑

1980「 宋明以来的封建家族制度述論」r中 国社会 科学』(4)言99-122。

何 藪 全

1979「 漢魏之際的社会経済変化」 『社会科学戦線 』(4):141-157。

何 燗

1958「 以梅県方言為代表的客家話与北京語音的対応規律」『方言与普通話集刊』(4)=73-85。

何 国 周

1980「 景頗族的新米節」 『民族文化』(2)=55。

何 歌 豊

1958「 広東東北部客家方言詞涯点滴」『方言与普通話集刊』(4):90-91。

郭 中 端 ・堀込憲二

1980『 中国人の街づ くり』相模書房。

金関文夫

1943『 胡人の匂 ひ』東京書籍出版株式会社台北支店。

小島晋治

1981a「 太平天 国のルーッを訪ねて(上)」 『日中経済協会会報』(96)・40-47。

1981b「太平天国のルーッを訪ねて(下)」 『日中経済協会会報』(97):51-57。

高 敏

1980「 関於東晋時期黄,白 籍的幾個問題」『中国史研究』(4):52-60。

136



周 客家文化考

黄 玉 質 ・楊 式 挺

1965「 広東梅県大哺県考古調査」『考古』(4),159-165。

黄 火 興

1979「 談談客家山歌』広東人民出版社。

黄 家 教 ・李 新 魁

1963「 潮安雷話概述」『中山大学学報』(社会科学)(1-2):14-23。

黄 盛 璋

1980「 唐代戸口的分布与変遷」『歴史研究』(6):91-108。

洪 廷 彦

1979「"南 方経済大発展,北 方民族大融合"質 疑」『中国歴史博物館館刊』(1)=43-47。

黄 徳 券

1980『 恵州西湖』広東人民 出版社。

許 厚 基

1927「 越秀山麓客民唱山歌的風俗」『民間文芸』(2)=11-14。

牧 野 巽

1979『 牧 野 巽著作集』第1巻 「中国家族研究(上)」 御茶の水書房。

1980『 牧 野 巽著作集』第2巻 「中国家族研究(下)」 御茶 の水書房 。

増田 与編訳

1981『 スカルノ大統領の特使一 郷梓模回想録』中央公論社 。

松山利夫

1981「 もうひとつ の食べもの一 ドング リの民族学」『季刊民族学』5(1)=122-130。

中川 学

1967「 唐末梁初華南の客戸 と客家盧氏」『社会経 済史学』33(5)=1-20。

1973「 中国 ・東 南アジアにおける客家 の歴史的位置について」『一橋論叢』69(4):65-79。

1974a「 華南の鼻 咽癌」r一 橋 ・小平学報』(68)=1。

1974b「 華人社会 と客家史研究 の現代的課題」 戴 国輝編 『東南 アジア華人社会の研究』 上,

アジア経済研究所59-86。

1977「 中国客家 史研究の新動向」『一橋論叢』77(4):68-81。

中嶋嶺雄

1980「 中国よ,今 こそ文化大革命を」『中央公論』(10)172-183。

王 永 康

1980「 漫話狗肉」『中国烹鉦』(1):76。

1981「 狗肉吃法」『文化与生活』(1):74。

王 玉 哲

1980「 中国古代史上的民族問題」『南開学報』(2):59-68。

王 健 強

1980「 屈原故里的端午節」『文化与生活』(2):8-9。

涯 之 力

1980「 建築与 自然環境的聯系和統一」 『光明 日報』1980年5月8日 。

R生

1980「 談一談"文 化的偏見"」 『客家之声』第7号 日本崇正総会。

羅 香 林

1975『 客家研究導論』古亭書屋。

李 映 川

1958「 梅県方言的一些詞涯」 『方言与普通話集刊』(4)=85-87。

李 盛 雨

1981「 朝鮮半島の食 の文化」石毛直道編r東 アジアの食 の文化』平凡社=129-153・

李 作 南

1958「 北京語音和広東東北部客家方音在声 ・酌 ・調上的比較」 『方言与普通話集刊』(4):

87-90。

137



国立民族学博物館研究報告7巻1号

李 有 義

1980「 我国民族学的回顧与展望」『民族研究』(1):48-59。
・林 彩 美

1980「 台湾料理 とその特徴」『言語』9(3)=40-46。

林 耀 華

1981「 新中国的民族学研究与展望」『民族研究』(2)=48-55。

竜岩地区文化局 ・古 田会議紀念館編

1979『 閾西革命根拠地旧趾』文物出版社。

劉 敦 槙

1956「 中国住宅概説」(初稿)『 建築学報』(4):1-53。

1957『 中国住宅概説』建築工程出版社。

1976『 中国の住宅』田中 淡 ・沢谷昭次訳 鹿島出版会。

1980『 中国古代建築史』 中国建築工業出版社。

崔 建 英

1979「 重視族譜 的史料価値」 『図書館学通訊』(1):57-59。

静 聞

1928「 歌仙劉三妹故事」 『民間文芸』(5):1-11。

態 伯 慧

1981『 現代漢語方言』湖 北人民 出版社。

酷 暮 橋
1980『 旧中国的農村経済』農業 出版社。

周 達 生

1980a『 中国民族誌一 雲南か らゴビへ』 日本放送 出版協会。

1980b「 客家山歌 をめ ぐって」 『民博通信』(9):10-19。

朱 大 滑

1980「 南朝少数民族概況及其与漢族的融合」『中国史研究』(1)=57-76。

朱 介 凡編

1972『 聞話吃的芸術(下)』 華欣文化事業 中心。

宋 大 能

1979『 民間歌曲概論』人民音楽 出版社。

曹 思 彬

1980「 蘇東披在海南」『人物』(2):186-190。

田仲一成

1981『 中国祭祀演劇研究』東京大学 出版会。

田中静一他

1970r中 国食品事典』書籍文物流通会。

戴 国 輝

1979『 台湾 と台湾人一 アイデ ンティティを求めて』研文出版。

雲南省歴史研究所編著

1980『 雲南少数民族』雲南人民 出版社。

渡辺亜子

1980「 採集 メモ ・長杉」『貝塚』(24):表 紙裏。

渡辺欣雄

1979「 客家人の飲茶習俗」『淡交』(7):44-45。

楊 成 志
1937「 広東北江瑠人的文化現 象与体質型」 『民俗』1(3)=1-36。

138


